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    第一章　「カジノとタコ焼き」


    



    　大阪に来たのは初めてなんだが、なぜかやたらと人に話しかけられる。


    　俺が話しかけやすいオーラでも放っているのか、それともここではこれが普通なのか、着いて二時間も経たたないうちにすでに三人からナチュラルに話しかけられた。


    　駅で話しかけてきた三人目の爺じいさんなんか、蒸し暑いって話題が始まって間もないうちに、自分がいかに激動の時代を生き抜いてきたかを延々と語りだした。うんざりしていると、俺を呼ぶ声が聞こえた。


    「ケチロン！　着きましたわよ！」


    　高級ブランドのキャリーケースを手に、スーツに身を包んで颯さつ爽そうと現れたその女は一いち万ま田たこがね。俺の仕事の相棒でもあり、超がつく金持ちの名門、一万田家の令嬢でもある。大阪出張にもプライベートジェットで来て、新幹線で来た俺とここで合流する予定だったのだ。


    「あら。その方はどなたですの？」


    「いいから！　行くぞ」


    　こがねが危あやうく爺さんに話しかけそうになっていたので、俺は慌あわてて通りがかったタクシーに彼女を押し込んだ。乗り込んだタクシーは、デカいオフロード車みたいな妙な形だったが選んでる余地はない。やれやれ。これで誰にも話しかけられずに済む。とタクシーの後部座席で胸をなでおろしていたら、行き先を告げた後で太った運転手が尋ねる。


    「こっちへはお仕事でっか？」


    　勘弁してくれ。こっちはもうその質問には何度も答えてへっとへとに疲れてんだ。


    　ひとりで乗っている時ならタヌキ寝入りして質問をシャットアウトするんだが、隣に座っているこがねがいちいちご丁寧に答えやがるからそうもいかない。


    「ええ。政府の特命を受けて来ましたの」


    　こがねは胸を張ってそう答えた。行き先の都合でいつもの高校の制服じゃなく今回はスーツを着ているからか、やけに張り切っている。
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    「私たち、超常経済犯罪対策課エイプスの捜査官ですのよ」


    　こがねは誇らしげに言ったが、運転手が眉まゆ根ねを寄せているのがバックミラー越しにわかった。


    「エイプス？」


    　それから運転手は、定番の質問を投げかけてくる。


    「名前だけはよう聞きますけど、何してはるとこですか？」


    　前回の自由貨幣テロ事件でニュースに取り上げられて、エイプスって名前だけは前に比べて少し知られるようになったものの、一般的にはまだまだ正体不明の役所だ。こがねはまるで子供に教えるかのように簡潔に答える。


    「簡単に言うと、悪い能力者を取り締まるところですわ」


    「能力者？」


    　要領を得ない様子の運転手に、こがねが説明を重ねる。


    「お金に関係する異能力、つまり特殊能力マイダスタツチを持つ人間のことですわ。たとえば、手で触れた石ころを純金に変えたり、株価の下落を予測できたり……」


    「ああ。『タッチド』のことでっか？」


    　こがねは思わず俺と目を見合わせた。『タッチド』という呼称には、もともと「ちょっとおかしい奴やつ」という意味もあるので、やや差別的なニュアンスがある。運転手にはその自覚はないみたいだったが、こがねが咳せき払ばらいをしてから告げる。


    「実は、かく言う私たちも能力者ですのよ」


    「ほんまでっか？　どんな能力を持ってまんの？」


    　運転手がバックミラー越しに好奇の目で俺たちを見た。どうやらこの運転手は能力者に会うのが初めてらしい。こがねが心なしか得意げに自分の能力についての説明を始める。


    「私は、自分の使ったお金の未来が見えるんですの」


    「お金の未来？」


    　運転手はまた眉まゆ根ねを寄せたが、こがねは説明を続ける。


    「たとえば、私があなたにチップを払えば、あなたがそのお金を何にどう使うのか、渡した瞬間にわかるんですのよ。映画の予告編みたいにダイジェストで」


    「私にチップ渡したらきっと、競馬場で地じ団だん太だ踏んでるシーンが見えまっせ！」


    　そう言って、運転手は大笑いした。俺はこがねに小声で釘くぎをさす。


    「……お前な。自分の能力のことなんかペラペラ話すんじゃねーよ」


    「あら。公務員なら市民の疑問には、お答えしないと」


    　すると今度は運転手がミラー越しに俺の方に目をやって尋ねる。


    「で、お兄さんの能力は？」


    　俺は黙っていたが、こがねが隣で俺の能力について話し始める。


    「この人は、時間を止められるんですの」


    「へええ。まるで少年漫画に出てくるエスパーみたいでんな！」


    　運転手は嬉うれしそうにそう言ったが、実際はそんなに夢のあるもんじゃない。俺の代わりに、こがねが補足説明する。


    「ただし時間を止めるごとに、口座の残高が減っていくんですの。一秒ごとに五〇〇〇円ずつ」


    「へえ～。ほな、一分止めるだけで、三〇万もかかるんでっか!?　そら高いわ……なんか、せちがらい超能力でんなあ……」


    　運転手はがっかりしたように呻うめいた。どうやら少年漫画のイメージは壊れたようだ。


    「ほんで、今までどんな能力者タツチドを捕まえてきましたん？」


    　さらに運転手が尋ねたので、こがねは俺たちエイプスが今まで関わってきた事件を紹介していった。


    　札束を爆発させる能力マイダスタツチを持ったオッサンが銀行に立てこもった話。所持金の額によって身体能力がオリンピック選手並みになる奴やつを繁華街で追いかけた話。


    　どれもこれも無茶苦茶な逮たい捕ほ劇だったが、こがねの話を聞きながら今改めて思い返してみると、なかなか感慨深いものがある。ただし、いい思い出ばかりじゃない。


    　俺の親父を殺した能力者タツチドを捕まえた事件がそうだ。


    　ジャーナリストだった俺の親父は、昔、ある政治家の汚職事件について取材していた。だが、親父は口止め料として、その政治家から賄わい賂ろを受け取っていた。子供の頃、難病にかかっていた俺の手術費を稼かせぐためだった。


    　ところが親父に金を渡した男は『受取人口座の名義人を殺せる』能力者だった。そのせいで長い間、親父の死は謎なぞに包まれていたが、別の事件で捜査線上に上がったその能力者を、俺はこがねと二人で追い詰めて逮捕し、親父の仇かたき討うちが果たせたのだった。


    　俺はふと窓の外を見た。タクシーはいつの間にか海岸沿いの道を走っていた。ガードレールを隔へだてて真っ暗な大阪湾が見えた。夜の海は吸い込まれそうなほど黒かった。


    「せやけど、なかにはシャレにならん奴もいるみたいでんな」


    　すると運転手が思い出したように話し始める。


    「ほれ。口座に金を入れたら振込先の人間を殺せるなんて奴もおりましたやろ。いつやったか、新聞で読んでゾッとしましたわ」


    　偶然、俺がさっき思い出していた能力者について運転手が話し始めたので驚いた。俺のことを気遣ってか、こがねが俺の顔をちらと見たが、そんなことには気づかずに運転手は能天気に話し続ける。


    「しかもそいつ、アラなんとかいう秘密組織のメンバーやったとか。私、そういうオカルト話には目がないもんで、そういうの聞くとワクワクしまんねん」


    「アライアンスだ」


    　俺は運転手に教えてやった。アライアンスってのは、能力マイダスタツチを犯罪に悪用する能力者たちの組織だ。俺の親父を殺した男も所属していた。世界中に支部があって、世界経済を闇やみで牛ぎゆう耳じっている。俺たちエイプスにとっては天敵みたいな集団だ。


    「アイツらはオカルト世界の存在じゃない。経済の闇に隠れつつ俺たちのすぐそばにいて、俺やアンタや、アンタの家族の命を狙ってる。それをきいてもワクワクするか？」


    「袈け裟さ郎ろうさん」


    　こがねが俺の目を見て、珍しく名前プラス「さん」付けで呼んだ。まるで唸うなる犬を鎮めるみたいな言い方だった。おかげで俺はアライアンスのことを笑いながら話した運転手に対する苛いら立だちを最小限にくいとめることができた。女子高生に諌いさめられるなんて、我ながら情けない。


    　俺のせいで車内にはしばらく沈黙が訪れた。むしろありがたい。俺はつかの間の眠りにつこうしたが、しばらくしてこがねが俺の肩をつかんで揺らしやがる。


    「ねえ！　あれじゃございませんの!?」


    　こがねの声があまりにもデカいので、俺は顔をしかめて片目だけ開いた。


    　すると真っ暗な大阪湾の真ん中に、煌こう々こうと輝く島が見えてきた。太った運転手は自慢げに笑いながら、観光用にわざわざ言ってるとしか思えないような関西弁で告げる。


    「そうだす。あれが大阪の新名所────『夢ゆめ洲しま』でおま」


    　その島は、漆黒の闇やみの中で色とりどりの光を載せて浮かんでいた。まるで夜道に迷ったパレードの山だ車しみたいだ。島に林立する流線形のホテルから放たれたレーザー光線やサーチライトが上空に揺れているさまはサイバーパンクＳＦの舞台を思わせた。夢洲とはうまく言ったもんで、なんだか現実感がない光景だった。


    　そもそも日本にカジノを造ったってこと自体が、いまだに現実とは思えない。


    　数年前。いつまでたっても浮ふ揚ようしない景気に打つ手がなくなった政府は、オリンピックをきっかけに海外から来た観光客にお金を落としてもらおうと、カジノを造ることに決めた。苦し紛まぎれの景気対策として世論を散々騒がせたカジノ構想は、ノウハウもなければ集客のめども立たないまま、プロジェクトそのものがギャンブルみたいな感じで進み、もともとコンテナターミナルだったこの大阪の夢洲が日本初のカジノ経済特区となったのだった。大慌あわてで造ったために沿岸部にまだ残っている古い工場街のシルエットとの対比が、ド派手なカジノ島の退廃的近未来感をさらに醸かもし出している。


    「この大阪の地には、『たこ焼き』という美お味いしい名物があると聞きます」


    　キラキラした目で車の窓から島を眺めながら、まるで異国の地からやってきたお姫様のように、こがねが言う。


    「先についている渋しぶ澤さわさんやレジーナさんは、もうあそこで楽しんでいるのでしょうね。カジノも、たこ焼きも！」


    「カジノにたこ焼きなんかないだろ」


    　俺はそう言ってやったが、初めての大阪出張に、こがねは期待しすぎているらしい。


    「お二人がとても、うらやましいですわ！」


    　それには俺も同意だった。ギャンブル好きな渋澤課長はカジノに出張と聞いてじっとしていられなくなったのか、俺とこがねに雑務を押し付けて先に現地入りしていた。


    　おかげで俺は膨ぼう大だいな量の仕事をひとりで片付け、余計なことばかりするこがねの面倒まで見なくちゃならなくなった。なので俺の課長に対する気持ちを正確に言えば「うらやましい」より「恨めしい」が近い。


    　すると、急にタクシーが減速した。


    「なんや、またかいな。かなわんなあ」


    　車を完全に停車させてから運転手はそうぼやいた。進行方向にはテールランプの行列が続いている。渋じゆう滞たいのようだ。路ろ肩かたを見ると、パトカーが妙にたくさん並んでいる。こがねが運転手に尋ねる。


    「事故でもあったんですの？」


    「そのほうがまだマシですわ。あれ見てみなはれ」


    　運転手は顎あごをしゃくって前方を示した。渋滞の先には夢ゆめ洲しまへとつながっているトンネルの入り口が見える。そのゲートに至るまでの歩道には、さまざまなプラカードを持った人々の列ができていて、ガードレールを隔へだてて機動隊員が配置されている。集まった人々は皆一様に、警官隊や渋滞している車の列に向かって何やら叫んでいる。


    「なんなんですの？　あの人たち」


    　こがねが身を乗り出して尋ねると、運転手はうんざりしたように答える。


    「カジノ反対派の連中でんがな」


    　最近、新聞やニュースで、カジノ反対派の団体が一時期世間を騒がした例の学生団体『イージス』の残党も吸収して、すごい勢いで大きくなっていると報じていたのは知ってたが、ここまでとは。運転手は車をのろのろと進ませながら言う。


    「ほれ。もうすぐ夢洲でなんとかいう会議、やりまっしゃろ？」


    「国際経済パートナーシップＩＥＰ協議ですわ」


    　こがねが答える。俺はシートの脇わきに置いた経済雑誌に目をやった。新幹線の中でさんざん読んだやつだ。表紙には、なんとかバーグって名前の大金持ちの男の写真と、『ＩＥＰ開催で日本が変わる』という見出しがある。こがねは楽しそうに言う。


    「あの島のホテルの会議場に、世界中のお金持ちの皆さんが一堂に会する予定ですの。私の知り合いの方もたくさんいらっしゃいますわよ」


    　ＩＥＰでは、日本の景気回復のために造ったにもかかわらず、あまりうまくいってないカジノをどうやって発展させていくかってことも含めて、日本政府のお偉方が、世界中のセレブと話し合うんだそうだ。当然、カジノ反対派にとっては面白くないだろう。


    「その開催日を狙ねろて、集まってまんねん」


    　運転手はため息交じりにそう言った。あの島でＩＥＰの開催が決まると、ネット上にいる反対派の間では蜂はちの巣をつついたかのような騒ぎになった。政府機関には最近、夢洲へのテロ予告のメールも頻ひん繁ぱんに届いている。メールの内容はさまざまだが、彼らの主張を要約するとこうだ。アライアンスを含めた世界経済の闇やみのフィクサーたちが、カジノをきっかけに日本を食いものにしようとしている。だから実力行使でそれを止めるんだと。たぶん、俺たちがここに派遣された理由はそれだろう。アライアンスもテロも両方止めろってことだ。


    　ゆっくり進む車列は順番に、沿道に並んだ団体から怒号や罵ば声せいをシャワーのように浴びせられていく。彼らが持ったプラカードに書かれている内容は、法案見直しのお願いや推進派の政治家への個人攻撃など実にさまざまだ。けたたましいクラクションの音に混じって、彼らのシュプレヒコールが響き渡る。


    「カ・ジ・ＮＯ！　カ・ジ・ＮＯ！　カ・ジ・ＮＯ！」


    　罵ば詈り雑ぞう言ごんを浴びせかける彼らは皆、目が血走っていて鬼の形ぎよう相そうだ。車の列が前に進むにつれ、窓に浴びせられるものがただの罵ば声せいから、ゴミや生卵、ついには石と変わってきた。デモ隊を必死で制止する機動隊の堤防も、今にも決壊しそうだ。


    「こらあかんわ」


    　不安げに呟つぶやいてから、運転手は首を後ろにひねって俺たちに提案する。


    「もう『抜け道』いきまひょか？」


    「抜け道？」


    　俺は思わず首を傾かしげた。車で夢ゆめ洲しまにアクセスするには基本的に二つのルートしかない。ここから島の南側に出るトンネルと、もう一つは北側の舞まい洲しまを経由して渡る夢ゆめ舞まい大橋だ。


    　橋を渡るには来た道を戻って大きく北側に迂う回かいしなくちゃならないし、そっちもきっと渋じゆう滞たいしているだろうから、とてもじゃないが『抜け道』とは言いがたい。


    　あとは船で行くしかないが、フェリー乗り場だってここからは遠いはずだ。だが、運転手はバックミラー越しに俺の顔を見て得意満面で言う。


    「任せとくんなはれ」


    　運転手は心なしかいたずらっぽい笑みを浮かべながらハンドルを切った。


    「お客さんらこのタクシー乗って、ほんまラッキーでっせ」


    　車は渋滞の列を出てＵターンした。リアウインドウ越しにデモ隊が遠ざかっていくのを見て俺がほっとしていると、こがねが信じられない一言を呟く。


    「……彼らを助けなくては」


    「は？」


    　俺が眉まゆ根ねを寄せると、こがねは後ろのデモ隊を見つめて言う。


    「人があんな顔になるのは、何か助けを求めているからですわ」


    「助けてほしいのは遅刻しそうな俺たちのほうだ」


    　相変わらず世間ってもんを知らないお嬢様に、俺は教えてやった。


    「言っとくけどな。俺たちは彼らに敵視されている政府側の人間なんだぞ」


    　だが俺の言葉はこがねの耳には届いてないようだった。


    「誰であろうと困っていれば救いの手を差し伸べる。それこそが貴人としての義務ノブレスオブリージユですわ！」


    　やれやれ。こいつがそのフレーズを言うと、いつもなんか神こう々ごうしい光に包まれるので、返すべき言葉を失ってしまう。俺は黙って再び後部座席のシートにもたれた。


    　しばらく走っていると、数分で波止場のような場所に出た。


    　辺りは真っ暗で、近くには海へと伸びる桟さん橋ばしのようなものが見えるだけだ。少なくとも道路はない。一いつ旦たん車を停とめた運転手に俺は尋ねた。


    「で、道はどこに？」


    「そこでんがな」


    　自信満々に運転手が指さしたほうを俺たちは見た。桟さん橋ばしの隣になだらかな斜面があって、下り坂の下のほうは大阪湾の水に浸っている。


    　信じられないことに運転手はその方向に向かってハンドルを切り、エンジンをふかし始めた。まさか、さっきの渋じゆう滞たいを苦にして俺たちと一緒に心中でもするつもりだろうか。


    　こがねが運転手に俺と同じ疑問をぶつける。


    「もしかして、車ごと海に突っ込む気ですの？」


    　すると、運転手は再び例のいたずらっぽい笑顔を見せて言う。


    「お客さん、実はこいつ普通の車ちゃいまねん」


    「どういうことですの？」


    　こがねは眉まゆ根ねを寄せて質問を重ねた。すると運転手は得意げに答える。


    「アンフィレンジャー２８００ＳＲ言うてね。水陸両用車でんねん」


    「水陸両用ぉ!?」


    　こがねと俺が驚いて同時に叫ぶと、運転手は鼻を高くして語る。


    「むかーし、大阪の観光局が使ってたのを、払い下げてもらいましてん。年期ものでっけど、ドイツの車ですさかい、頑丈ですわ」


    　それを聞いて俺はいろいろと腑ふに落ちた。なるほど。それでか。あの時は爺じいさんの長話から早く逃れたくて、慌あわてて飛び乗ったが、このタクシーを止めた時、ヘンな形だと思った。


    　パッと見は４ＷＤの外車って感じだったが、よく見るとグリルが屋根の上にあって、車体下部のカウルがゆるやかにカーブしてクジラの腹みたいな形をしていたからだ。


    　運転手はタコメーターの横にある、たしかに普通の車じゃ見ないようなスイッチやレバーみたいなのを動かすと、準備が整ったのか俺たちに宣言する。


    「ほな、行きまっせ！」


    　運転手はそう言うなりアクセルを踏み、車は海へと続く斜面を下り始める。


    「おい！　ちょ！」


    　俺は、遊園地のウォータースライダーに乗っているみたいに思わず身体からだをのけぞらせた。そのまま車は斜面を下りてザブン！　と水しぶきをあげ、海に飛び込んだ。


    「!?」


    　やがて車はぷかぷかと浮かび、俺の尻しりの下でスクリューが回る振動を感じた。それからタクシーは車の形をしたボートとなって航行を始めた。思っていたよりもスピードが速い。


    「すごぉい!!」


    　こがねは歓喜の声を上げていたが、俺が恐る恐る窓を開けてみるとドアのすぐ下に海面がある。大きな波が来ればすぐに浸水しそうな気がした。


    　不安とともに胃液がせりあがってきた。


    「どうしましたの？」


    　顔を覗のぞき込んでくるこがねに、げっそりしながら俺は答える。


    「……タクシーで船酔いした」


    「なさけないですわね」


    「しょうがねえだろ。こっちは徹夜仕事であんま寝てないんだ。誰かさんが役に立たなかったせいでな」


    「あら、それは、ケチロンが私に仕事をさせてくれなかったからですわ」


    「お前に仕事任せたら減るどころか、増えるからだ！」


    　俺たちが口論していると、運転手がスクリュー音に負けないくらいの大声で叫ぶ。


    「もう着きまっせ！」


    　運転手に言われてフロントガラスを見ると、いつのまにか島が間近に迫っていた。


    「素敵な抜け道ですこと。おかげで渋じゆう滞たいの中で夜を明かさずに済みましたわ」


    　こがねはうれしそうにそう言って、助手席のシートの裏にあるポケットから名刺を一枚引き抜いて言う。


    「『ナミハヤ・タクシー』さんね。覚えておきますわ」


    「おおきに。また使つこうたってください！」


    　……いや。もう二度とごめんだ。俺はそう思いながら、再び進行方向を見やった。


    　洋上から眺める夢ゆめ洲しまは綺き麗れいだったが、なぜか孤島の監獄みたいにも見えた。


    



    ￥￥￥


    



    　島の波止場に着いてタクシーを降りた俺とこがねは、ネオンがきらめく島の中心部に向かって歩き始めた。


    　夢洲の面積は約三九〇ヘクタール。島全体の広さで言うと、お台場の六倍以上だ。島はざっくり三つのエリアに分けられている。


    　広大な芝生や森の広がる北側の公園地区と、従来のコンテナターミナルがある南側の物流地区。そして島の中心に、カジノやホテルや商業施設が並ぶ統合型リゾート、いわゆるＩＲ地区がある。


    　ＩＲ地区には遊び場所だけでなく、ＭＩＣＥマイスと呼ばれる国際会議場や美術館などアカデミックな建物が並ぶゾーンもあって、カジノに対する悪いイメージを中和する役目を果たしている。


    　実際のところは法案を通すために詰め込んだハコモノだらけだが、造っちまったからには使わなきゃならないから、政府も規模の大きめの国際会議はここでやりたがる。


    　今週末に行われるＩＥＰは、その中でも最大級のイベントだ。


    　渋しぶ澤さわ課長たちと待ち合わせをしている『ジパング・リゾートホテル』には、島最大のカジノ『ジパングカジノ』があり、最上階にはＩＥＰが行われる予定の国際会議場もある。


    　見た感じは黒くろ御み影かげ石いしで造った巨大な墓石みたいな無機質なデザインだが、よく見ると、あちこちに竹や苔こけが使われていたり、ところどころ和の要素がプラスされている。


    　鳥居を模した玄関からエントランスに入るとテニスコートが二面とれそうなほどの広大なロビーがあって、天井も五階まで吹き抜けになっている。


    　外観と同じく床もつるつるした黒御影石で、ロビーの真ん中には石せき庭ていまである。要するに、海外客が求めそうな日本っぽい要素が全部盛りこまれている。第三セクターのホテルらしい考え方だ。


    　その過剰に和風なロビーで、西にし陣じん織おりのクッション付きのこれまた過剰に和風なソファーに腰かけて時計を見た。待ち合わせの時間からは一五分過ぎている。


    　俺は、キレられるのを覚悟しつつ課長に電話しようとスマホを取り出したが、背後で聞き覚えのある声がした。


    「はい遅刻」


    「？」


    　振り向いたところにいた女が、レジーナであることに気づくまでに時間がかかった。


    　いつも薄汚れたライダーズジャケットを羽織って大型バイクを乗り回しているアウトローな彼女が、あろうことかドレスを着ていたからだ。俺の驚きを表情から読み取ったのか、レジーナは照れと非難が混在した調子で言う。
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    「……何よ。カジノにはドレス着用が常識でしょ」


    　レジーナ若わか槻つきはエイプスの情報分析官だが、昔、証券取引所のサイトをクラッキングして捕まった元不良ハッカー少女でもある。俺は反射的に殴られるかと思って身構えたのだが、意外なことにレジーナは着慣れないドレスの裾すそをつかんで少しもじもじしている。


    「すっごくお似合いですわよ！　レジーナさん」


    　こがねは興奮してそう叫んだ。たしかに今の姿を見ると、レジーナの婆ばあちゃんが旧ソ連の美人スパイだったという話もうなずける。だがレジーナは照れ隠しなのかこがねに言い放つ。


    「あんたには高校の制服のほうがお似合いね。そのスーツより」


    　レジーナの言うとおり現役の女子高生であるこがねは、いつも名門女子校の制服を着ているのでスーツはまだ着慣れていない感じがする。こがねは泣きそうになりながら言う。


    「だって、カジノに制服はどうかと思って仕立てましたの。でも、私もやはりドレスにすればよかったですわ！　レジーナさんのように女性らしく」


    「やめてよ」


    　赤らめた顔を見られたくないからか、レジーナは背中を見せて歩き始めた。オープンバックであらわになったレジーナの背中が妙に艶なまめかしくて、俺は目のやり場に困りながら質問する。


    「で、課長はどこに？」


    　先を歩いていたレジーナはエレベーターに乗り込むと、体を反転させて答える。


    「地下のカジノよ。きっと頭から煙を出してるわ」


    　やっぱ遅刻に怒ってるのか。降下するエレベーターとともに俺の気分は落ちていた。すると、レジーナが鼻で笑って言う。


    「心配しなくても、怒ってるのはあんたたちにじゃないわ」


    「？」


    　俺がこがねと顔を見合わせていると、エレベーターは地下三階に着いた。ベルの音が鳴って、扉とびらが開いた。


    「……わあ」


    　エレベーターの扉とともに目の前に開けた光景に、こがねが思わず声を漏らした。


    　俺も声こそ出なかったが、しばらくその場に釘くぎ付けになった。


    「こっちよ」


    　レジーナに促されてエレベーターから一歩、足を踏み出すと、まるで別世界に来たような感覚を覚えた。


    「ジパングカジノ」は、地下三階をぶち抜いた超広大なスペースに、きらびやかな宮殿みたいなイメージで造られていた。上の和風なホテルの外観とのギャップはかなりあるが、カーペットやバーカウンターのグラスにいたるまで高級品をそろえている。


    　何もかもが金ぴかで、カジノに充満したむやみなゴージャス感に圧倒されつつ歩いていると、先行していたレジーナがスロットマシンの並ぶエリアで立ち止まる。


    「来ましたよ！　ボス」


    　スロットマシンの狭はざ間まに向かって、周りの雑音に負けないようにレジーナが叫んだ。


    　俺は、レジーナに追いついて彼女の視線の先を見た。すると、ずらっと並んだスロットマシンの列の真ん中の台の前に渋しぶ澤さわ課長が座っていた。課長は筋肉の塊かたまりみたいな腕に血管をうき立たせながら、マシンのレバーをつかんで勢いよく下げている。


    「ボス!!」


    　課長に近づきながらレジーナがもう一度叫んだが、課長はまるで意に介さず回転するスロットを食い入るように見つめている。やれやれ。


    　俺たちの上司であり我らがエイプスのリーダー、渋澤敬けい三ぞう課長は、かつて大阪府警のマル暴にいた元刑事で、ゴリラのような見た目の通り肉体も精神も強きよう靭じんだが、唯ゆい一いつの弱点はギャンブルが好きすぎるところだった。最近、主任から課長に昇進して給料と責任感は少し上がったみたいだが、その悪習だけは直らなかったようだ。


    　俺とこがねとレジーナが課長の背中を取り囲むように集まってから、もう一度レジーナが声をかけようとしたが、課長はマシンを見つめたままごつい手のひらを向けて彼女を制した。


    「……聞こえとる。邪魔すんな……今、こっちも来とるんじゃい」


    「何がですの？」


    　きょとんとして尋ねたこがねに、課長は真剣な横顔を見せながら答える。


    「……『流れ』や……それも、今までで最高の流れがな」


    　回転するスロットを見つめている課長の目は血走って、瞳どう孔こうが完全に開いていた。


    　その様子を眺めながら、レジーナはため息交じりに俺たちにぼやく。


    「局長から『自費での現地調査』の許可が下りて以来、ずっとこんな感じ」


    　俺は苦笑した。課長の様子は少なくとも『調査』をしている風には見えなかった。しかし、かといって仕事そっちのけで遊んでいる、というゆるい印象は微み塵じんもなく、むしろ鬼気迫るものがあった。自腹を切っているからというのもあるだろうが、場末のパチンコ屋とか場外馬券場で培つちかってきた自みずからの博才を、このアジア最大級のカジノという大舞台で試すということへの気負いがあるからかもしれん。どうでもいいが。


    「来い……チェリー、来いっ!!」


    　課長はそう念じながら三つ目のボタンを押した。スロットはスピードを緩めて、最後の目を出した。しかし課長が望んでいたチェリーは出なかった。


    「ぐわあああああ！」


    　課長はまるで時代劇の斬きられ役みたいに大きくのけぞって叫び声を上げると、やがて体を丸めて額をマシンに打ち付けた。それから本当に腹を斬きられて死にかけているかのように、とぎれとぎれに言葉を発する。


    「……なんでや……このワシが……ボウズをくろうてまうとは……」


    　課長のそのあまりの落ち込み方に、俺たちにはかけてやる言葉も、ツッコむタイミングも見つからないでいた。やがて、俺たちの背後で男の咳せき払ばらいが聞こえた。


    「あの。エイプスの皆さんですか？」


    　振り向くとそこには小柄な中年の男がいた。男は走ってきたのか顔が紅潮していた。目はぎょろっとして唇は厚く、禿はげ上がった頭はてっぺんまでつやつやしていて、まるでスーツを着たタコだ。男は額に汗を浮かべながら名刺を差し出した。


    「ＩＲ推進委員会代表の多た古こと言います」


    　俺は驚きながら名刺を見た。本当にタコって名前なのか。肩書にあったＩＲ推進委員会はもともとカジノ推進派の超党派の議員たちが作った団体だが、最近、国交省や経産省ＯＢの天下り先として問題にもなっていた。多古は俺たちを見下ろすような目線で言う。


    「エイプスはエリートの集まりだと聞いてましたが。時間にはルーズなようですね」


    　初対面で失礼だが、代表というわりに多古には威厳みたいなものは感じられなかった。そのかわり、地位を鼻にかけている感じだけはあった。


    「すいません、警備管制センターの場所がわからんかったもんで」


    　そう言って、課長がスロットの椅い子すから立ち上がって頭を下げると、多古はそれに怒ったのか顔を真っ赤にして語気を強めた。


    「ご案内します。ＩＥＰ当日に迷われたら困りますんで」


    　多古は早口でそう言うと、くるりと背を向けて歩き始めた。課長は俺たちのほうを振り返って肩をすくめると、多古の後を追った。俺たちも後に続いた。


    



    ￥￥￥


    



    　馬鹿デカいお城みたいなカジノルームは、ホテルの地下三階から地下一階まで広大な空間を利用して造られていた。地下二階はフロアをぐるりと取り囲む楼ろう閣かくになっていて、上からカジノ全体が見渡せるようになっている。多古と俺たちはその楼閣の上の回廊を歩いた。


    　カジノを眺めながらこがねが素そ朴ぼくな疑問を投げかける。


    「なんで地下に造ったんですの？」


    　すると多古は歩きながら、こがねの質問に面倒くさそうに解説する。


    「防音のためもありますが、最大の理由は客に今が何時だかわからなくするためです。窓から太陽の光がさすとカジノの客は冷静になりますから、ずっと夜のままにしておくわけです」


    「今日は、なんだか空いているみたいですね」


    　俺は何の気なしに言ったつもりだったが、多た古こはわざわざ立ち止まって俺に言う。


    「いいえ。混んでます。混んでいなければならないんです」


    　俺は思わず黙り込んだ。すると多古は頭の先まで紅潮させて苛いら立だったようにまくしたてる。


    「なにしろここは野党の反対を押し切って、ようやく造ったカジノなんですから。失敗は絶対に許されないんです！　……なのに」


    　多古はそこで言葉を一度切ってから、怒りを含んだ声で呟つぶやく。


    「アイツらのせいで」


    「アイツらって誰ですの？」


    「決まってるでしょう。能力者タツチドですよ」


    　俺とこがねは目を見合わせた。多古の発したその単語には、さっきのタクシーの運転手とは違い差別的なニュアンスがふんだんに込められていた。公的機関の代表としては不適切な発言だと思うが、よほど腹に据すえかねているのか多古はさらに恨み節を続ける。


    「最近、このカジノに来る能力者の不正行為のおかげで、被害額は看過できないレベルに達しています。怪しい人間は片っ端から突き出したいところですが、そうもいかない」


    「なぜ？」


    　俺の質問に、多古はいまいましそうに答える。


    「確固たる証しよう拠こをつかまないと裁判で勝てないからです。何しろカジノは奇跡のようなことが時々実際に起こる場所ですから。それを集客のエサにしている経営陣も事を荒立てたがらない」


    　それから多古は眉み間けんを指で押さえて、ため息交じりに言う。


    「だいたい能力者のイカサマなんて見抜けるわけがない。警察もあてにはならないし、今のところ民間の警備会社と契約して警戒してますけど、限界があります」


    「じゃいっそ、能力者は出入り禁止にすれば？」


    　レジーナがシンプルかつ抜本的な案を出したが、多古は頭を振る。


    「それができれば苦労しませんよ。能力者は見た目も普通の人間と変わりませんからチェックはできないし、それにカジノの売り上げを支えているのは富裕層です。ご存じの通り金持ちにも能力者はたくさんいる。もし規制なんてしたら、外資系カジノが次々に撤退して、ここはもとのコンテナだらけの島に戻ってしまう」


    　多古は顔をしかめ、吐き捨てるように言う。


    「そこへきて反対派の連中からのテロ予告の騒ぎだ。泣きっ面つらに蜂はちとはこのことですよ。まったく」


    　多古が口をとがらせて文句を言うのを見て、タコが真っ黒なスミを吐いているところを想像した。多古が吐き出したスミみたいなネガティブ発言で、あたりの空気はすっかり黒く、淀よどんでしまっていた。


    　まだ会って数分だが、ついていきたくないタイプのトップだということはわかった。やがて、その空気をかき消すように太い声が響いた。


    「だからこそ、あんたたちを呼んだわけです」


    　声がしたほうを見ると、大柄で目つきの悪い男がいた。狼おおかみを思わせるような男の眼光の鋭さに俺たちが声を失っていると、多た古こが紹介する。


    「ああ、このカジノの警備責任者、板いた垣がき大だい輔すけチーフです」


    「……ん!?」


    　その名前を聞いて渋しぶ澤さわ課長が不思議そうに狼男の顔を覗のぞき込みながら前に出た。


    「どうしましたの？」


    「お前……ガキか？」


    　課長がそう尋ねると、板垣は相そう好ごうを崩して答える。


    「久しぶりですね。シブさん」
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    　こがねが驚いて渋澤課長に尋ねる。


    「え!?　お知り合いですの？」


    「ああ、俺とコイツは……」


    　と渋澤課長が話し始めると、板垣が口をはさむ。


    「師匠と弟子、みたいなもんです」


    　すると、阿あ吽うんの呼吸で課長が返す。


    「だれが師匠やねん。元上司て言わんかい」


    　渋しぶ澤さわ課長はそう言って否定しつつも、なんだか嬉うれしそうだ。


    　課長の話によると、板いた垣がきはかつて大阪府警の組織犯罪対策課にいた後輩だったんだそうだ。課長の相棒が殉職した事件の後、一時期だがコンビを組んでいたこともあったらしい。


    　当時「マル暴のシブガキ」と言えば、極道の間でも有名なコンビだったんだそうだ。板垣は嬉うれしそうに語る。


    「あの頃のシブさんはすごい気迫やったから、見るだけで気絶して倒れるヤクザもおったくらいですわ」


    「さすがにそれは」


    　俺が冗談だと思って笑うと、渋澤課長は真剣な顔で俺を見て尋ねる。


    「ほんまやったらどうする？　コーヒー賭かけるか？」


    「いいですよ」


    　俺は思わず受けて立った。


    「賭け事が好きなとこも、変わってませんね」


    　板垣は笑って課長に言った。なんだか二人を傍はたから見ていると、まるで再会を喜んでじゃれ合っているゴリラと狼おおかみに見えてくる。


    「しかし、お前も偉くなったのう」


    　渋澤課長が板垣の肩を叩く。


    「刑事を辞めて、不良少年の更生施設で働いてるって聞いたが」


    「今でもやってますよ。けどボランティアじゃ食えません」


    　板垣は改めて俺たちのほうを見て言う。


    「シブさんこそ政府の役人とはええ身分ですね。しかも仕事仲間は美人ぞろいやし」


    「あら。嬉しいですわ」


    　こがねが微ほほ笑えんで答える。どうやら板垣は渋澤課長と違って軽口が叩けるタイプの獣けものらしい。


    　ゴリラそのものの渋澤課長とのコンビはさぞやバランスが取れていたにちがいない。


    　すると、感動の再会に水を差すように多た古このスマホが鳴った。多古はスマホの画面を見てまた額から噴き出した汗を拭き始めた。


    「じゃあ、あと詳しい話は板垣さんのほうから。私はＩＥＰの準備があるのでこれで」


    　それだけ言うと、多古はスマホを耳に当てて忙せわしなく去っていった。


    　板垣は廊下の奥の『警備管制センター』と書かれた武骨なドアの傍そばのカードリーダーにカードを当てて扉とびらを開けると、俺たちを連れて中に入った。


    　それから狭い廊下を先に進み、さっきのよりさらに頑丈そうな大きな二枚扉の傍かたわらのパネルに、今度は手のひらを当てるとブザーが鳴って、扉が開いた。


    「[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]すごい！」


    　声を上げたのはレジーナだった。


    　そこはまるでロケット打ち上げの管制室をぎゅっと凝縮したような部屋だった。正面の壁には巨大なモニター画面があって、カジノ各所の監視カメラの映像が無数に並んでいる。


    　その巨大画面を取り囲むように、雛ひな壇だんになった半円状のデスクの列があり、一〇〇人近いスタッフがそれぞれの席でそれぞれの端末をにらんでいる。


    「楽しそうなオモチャがいっぱいね」


    　元ハッカーのレジーナが、まるで遊園地に来た子供のように目を輝かせた。


    「どうぞ自由に見学してください」


    　レジーナは板いた垣がきから許可をもらうと、はしゃぐように去っていった。


    「あんまり遠くに行くなよ！」


    　渋しぶ澤さわ課長が子供に忠告するみたいにレジーナに叫んだが、板垣チーフは笑って課長に言った。


    「大丈夫。ここにおれば、このカジノのことはみんなわかります」


    　そう言って板垣は、中央の大画面を自慢げに見上げる。


    「あれは何ですの？」


    　こがねはそう言って、大画面のサムネイルの一つを指さした。


    「不自然な勝ち方とか怪しい動きしとる奴やつは、ああやってＡＩが自動検出してくれますねん。ほれ。たとえば、これ見て下さい」


    　板垣はそばにあった端末を操作して、画面を俺たちに見せた。


    「ルーレットのテーブルの端っこにいる女性に、赤い枠わくが出てますやろ」


    　板垣の言ったように、ルーレットテーブルの端っこにいた女性が、映像の中で赤い長方形の枠に入っていた。板垣がマウスを操作すると、グリーンの下地に白いラインで区切られたテーブルの端っこにカメラがズームしていった。一番端の区画の中には女が賭かけた四枚重ねのチップが置かれていた。


    「ん？」


    　こがねが何かに気づいて画面を食い入るように眺めて言う。


    「おかしいですわ」


    「何が？」


    　俺が尋ねると、こがねは画面に映ったチップを指さして説明する。


    「カジノのチップは、額によってチップの色が違いますの。一枚三〇〇円のものは青、一万円のチップは紫、という風に」


    「それぐらい知ってる。それが何だ？」


    「この女性、なぜこんな置き方をしているんでしょう？」


    　こがねに言われてよく見ると確かに女性が四枚重ねたチップのうち、いちばん下だけが紫色の高額チップで、その上の三枚はもっとも安い青のチップだった。


    「普通は違う色のチップを賭かける時、こんな風に重ねたりしませんわ。しかも、なぜ一番下のチップだけ、少しずらして置いてるんでしょう」


    　俺には大したことのように思えなかったが、板いた垣がきはこがねを褒ほめる。


    「さすがは一いち万ま田た家の令嬢さんや。やっぱり鋭いでんな」


    「ということは、この方、何かをたくらんでらっしゃるんですの？」


    「その通り。これは典型的なイカサマの手口です」


    「え!?」


    　こがねが驚いて板垣を見ると、板垣は腕を組んだまま画面を見つめて答える。


    「まあ、見ててなはれ」


    　ディーラーはレイアウトを確認すると、ルーレットにボールを投げ入れた。


    　やがて回転は減速していき、ボールがポケットに入り、予想が的中した客は一斉に歓声を上げ、それ以外の客は悪態をつく。


    　その時、件くだんの女は大胆な行動に出た。ボールがポケットに入って結果がわかると即座に、自分がベットした四枚のチップをすかさず引っ込めたのだ。


    「おい！　今のはルール違反やろ！」


    　渋しぶ澤さわ課長が声を荒らげたが、板垣はのんびりと答える。


    「はい。そやからディーラーが注意するはずです」


    　板垣の言った通り、画面の中でディーラーに指摘されて女性は四枚のチップを再びファーストコラムに戻した。


    「……ん!?」


    　すると、こがねがあることに気づいて声を上げた。


    「あのチップ、さっき出していたものと違いますわ！」


    「え!?」


    　俺たちが画面に注目すると、カメラが重ねられたチップをズームした。


    「……あ！」


    　思わず声が出た。よく見ないとわからなかったが、たしかにこがねの言うように四枚に重ねられたチップは、さっきと違ってすべて青色だったのだ。一番下で少しずらして置かれていた紫色のチップは消えていた。


    「いわゆる『パストポスト』っちゅうやつですわ」


    　板垣が画面を見つめたまま、解説する。


    「高額なチップがディーラーに見えないよう、安いチップで隠してベットしておく。予想が当たった場合は、そのままにしておいてディーラーに高額な配当を要求し、外れた場合は、さっきみたいにすべて安いチップを重ねた山とすり替えるわけです」


    　なるほど。思わず俺は唸うなった。シンプルな方法だが、何度も続けていれば、結構な儲もうけになる。おそらくディーラーの目が届かないように、あの女は端っこのコラムにばかりベットしていたのだろう。すり替えるスピードも鮮やかだった。


    「イカサマとはいえ、あっぱれですやろ？」


    　俺の心中を見透かすかのように、板いた垣がきは笑って俺に言った。


    「一昔前やったら、熟練のイカサマ師を捕まえるのは一苦労でした。24時間営業のカジノで、客全員の手元をズームして録画してチェックするわけにはいきまへんからな。でも」


    　画面の中で、さっきの女性が警備員に捕まってカジノから追い出されていた。それを誇らしげに見つめながら板垣は言う。


    「この監視システムのおかげで、一いち網もう打だ尽じんちゅうわけです」


    「ほんなら、お前、また職探しせなあかんな」


    　渋しぶ澤さわ課長は冗談めかしてそう言ったが、板垣は神妙な顔つきで答える。


    「ところが、このシステムでは普通のイカサマ師しか識別できません。能力者のイカサマになるともうお手上げなんです。たとえばこいつ」


    　板垣は端末で過去に録画された監視カメラのビデオファイルを開いた。


    　パソコンの画面上に、開いたウインドウで動画が再生される。


    　さっきと同じルーレットテーブルの端っこに、今度は燕えん尾び服ふく姿の老人が立っていた。男は手にしたチップをどこに賭かけようか迷っている様子で、立派なカイゼルひげをなでていた。


    「この男。俺たちの間では『マジシャン』て呼んでます」


    「『マジシャン』？」


    　こがねが好奇の目で画面を眺めた。板垣は説明を続ける。


    「こいつも『パストポスト』を使うイカサマ師ですねんけど、手口が能力マイダスタツチを使っているとしか思えんのです……よう見ててください」


    　ルーレットにボールが投げ入れられたが、マジシャンとかいう老紳士は結局どこにもベットしなかった。なのに、他の客と同じようにルーレットの結果を待ち遠しそうに見ている。やがて、ボールがポケットに入り、それぞれの結果に他の客が一いつ喜き一いち憂ゆうした。


    　すると奇妙なことが起きた。ディーラーが当たった区画に目印を置こうとすると、老人が持っていたはずのチップの束たばが、あたかも最初からそこに置かれてあったかのように突とつ如じよとして現れたのだ。


    「ん!?　どういうことや？　あの男、賭けてなかったはずやのに」


    　渋澤課長が驚きの声を上げると、板垣はため息交じりに答える。


    「けど、事実チップはそこに置かれてあるのでディーラーは払い戻しをせざるをえません。ルーレットの場合、ディーラーも他の客もベット時のレイアウトはざっと確認するだけで、完全に記憶しているわけじゃありません。最初から置いていたと言われたら、客とのトラブルを避けたいディーラーは払ってしまうんです」


    　画面がストップし、『マジシャン』と呼ばれた老人の顔がアップになる。


    「我々が分析した結果、この『マジシャン』て男はおそらく、触ったモノを瞬間移動させる能力マイダスタツチを持った能力者タツチドなんやないかと」


    　なるほど。チップ程度のものを瞬間移動させる能力なんて、能力者の中ではすごく地味な部類だが、カジノで使えばそこそこ儲もうけることができる。だが渋しぶ澤さわ課長は言う。


    「なんぼ能力者でも、犯罪は犯罪や。捕まえてとりあえず話を聞けばええやろ」


    「ところがそう簡単にはいきませんねん」


    　板いた垣がきは、動画の続きを再生すると、マジシャンを捕まえるために画面端から警備員が現れた。


    　しかし、警備員がテーブルに着いた頃には既にマジシャンは逃げおおせている。


    「こんな風に、いつも警備スタッフが駆かけつけた時にはもう逃げられとるんです」


    「足が速そうな爺じいさんには見えんけどな」


    「はい。おそらく警備員があの爺さんに近づいてきたことを知らせている協力者がいるんです。そして、たぶんそいつも能力者なんです」


    　板垣は再び別の動画ファイルを開いて言う。


    「この男」


    　板垣がパソコンの画面を指差した。


    　画面にはアロハシャツを着たリーゼントの男が映っていた。整髪料でがっちりと固められた黒い髪は先端が丸く突き出していて、まるで頭の上に潜水艦が乗っているみたいだ。


    「俺たちの中では『ソナー』って呼んでます。こいつは、仲間に信号を送って情報を知らせることができるみたいで、その能力をイカサマに利用したりもしてます。たとえば」


    　板垣は動画の再生を始めた。リーゼント男はブラックジャックのテーブルにいた。


    　そのテーブルには他にも柄の悪そうな男たちが座っていた。


    「ブラックジャックのカウンティングです」


    「カウン？」


    　こがねがまた首を傾かしげたので渋澤課長が焦じれたように説明する。


    「カウンティングっちゅうのは、使われたカードを記憶しとくイカサマのことや」


    　板垣が課長の説明を引き継ぐ。


    「ええ。よう使われる手ですけど、チームでやればカジノをだましやすい。そのかわり情報を仲間に合図や合言葉などで伝える必要があって大半はそれでディーラーにバレるんです。でも『ソナー』が能力を使えば、絶対にその心配はない。見ててください」


    　俺たちは再び動画の続きを見守った。ブラックジャックテーブルの画面の端っこの男が山のようなチップを独り占めしている。リーゼント男はテーブルを叩いて悔くやしがっている演技をしているが、口の端はが笑っているのがわかる。


    「おそらく、テーブルの端の男は仲間で『ソナー』から残ったカードの情報を得てボロ勝ちしているんです。ですがそんな証しよう拠こはどこにもない」


    　板いた垣がきが動画を一時停止した。画面の中でリーゼントの男がニヤリと笑ったまま静止画像になった。


    「このリーゼントもさっきの爺じいさんも、グルになっている連中も一体何モンなんや」


    　渋しぶ澤さわ課長が唸うなるように言う。すると板垣が肩をすくめる。


    「わかりません。マジシャンも、ソナーも、無登録の能力者らしくて正体不明なんです。ある時は社員旅行の社長と新入社員、ある時は祖父と孫と……変幻自在で」


    「でもＩＤがないとカジノには入れないはずですわ」


    　こがねの質問に、板垣は困ったように答える。


    「ところが奴やつらは偽造パスポートや免許証を何枚も持っていて、毎回、身分証が変わるんです」


    「ちょっと待ってください。偽造パスポート？」


    　俺は思わず声を上げた。そんなもん、どっから手に入れるんだろう。少なくとも個人で調達するには限界がある。かなり大規模な犯罪組織でないと無理だ。渋澤課長が苦々しく呟つぶやく。


    「スジモンがからんどるな」


    「ええ。実はブラックジャックのグルになっていた連中の一人を調べたら……」


    　板垣が言葉を切って、言いにくそうに答える。


    「天あめ目のめ会かいの組員でした」


    　それを聞いて渋澤課長の顔が一瞬、強こわ張ばった。


    「……なんやと？」


    　天目会と言えば広域指定暴力団の一つだ。渋澤課長からよく聞かされていたので知っている。一時期は関西の闇やみ社会を牛ぎゆう耳じる巨大勢力として有名だった。当時、大阪府警のマル暴だった渋澤課長にとっては宿敵のような存在だ。


    「けど、あそこは先代がいなくなって、組の規模も小さくなったはずやろ」


    「ところが元若わか頭がしらやった石いし黒ぐろ一かず己みが二代目になって、息を吹き返したんです」


    　板垣の話を聞いて、渋澤課長の眉み間けんのしわがさらに深くなった。


    「石黒って……『ウインク』か」


    「ええ、あの変人です」


    　そう言ったきり渋澤と板垣は黙り込んだ。どんな奴か知らんが手て強ごわい相手であることは間違いない。課長があんな顔をするってことは相当だ。


    　しばらく沈黙を挟んでから課長が口を開いた。


    「だとしたら難儀やな。刑事を辞めてから時間が経たったとはいえ、わしは天目会の連中には顔が割れとる。カジノでにらみを利かせていたらすぐ見つかってまう」


    「たしかに。あの石黒も、シブさんにだけはビビッてましたから。きっと今でも忘れてはいないでしょう」


    　板いた垣がきは苦笑しながら語ったが、渋しぶ澤さわ課長は険けわしい顔で言う。


    「笑い事やないで。このままじゃ仕事にならん。一体、どうしたもんか……」


    「どうしましょう。私も困りましたわ」


    　なぜか困っている様子のこがねに、俺は尋ねる。


    「何がだよ？」


    「だって、ここに来るお客様は、皆さん、お金持ちの方々なんでしょ？　つまり、私のお友達も多いってことですわ」


    　その答えに俺は思わず閉口したが、こがねにとっては自慢でもなんでもなく、ごく普通に困っている様子だった。


    「私がカジノにいたら、きっと誰かが私にご挨あい拶さつしにいらっしゃいますわ。そうなったら、私、捜査どころではなくなりましてよ」


    　笑いながら板垣が答える。


    「シブさんもお嬢さんも、心配いりませんよ。そのスーツで目を光らせてたら、そりゃあバレるかもしれませんけど、着替えれば大丈夫」


    「着替える？」


    　こがねが興味をそそられたように板垣の顔を見た。板垣は答える。


    「ええ。カジノにはいろんな職業の人間がおりますさかい。ウチのスタッフの制服をどれでもお貸ししますよ」


    「まあ！」


    　それを聞いてなぜかこがねは目を輝かせた。


    「つまりコスプレですわね！」


    　いや違うだろ。俺の代わりに板垣がやんわり説明する。


    「見た目だけじゃなくて実際にスタッフとして働いてもらいますよ。一いち万ま田た家のご令嬢がカジノでアルバイトをしているなんて、まさか誰も思わないでしょうから」


    「わかりましたわ！」


    　興奮しているこがねを見ていると先が思いやられる。俺が短くため息をついていると、警備管制センターの見学を終えたらしいレジーナが戻ってきた。レジーナは走り出した時とはうってかわってなぜか神妙な面おも持もちだ。彼女は渋澤課長のそばに行くと、周りを警戒するように小さな声で言う。


    「ボス、少しお話が」


    「どないした？」


    「実は……」


    　レジーナが渋澤課長に何かを話し出そうとした時、大画面に警備員に両脇わきをつかまれた若い男の映像がアップになった。男はスピーカーが壊れそうな勢いの声で叫んだ。


    「お前らは悪魔の手先だ!!」


    「!?」


    　俺たちは驚いて画面に注目した。おそらくまだ男は二〇代の前半だ。ウエーブのかかった長髪に度の強そうな眼鏡めがねをかけて清掃員の服を着ているが、頭には『カジＮＯ！』と書かれた鉢巻きを巻いている。男はカメラに向かって再び叫んだ。


    「目を覚ませ！　お前たちは悪魔に使われているんだぞ！」


    　男の顔を見て俺は以前、こがねと一緒に拉ら致ちされた学生団体「イージス」のキャンプを思い出した。男はあそこにいた連中と同じ目をしていた。カジノ反対派には解散したイージスの残党もたくさん参加しているらしいので、もしかしたら実際にあそこにいたのかもしれない。あそこの若者たちは全員が、世間が正しいと思っているものを間違いとし、世間が間違っていると思うものこそ正しいと信じていた。彼らの眼まな差ざしには迷いがなかった。


    「ここに来る客は、アライアンスの奴やつらだ!!」


    　若者が叫んだ単語に、俺は胃をつかまれたような感覚を覚えた。


    「お前らは、奴らの悪あく行ぎように加担している。片棒を担かついでいるんだぞ！」


    　警備員に両脇わきをつかまれて暴れながら、長髪の眼鏡男はカジノの外に連れ出された。板いた垣がきはそれを見つめながらため息交じりに言う。


    「カジノ内で騒いでた反対派の学生です。血気盛んな年ごろなんでしょうが、困ったもんです」


    　レジーナが板垣に尋ねる。


    「ところで、例の反対派からのテロ予告についてはどういう対策を？」


    　そういえば、レジーナに言われるまで俺もそのことを忘れていた。だが板垣は肩をすくめて答える。


    「ああ、特に何も」


    「え？」


    　板垣の答えがあまりにそっけないので、レジーナは少し驚いた様子だった。


    「ああいった予告は頻ひん繁ぱんに来ますから、いちいち気になんかしてられません」


    「でもさっき、多た古こさんは気にしてたみたいですけど」


    　レジーナがそう言うと、板垣は苦笑しながら答える。


    「あの人が怖がってんのは、テロそのものより、予告のせいで客足が遠のくことです」


    「現にああやって反対派の人間がカジノに入ってきていても？」


    　レジーナは食い下がるように尋ねたが、板垣は頭をかきながら言う。


    「まあ、営業の邪魔をされたらさっきみたいに外には追い出しますけど。お偉方にとっては、たとえテロリストであろうと、ここで金を使ってくれるなら客なんです。テロ対策なんてコストもかかるし、結局、俺たちの手には負えない。もしテロが起こったって保険金がおりるなら、経営陣にとっては問題ない」


    　なんてこった。俺にはさっきの男がこのカジノのスタッフのことを「悪魔に使われている」って叫んでいたのが、あながち間違いじゃないような気がしてきた。


    　それから板いた垣がきは自じ嘲ちよう気味に語る。


    「俺の仕事はあくまで、このカジノの売り上げを守ることだけですから」


    　するとかつての後輩を勇気づけるためか、渋しぶ澤さわ課長が板垣の肩を叩いて言う。


    「心配すんな。俺たちがここに来た以上、イカサマもテロも許さん」


    「ありがとうございます。相変わらず頼もしいわ」


    　やがて板垣が仕切りなおすように手を鳴らす。


    「さて。仕事は明日からです。今日は上のホテルでしっかり休んでください」


    「変装、楽しみですわ!!」


    　こがねは目を輝かせたが、俺には、さっきの若者の言葉が頭にこびりついて離れなかった。

  


  
    



    第二章　『ひきつったポーカーフェイス』


    



    　その晩、夢の中に死んだ親父が出てきた。俺はまだ子供で、親父と二人でボードゲームをしていた。ルーレットを回してコマを進めるタイプのやつだ。


    　親父と俺は順番にコマを進め、マスに書かれてあるイベントに従っては一いつ喜き一いち憂ゆうしていた。俺は楽しかったが、親父が傍かたわらに置いたウイスキーのミニボトルが少し気になっていた。


    　親父のコマは俺のより少し先を進んでいたが、あるターンで親父がコマを進めると「一回休み」というマスに入った。


    「ああ、くそ」


    「逆転だ。お先ー」


    　悔くやしがる親父のコマを乗り越えて俺は先に進んだ。俺がコマを進めた先のマスには「給料日」と書かれてあった。


    「よし！　給料いただき」


    　俺は、銀行と書かれた箱の中からおもちゃの紙幣を何枚か取った。


    「まあいい。ゆっくり休むよ」


    　親父はさみしそうに笑いながら、ウイスキーのボトルを手に取った。ちょうどその頃、親父は仕事を休んでいた。親父はジャーナリストだった。


    　事情は詳しくは知らないが、どっかでまずい記事を書いたらしい。親父曰いわく、「本当過ぎること」を書いたんだそうだ。子供の俺には納得できない理由だったが、とにかくそのおかげで、ぱったりと仕事がこなくなったんだそうだ。


    　重苦しい空気が立ち込めそうになるのを振り払って、俺は努めて明るくゲームを続けることにした。


    「じゃあ、次も俺の番だな」


    　再び俺はルーレットを回して、コマを進めた。すると行き先のマスには「返済日」と書かれてあった。


    「なんだ。せっかく金が入ったとこなのに、全部出ていっちゃうよ～」


    　俺は困ったような声を出して手元にあった紙幣を何枚か銀行に戻した。すると、ウイスキーのボトルから口を離して親父が言う。


    「なあ。袈け裟さ郎ろう」


    「なんだよ」


    　俺は手元に残った紙幣を数えながら返事した。


    「見ろ」


    　親父はコマをつかむと、俺に見せて言う。


    「これは俺たちだ」


    　唐突に親父が真ま面じ目めな口調でそう言ったので、俺は訂正した。


    「俺たちじゃなくて、俺たちのコマだろ？」


    「いいや」


    　親父は頭を振って言う。


    「俺たちもコマなんだよ」


    　親父の声は、深く絶望したような響きを帯びていた。子供ながらにそれを感じ取った俺は、なんだか怖くなって親父に尋ねた。


    「どういうこと？」


    　親父は、深い沈黙をはさんでから語りだす。


    「この世界は、ほんの一握りの金持ちがやってるゲームなんだ」


    　そこまで言うと親父は再びウイスキーのボトルをあおった。


    「奴やつらは、これと同じゲームをしているんだ。俺たちという無数のコマを使ってな」


    「そんなことないだろ」


    　俺は強く否定した。単純に認めたくなかったからかもしれない。


    「世界中の人間を操あやつったりなんかできるもんか。神様じゃねえんだから」


    「たしかに。奴らは神じゃない。神様はこれだ」


    　親父は、ルーレットを指さして言う。


    「奴やつらにもどんな目が出るかはわからない。だが、ルーレットを回すのは奴らだ。俺たちじゃない」


    　親父は、コマが置かれたボードを見つめながら言う。


    「俺たちは奴らが出したルーレットの目を自分の運命だと思って、この盤上をぐるぐる回されているだけなんだ」


    　俺は何だか、背中がひやりとした。親父の言った言葉が、急にリアリティを持って迫ってくるような気がして、子供ながらに今すぐ何か行動しなければいけないような気分になった。だが、何もできないことは自分でもわかっていた。


    「父さんはジャーナリストなんでしょ？」


    　自分の無力さへの苛いら立だちをぶつけるかのように、俺は親父に叫ぶ。


    「なんでそのことをみんなに知らせないの？」


    「書けるもんか」


    「なぜ？」


    「メディアだってあいつらのゲームの道具だからさ。どっかにあったろ」


    　親父はボード上にある立体的な建物の中から、「新聞社」を指さして見せた。


    　俺は目の前が真っ暗になったような気がした。親父は暗い声で続ける。


    「それに、もしゲームをしている最中にこのコマたちが『俺はゲームのコマかも知れない』って気づいたりしたらどうなる？　皆きっとこのボードの外に飛び出していって、楽しんでいた奴らは興醒めしてしまう。だから、そんなコマは弾はじかれるんだ。父さんみたいに」


    　親父は、またウイスキーをあおった。


    「じゃあ、どうすればいいんだよ！」


    　俺はいらいらして叫んだ。俺が焦っていたのは、親父の口調に希望を感じられなかったからだ。子供にとって、大人が投げ捨てた難題に直面することほど、危機を感じることはない。それを察してか、親父は急に優しい声で俺に言う。


    「いいから聞け」


    　親父は、まるで誰かに聞かれるのを避けるかのように声を落として言う。


    「これからお前が大人になって『何かに気づく』ことがあっても、知らないふりをしてろ。ポーカーフェイスってやつだ」


    「何かって何？」


    「そいつはきっと知ってしまった時にわかる。だが知らないで死ねるほうが幸せだ……まあ、余計なこと考えずにコマに徹して生きてても案外楽しめるもんだぞ。そこにいる皆みたいに」


    　親父は、ボード上で黙ったまま立っているコマを指差して言った。


    「いやだよそんなの！」


    　俺は、ほとんど泣き声になっていた。


    「だったら……考えろ」


    「考える？」


    「そうだ。奴やつらに知られないようにしながら、奴らよりも考えてゲームに勝つんだ。あきらめたら奴らの思う壺つぼだ。わずかな知恵でも振り絞れば、変えられない運命などない」


    　親父の目は真剣そのものだった。鬼気迫るものを感じて俺の喉のどがゴクリと鳴った。子供の俺は黙ってうなずくしかなかった。


    　それから親父は、自みずからつくった空気を変えようと思ってか、再び、コマをつかんで明るく言う。


    「さて。次は父さんの番だったな」


    　さっきまでの話の衝しよう撃げきがあまりに大きくて、俺はゲームを再開する気分にはなれなかった。だが親父は気にせず、あるいは気にしてか、笑いながらルーレットを回す。


    「次はもうちょっと儲もうかるマスがいいな」


    　ルーレットが目を出し、親父はコマを進めた。


    「お！　『資金を増やせるチャンス！』だとよ」


    　親父はコマに書かれてある文章を嬉うれしそうに読んだ。


    「『資金を投入し、ルーレットを回して、出た目の数だけ倍になります』だって。ようし、だったら全額賭かけて、増やしてやるぞ」


    「……大丈夫？」


    　俺は何だか不安になって尋ねたが親父はこともなげに答える。


    「なあに。たかがゲームだ。えい」


    　親父は勢いよくルーレットを回した。だがルーレットの出した目を見て親父の笑顔が消えた。


    「……ん？」


    「どうしたの？」


    「なんだこれは」


    「……？」


    　親父の表情に異常を感じて、俺もルーレットを覗のぞき込んだ。すると、矢印が指した目は真っ黒に塗りつぶされていた。それはまるで、運命にぽっかりと開いた深い穴のように見えた。


    「父さん……それ」


    　俺が不安げに呟つぶやいた次の瞬間、親父の背後の壁が崩れて大きな穴が開き、穴の向こうの闇やみから巨大な手が現れて、親父の体をつかんだ。


    「父さん!!」


    　俺は叫んだが、親父の体は巨大な手に闇の中に引き込まれるようにして消えていった。


    「父さあああああああああ!!」


    　叫び声とともに、ベッドから転げ落ちて目が覚めた。


    「!?」


    　床のカーペットがフカフカだったので、自分が高級ホテルの部屋で泊まっていたことを思い出した。カーペットが衝しよう撃げきを吸収してくれたおかげでベッドから落ちても体は痛まなかったが、動どう悸きがひどい。俺は起き上がってベッドに腰掛けると、深呼吸した。


    　────なんだったんだあの夢は。


    　そういえば最近、忙しくて墓参りにも行けてないので親父のほうから会いに来たのかもしれない。次の休日にでも行ってみるか。今回の仕事が早く片付けばいいが。


    　俺は汗をぬぐって時計を見た。朝七時前だ。やばい。そろそろ支度をしないと。


    　そう思った瞬間、ドアホンが鳴り、続いてノックの音がした。


    　なんだ？


    　俺はドアに近寄って、覗のぞき穴を見てみる。すると、ドアの前にベルボーイがいた。ベルボーイはカートを運んでいた。カートの上には、ドーム状のカバーで覆った大皿が載っている。


    　中に入っているのは朝食らしいが注文した覚えはない。


    　俺は、ドア越しに尋ねる。


    「はい？」


    「水みず町まち様、モーニングサービスです」


    　ベルボーイの声はやけに小さかった。目ま深ぶかにかぶった帽子のせいで顔はよく見えない。


    「頼んでないけど？」


    　俺がドア越しにそう言うと、ベルボーイがまた小さな声で答える。


    「一いち万ま田たさまからこの部屋に届けるようにと」


    　なるほど。こがねのしそうなことだ。まあ、いつも迷惑ばかりかけられているので、朝飯くらいはありがたく頂戴しようと俺はドアを開けた。カートを押して中に入ってきたベルボーイはやけに華きや奢しやで、制服のサイズが合ってないように思えた。


    「？」


    　やがて、ベルボーイは背を向けて肩を震わせ始めた。最初は泣いているように見えたが理由がわからない。よく見ると泣いているのではなく笑っていることがわかった。だがいずれにしろ、理由はわからない。


    「あの」


    　俺が声をかけたとたん、ベルボーイは、俺のほうを振り向いて正体を現した。


    「私ですわよ！　ケチロン!!」


    　こがねは楽しそうに帽子を抜いで俺に正体を見せた。


    「はあ？」


    　不意を突かれて俺は面食らった。


    「こんな朝っぱらから何やってんだ？」


    　俺は顔をしかめて尋ねたが、こがねは得意満面で言う。


    「私の変装、なかなかうまいでしょ？　これならカジノでもきっと人の目をごまかせますわ。今日が楽しみです」


    「お前な。ハロウィーンパーティに行くんじゃねえんだぞ」


    　俺は呆あきれて言ったが、こがねの耳には全く入ってないようだ。


    「ほかにも、板いた垣がきさんのところで、いろんな衣装を借りてきましたの！　ほら！」


    　そういってこがねは、カートに載ったドーム状のカバーを取り払った。すると、さまざまな制服が皿の上に畳まれて置いてあった。カチューシャ状のウサギの耳のようなものまである。


    「何だ？　それ」


    　俺が尋ねると、こがねは借りてきた制服の数々を抱きかかえて楽しそうに言う。


    「着替えてみようと思って持ってきたんです！」


    「え？　ここで？」


    「ええ。ちょっとバスルームをお借りしますわね！」


    「あ！　ちょ……」


    　俺が止める前にこがねはバスルームに駆かけ込んで鍵かぎを閉めた。バスルームのドア越しにこがねの声が響く。


    「着替えたら出ますから、それまで開けちゃダメですわよ！」


    　やれやれ。だまし討ちで人の部屋に入ってきて、勝手にコスプレ大会を始める気らしい。毎度のことながら意味がわからん。あのお嬢様女子高生とコンビを組んで以来、なんだかんだでもう長いが、ずっとこんな調子で振り回されている。


    　今すぐバスルームのドアを蹴け破って、部屋から放り出してもいいのだが、もし着替えている最中で裸はだかだったりしたら、えらいことになる。何しろ相手は一いち万ま田た家の令嬢だ。きっと、捕まるだけじゃ済まない。下へ手たをすると消されてしまうのではなかろうか。


    　そんな危き惧ぐから、俺はいつも強くこがねに突っ込めないでいる。そんな俺の気苦労など全く意に介さず、着替えながらこがねが鼻歌を歌いだした。


    　ったく。呑のん気きなもんだ。すると、再びドアホンが鳴り、ノックの音が響いた。なんだか来客の多い朝だ。


    「今いきます」


    　俺は返事をしつつドアに駆け寄って覗のぞき穴に目を当てた。すると、ドアの前に今度はレジーナがいた。


    「!?」


    　レジーナは耳に大きなヘッドホンをして、手にはバーベキューの串くしみたいなアンテナを握っている。何をしに来たのかは知らないが、今、部屋に入れるといろいろとやばそうだ。俺はドアを開けるのを躊ちゆう躇ちよした。再び、レジーナが焦じれたようにドアをノックした。仕方なく、俺はバスルームに駆かけ寄ってさけんだ。


    「こがね！　静かにしてろ！」


    　俺がそう叫ぶと、とりあえずこがねは鼻歌をやめた。俺はこがねが運んできたカートを慌あわててベッドルームにかくして、再びドアの前に戻った。レジーナが再びノックしようとした直前でチェーンをしたままドアを開けた。開けた途端、レジーナが詰きつ問もんする。


    「なんですぐに開けないのよ」


    「えっと。慌てて服を着てたんだ。裸はだかだったから」


    「ふうん」


    　レジーナが訝いぶかしむ目を向けてきたので俺は焦った。


    「で、何の用？」


    　俺はドアチェーンをしたまま、ポーカーフェイスでレジーナに尋ねたが、彼女はアンテナを見せて言う。


    「ちょっと調べたいことがあるから、部屋に入れてよ」


    「え、それはその……」


    　俺は言い訳を探したが見つからない。やがてレジーナが怪け訝げんな顔をして言う。


    「ダメな理由でもあるの？」


    　レジーナが氷みたいな目で俺を見た。あの目で見られると、全部を見透かされそうな気がして焦る。ここで拒否すると逆にまずくなりそうだ。


    「いいや。もちろんない。どうぞ？」


    　仕方なく俺はチェーンを外し、彼女を部屋に招き入れた。彼女は手にした串くしみたいなアンテナを俺の部屋のあちこちに向ける。


    　そのアンテナがバスルームの方向に向けられるたびに、俺の鼓動が速まった。それをなるべく悟られないようにしながら俺はレジーナに尋ねる。


    「何を調べてんだ？」


    　レジーナはアンテナをいろんな方向に向けながら言う。


    「……盗聴器」


    「え？」


    　俺は一瞬、耳を疑った。すると、レジーナは部屋の隅すみにあった電気スタンドのシェードの中を覗のぞき込んだ。


    「あった」


    「!?」


    　レジーナは電気スタンドに仕掛けられていた盗聴器らしきものをつまみ上げると、カバーを外してバッテリーを取り出してから、俺の手のひらに置いた。


    「ほら」


    　俺は驚いて言う。


    「誰がこんなものを？」


    「さあね。こいつじゃない？」


    　レジーナはスタンドの下に落ちていた髪の毛をつまみあげて俺に見せる。


    「長い髪。女かな」


    「……!?」


    　俺はこがねのものかと思って心臓が止まりかけたが、しかしこがねはそのスタンドには触ってなかったし、髪はすこし縮れている風に見えた。レジーナは思案顔で言う。


    「男かも知れない。一つ言えるのはこのホテルのスタッフでないと、こんな真ま似ねはできないわ」


    「ホテルのスタッフが何の目的で？」


    「さあ。いずれにしてもそいつはただの使いっぱしりでしょ。問題は誰が仕掛けさせたかよ。私たちがここにやってきたことで何らかの影響がある人間ね」


    　イカサマで稼かせぐ暴力団に、カジノ反対派のテロリスト。そんな奴やつはたくさんいる。レジーナはヘッドホンをとってから、俺の顔を見て言った。


    「これは私のカンだけど。そいつら、きっとカジノの内部にいる人間とも通じてるんじゃないかな」


    「え？」


    　俺が眉まゆ根ねを寄せると、レジーナは説明する。


    「昨日、警備管制センターでセキュリティシステムを調べたんだけど、パスコードが何度も更新されていたの。更新の理由は外部からの侵入があったからだけど、回数が多すぎる。逆に言うと、そんなに頻ひん繁ぱんにパスコードが外部に漏れているってことは、内部の人間が関わっているとしか考えられないのよね」


    　レジーナはアンテナを置くと、今度は脇わきに抱えていたパソコンをテーブルに広げてキーボードを叩き始めた。


    「警備管制センターのシステムの記録から、外部のどっから侵入したのかを調べているんだけど、なかなかわからなくて」


    　パソコンの画面を見つめるレジーナの横顔を見ながら、つくづく思った。


    　ドレスに身をつつんで顔を赤らめていた昨夜の女と、今、目の前でハッカーを追跡しているパンクファッションの女が同一人物とは驚きだ。


    　そこで、俺はふと、一瞬忘れていたこがねのことを思い出して、バスルームに目をやった。


    「何？」


    「あ、いや」


    　俺が何度も部屋の奥に目をやるのでレジーナが怪しんだ。タイミング悪く、その時、バスルームのほうで物音がした。


    「ん？」


    　レジーナがそれを聞き逃すはずがなかった。彼女は俺を見て尋ねる。


    「もしかして、誰かいんの？」


    「いや。そんなわけない……」


    　俺は努めて否定しようとしたが、次の瞬間、バスルームの扉とびらが開いて、着替えたこがねが飛び出してきたのでその努力は無に帰きした。


    「お待たせしました!!」


    「!?」


    　しかも、飛び出してきたこがねは、よりによってバニーガールの衣装を着ていた。


    「お気に召しまして？」


    　こがねはポーズをとって微ほほ笑えんだが、俺は生きた心地がしなかった。隣でレジーナが俺に向かって凍いてつくような視線を送っていたからだ。こがねはレジーナにも気が付いて、明るく言い放つ。


    「あら！　レジーナさんもいらしてたんですのね。これからケチロンと楽しいことを始めるところでしたのよ」


    　こがねとしては俺に見せるつもりだった自分の変装ショーのことを言ったんだろうが、レジーナの耳にはそうは響かなかったらしい。
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    　すでに手て錠じようを取り出していたレジーナは俺に言う。


    「明らかに青少年育成条例違反だわ」


    「待ってくれ。説明させてくれ」


    　無駄だとは思ったが、俺は一応、レジーナに真実を供述する。


    「こがねがここで変装を見せたいといって、無理やり入ってきたんだ」


    　だが、こがねがきょとんとして言う。


    「あら、ドアはケチロンが開けましたわよ？」


    「それはお前が俺をだまして！」


    　俺は必死に抗弁しようとしたが、レジーナがさえぎって尋じん問もんする。


    「……そういえばあんた、さっきドアを開けるのが遅かったのは『裸はだかだったから』って言ってたわよね？」


    「!?」


    　とっさについた嘘うそだったが、俺はそのことを激しく後悔した。レジーナは冷たい視線を俺に投げかけてさらに尋問する。


    「その話が本当なら、なんであんたまで裸である必要があったの？」


    「そこだけ嘘だったんだ。信じてくれ」


    　自分で言ったものの信じられるわけがない。案の定、レジーナは俺の腕をつかんで叫ぶ。


    「問答無用！」


    　ああくそ。またこのパターンか。俺はレジーナの手錠から逃れるために走り出したが、あえなくレジーナに腕をひねりあげられた。


    「いででででで!!」


    「お縄を頂戴しろ！」


    　レジーナに床にくみ伏せられているにもかかわらず、こがねは俺の前にしゃがみこんで尋ねる。


    「それよりどうですの？　この衣装の感想は？」


    　感想の代わりに罵ば声せいの一つでも浴びせてやろうと、俺は上半身を起こしたが、途端にレジーナに締め技をきめられて俺は意識を失った。


    



    ￥￥￥


    



    「ほんま、よう似合ってはりますよ」


    「まあ、うれしいですわ」


    　警備管制センターでバニーガール姿を板いた垣がきに披露した後、こがねは俺のほうを見て口をとがらせる。


    「ケチロンなんて感想も言ってくれませんでしたのに」


    　あんな状態で言えるか。俺は痛む首をさすりながら思った。あの後、容疑が晴れるまで俺はレジーナに手て錠じようをかけられて床にくみ伏せられたままだったのだ。


    「水みず町まち、お前はこれや」


    　すでに清掃員に扮ふんした渋しぶ澤さわ課長が、俺にも変装セットを渡した。それを広げてみると、どういうわけか俺の衣装は、超絶ダサいサングラスとＴシャツと短パンとウエストポーチである。どうやら海外から着たアジア系の客という設定らしい。


    　Ｔシャツには正面にデカデカと『ドケチ』と書かれてあり、肩口には『タイムイズマニイ』とプリントされている。日本語がよくわかってない国の工場で作られたことはもはや間違いないだろう。意味なんかわかってなくても「字の形がかわいい」という理由だけでハリウッドセレブがこの手のＴシャツを着ているのをネットで見たことがあるが、あまりいい趣味とは思えなかった。


    　俺は言った。


    「もうちょっと他になかったんですか？　ディーラーの服とか」


    　しかし、渋澤課長は眉み間けんにしわを寄せて答える。


    「わしらはコスプレしにきてるわけやない。ディーラーの服を着るならディーラーとしての仕事をすることになる。ど素人しろうとのお前に、カジノでのディーリングなんかできるか。一発でバレるぞ」


    　それを言うなら、こがねにバニーガールの仕事なんかできるのか。と思ったが黙っていた。すると課長はもっともな理由を言う。


    「それに、このバカでかいカジノで一つのテーブルからあまり動けないようなポジションは不利や。わしらの仕事はとにかく能力を犯罪に利用している疑いのある奴やつを捕まえて、取り調べること」


    　俺はうなずいた。つまりいつもの仕事ってことか。続けて課長は俺に言う。


    「いつもどおり、お前の口座に経費を一〇万円振り込んどいた」


    　俺はスマホで口座残高を確認した。俺は時間を止めることができる能力者だが、能力の発動にはコストがかかる。時間を一秒止めるごとに口座残高が五〇〇〇円ずつ減っていくのだ。


    　なので、残高が一〇万円ってことは止められる時間は最大で二〇秒。心こころ許もとないが、エイプスの予算が少ないので仕方ない。これまたいつものことだ。だがいつもと違うこともあった。


    「で、これはカジノに来た客として、お前が使ってもいいチップや」


    　渋澤課長は、俺に色とりどりのチップの山を渡して言った。


    「これも全部で一〇万円分ある。遊んで増やすのは問題ないが、減らしたら自腹で補てんしてもらうから気をつけろよ」


    　俺はうなずいた。ただでさえ安月給なのに、そんな事態になってたまるか。それから清掃員姿の渋しぶ澤さわ課長は、モップをまるでライフル銃のように肩に担かついでから俺たちに言う。


    「準備はええか？　『狩り』に行くぞ」


    　俺たちはカジノに散らばってそれぞれ配置についた。レジーナは警備管制センターに残り、渋澤課長は南側のエレベーターホール付近、こがねはフロアの東側、俺は西側に分かれて監視を始めた。


    『ほな始めんぞ』


    『いつでも』


    『私もですわ』


    　インカムで、渋澤課長とレジーナとこがねのやり取りが聞こえる。新しいインカムのイヤホンは骨こつ伝でん導どう式マイク一体型で目立たないのはいいが耳に合わないと痛い。


    『水みず町まちは？』


    「俺も大丈夫です」


    　早足でカジノの西側に向かいながら渋澤課長の質問に答えると、課長が説明を始める。


    『よし。警備管制センターのセキュリティシステムで検出した奴やつは、レジーナから連絡がある。それ以外の怪しい奴らは、各自で警戒しろ。ええな』


    『わかりましたわ』


    「了解」


    　無線を切る前に、渋澤課長は俺に釘くぎを刺す。


    『水町、仕事を忘れて遊びすぎんなよ』


    　あんたが言うな。という言葉を俺はぐっと飲みこんだ。


    　俺はそもそも、ギャンブルが嫌いだ。特にビジネスとして成立しているようなギャンブルは、胴元が絶対に儲もうかるような仕組みになっているからだ。そんな当たり前の理屈を理解せず、ギャンブルにハマる人間が世の中に多いことが俺には信じられない。


    　俺は今着ているＴシャツに表記されているように、「ど」がつくケチ人間なので、たとえ経費であろうと無駄なお金は一銭も使いたくない。


    　とりあえず俺は、客としてルーレットのテーブルにつくことにした。警備管制センターで見た動画の舞台となった場所だ。その時、テーブルにいた客は一〇人くらい。性別も年齢も人種もバラバラだ。


    　俺は、彼らと同じくルーレットを楽しんでいるふりをしながら、さりげなくそこにいた客の様子を探った。動画で見た「マジシャン」と呼ばれていた例の老人はいなさそうだったが、未発見の能力者もいるかもしれない。じっと眺めていると全員が怪しく思えてくる。もしこの中に能力者がいても、尻しつ尾ぽを現すまでにはきっと時間がかかるだろう。


    　そのために俺は、一つのテーブルにできるだけ長くいる必要があった。だが遊んでいると当然、チップは減っていくわけだし、反対に派手に勝ってしまうと目立ってしまう。


    　そこで俺は持ち前のドケチ知識をいかんなく発揮して、減っていくチップを節約しつつ、ギャンブルを地味に長く楽しむ裏ワザを使うことにした。いわゆる「一〇％法」という方法だ。


    　やり方はすごく単純だ。常に手持ちのチップの約一〇％を賭かけるだけ。


    　たとえば今ここに一〇万円分のチップの山がある。まずそのうちの一〇％にあたる一万円を賭ける。勝って手持ちが一一万になったら、次の勝負にはその一割の一万一千円を賭ける。


    　逆に負けて九万円になれば、次の勝負には九〇〇〇円だけを賭ける。


    　もし、一回につき一万円を固定で賭け続けるとすると一〇回負ければ資金はゼロになるが、この方法なら一〇回負け続けたとしても、まだ手元に金は残る。つまり、負けても傷は浅くて済む。だから長く時間をかけて楽しむにはちょうどいい技なのだ。


    　ルーレットでもカードゲームでもなんにでも使える方法だが、二倍配当など勝率の高い勝負がいい。俺は、まずルーレットの「レッドオアブラック」の赤のコラムに千円のチップを一〇枚重ねて一万円分置いた。


    　負ければ諭吉が一瞬で消し飛ぶかと思うと、結構ドキドキする。もちろん捜査が目的ではあるが、どうせなら勝ちたい。やがてルーレット内を回転していたボールがポケットに入った。


    　結果は赤。俺の勝ちだ。


    「っしゃあ！」


    　勝った他の客と同じく俺も自然とガッツポーズをとってしまう。俺はディーラーから配当された一万円分のチップを受け取った。これで手持ちは一一万円。なので一〇％法に従って、今度は一万一〇〇〇円分のチップを黒に賭けた。すると、ボールがポケットに入ったのは黒。また当たりだ。俺の手持ちは一二万一〇〇〇円になった。


    　次は、手持ちの一〇％から端数を切り上げた額、一万三〇〇〇円を黒に賭けた。するとビギナーズラックってやつなのか、結局、俺は五回連続で勝って、手持ちは一六万三〇〇〇円に増えた。


    　こんなわずかな時間で大した苦労もせず六万三〇〇〇円も儲もうかるとは。捜査のついでにやっていたはずが、むしろ仕事がばかばかしくなってくる。俺はさらに一万七〇〇〇円を赤に賭けた。どケチな俺にとって賭け金はもう尋じん常じようじゃないくらい大金だったが、一〇％法だと勝てば勝つほど賭け金が増える分、当然もらえる額も大きくなるので、それに従って気も大きくなるらしい。感覚がマヒしてくる。


    　回転するボールを見つめて、俺は鼻息を荒くしながら祈った。


    　だが結果は黒。外れだった。ディーラーの手によって俺の賭け金が回収されていく。


    　まあいい。まだ、手持ちは一四万六〇〇〇円もある。取り戻せばいいだけだ。


    　そう思ったのだが、欲を出したのがいけなかったのかもしれない。


    　それから俺は四回連続で負け続けて、手持ちはあっという間にもとの資金プラス五〇〇〇円の一〇万五〇〇〇円になった。そこですごくショックなことを思い出した。自分の続けてきたこの「一〇％法」には致命的な欠陥があることを忘れていたのだ。


    　ここまで俺は九回勝負してきた。次、もし負けると五勝五敗になる。つまりイーブンだ。


    　もし、最初から毎回一万円を賭かけていたら次で負けてもプラスマイナスはゼロ。手持ちの金は一〇万円のままのはずだ。


    　ところがである。一〇％法に従って次も一万円を賭けてもし負けたら俺の手持ちは最初の資金からマイナス五〇〇〇円の九万五〇〇〇円になってしまう。


    　つまり、俺は損をしないようにと使ってきた方法のせいでかえって損をするわけだ。小こ賢ざかしい策を弄ろうしたばかりにむしろ地味に損をすることになるとは。なんと格好の悪い負け方であろうか。


    　俺は歯ぎしりした。損得勘かん定じようなら天下無む双そうと自負する俺にとって、これほどの恥辱はない。どケチ人間の誇りをかけて、何としてもこの勝負、負けるわけにはいかない。


    　俺は半ば意地になって、今度は一万円分のチップを赤に賭けた。ここで勝てば俺の金とプライドが保てる。


    　ボールがルーレットを回り始めた。赤に入れば、俺の勝ちだ。やがて、減速したボールが自みずからが入るべきポケットを探し始める。俺は思わず祈った。


    　赤だ。赤に入れ！


    　そしてボールが入ったのはなんと……黒だった。


    　俺の全身全霊をかけたチップの山は空むなしくも、ディーラーの手で普通に回収されていった。


    　……負けた。俺は、負けたのだ。いろんな意味で。


    　減らした資金は自腹で補てんしなければならない。倹約家の俺にとって、五〇〇〇円は大金だ。うなだれると見える、Ｔシャツに大きく書かれた「ドケチ」の文字が、もはや悲しい。


    　俺が絶望と後悔の淵ふちをさまよっていると、カジノの東側のエリアで歓声が起こった。


    　見ればポーカーのテーブルに人だかりができている。その中心にいるのはなんと、こがねだった。こがねはバニーガール姿のまま、客に混ざってポーカーをしている。なんであいつがカードを持ってんだ？　俺は慌あわてて無線でこがねに言った。


    「こがね！　お前何やってんだ？」


    　すると、こがねが興奮気味に無線で答えた。


    『あ、ケチロン！　このポーカーってゲーム、面白いんですのね』


    「バカ、何遊んでんだよ？」


    『あら。ケチロンだってさっき見たら遊んでましたわよ』


    「俺は観光客だからだ。お前は未成年だし、今は、従業員だろ？」


    『ええ。飲み物をお持ちしたら、こちらのテーブルのお客様たちからぜひ一緒に遊ぼうと誘われましたの』


    　俺はこがねのテーブルにいる客を見た。ギラギラしたまさに成金って感じのオヤジばかりだ。どいつもこいつもバニーガール姿のこがねを見て鼻の下をのばしてやがる。そんなことにはまるで気づかずにこがねは、楽しそうにはしゃいでいる。


    『あ、またカードが配られましたわ！』


    　そう言って、こがねは無線を切った。まったく。俺は心配になってこがねのテーブルに近づいた。俺がテーブルに着くまでの間に勝負が決まったらしく、こがねのいるテーブルと周りで見物していた客から歓声が再び上がる。


    「あ～ん。また負けてしまいましたわ～」


    　笑いながらもこがねは残念そうに言って、こがねの前で山のように積まれていたチップが回収されていった。俺はその高額チップの山を見て驚いた。俺は慌あわてて客をかき分けてこがねのそばまでたどり着いた。


    「おい！」


    「あら、ケチロンもいらっしゃったのね。ご一緒します？」


    「それよりお前、そのチップどうしたんだよ？」


    　俺はこがねの前にある山のようなチップを指して尋ねた。するとこがねは平然と答える。


    「さきほど自分のお金で交換してきたんですの」


    　俺は頭を抱えて言う。


    「なんでバニーガールがそんな大金もって遊んでるんだよ。お前がその格好をしているのは、大金持ちの令嬢だってばれないようにするためにじゃなかったか？」


    　だが、こがねはあっけらかんとして答える。


    「さっきスロットでジャックポットを出したっていったら皆さん信じましたわ。よくあることだって」


    　そうか。言われてみりゃもっともな気がした。あぶく銭をつかんだバカ女でもなければ、こんな遊び方はしないだろう。少なくとも良家のお嬢様の振る舞いではない。すると次のゲームが始まり、またカードが配られ始めた。


    「こんどこそ勝ちますわよ！」


    　そう言って、こがねは気合いを入れた。カジノでやられているポーカーは「テキサスホールデム」ってやつだ。まず二枚のカードが伏せられた状態で配られる。


    　その時点でプレイヤーは一回目の賭かけ金を順番にベットしていくのだが、こがねが座っている席は「拳銃を向けられた席アンダー・ザ・ガン」と呼ばれるもっとも不利なポジションだ。ほかのプレーヤーの出方を見ずに最初にアクションを起こさなくてはならないからだ。


    　にもかかわらず、こがねはいきなり持っているチップをすべて前に出して迷いなく言った。


    「オールイン、ですわ！」


    　周りで再び歓声が起こったが、俺はまた頭を抱えた。こがねにちゃんと戦略があるんならいいが、そんな風には思えない。俺の金ではないが、みすみす大金がドブに捨てられるのを黙って見ているのは耐えられない。


    　俺は祈るような気持ちでゲームを見守った。すると、こがねの出したチップの山に皆ビビったのか、結局全員が降りてゲームは終了し、事なきを得た。降りた客が残していったわずかなチップをかき集めながら、こがねは文句を言う。


    「つまんないですわ。もっと駆かけ引きを楽しみたかったですのに」


    「ちなみにさっきのカードは何だったんだ？」


    　俺が尋ねると、こがねは平然と答える。


    「Ａエースが二枚でしたわ。強いんでしょ？」


    　それを聞いて俺は衝しよう撃げきを受けた。Ａエース二枚は強いどころか最強のペアだ。「エースインザホール」と言って、役の名前がまさに「最後の切り札」って言う意味の言葉でもある。戦い方によっては今までの負けをとり返せたのに、もったいない。俺は説教した。


    「お前なあ。そんな強いカード持ってんのに、なんでいきなりオールインなんかするんだ」


    　すると、こがねは驚いたように言う。


    「あら。強いんだから、自信を持って賭かければいいんじゃありませんこと？」


    「最初っから強いことがバレたら、さっきみたいに皆に逃げられちまうだろうが。とっておきのカードこそ、最後までバレないようにしておくんだよ」


    「ふうん。じゃ、弱いカードだった場合は？」


    「そん時は強いカードを持っている風に、ハッタリをかまして相手を騙だますんだ」


    「つまりウソをつくってことですの？」


    　こがねが眉まゆ根ねを寄せたので、俺は呆あきれて答える。


    「でなきゃ勝てないだろ？」


    「私、別にどうしても勝ちたいわけじゃありませんもの」


    「だからって、大金をドブに捨てちまっていいのかよ」


    　声を荒らげた俺の顔を、こがねが不思議そうに見つめる。


    「あら、ドブになんて捨ててませんわ。むしろすごく得をしましたわよ」


    「え？」


    「だって、ここにいる方々の重要な情報が得られたんですもの」


    　それを聞いて俺はハッとした。そうか。こがねはお金を使うことで自分のお金の行き先がわかる能力者だ。ゲームに負けて自腹で買ったチップを奪われることで、相手がどんな経済活動を行っているかわかる。払った額が大きいほど深く潜れる。暴力団とのつながりがあるヤツもわかるだろう。つまり立派に捜査を行っていたわけである。


    「まさか。ケチロンは、私がただ遊んでいただけと思っていたんじゃ……」


    「ああ、いや」


    　とっさに否定したが、俺は赤面していた。


    「それより、さっきのお金の流れですけど」


    　こがねは、例のごとくスケッチブックを取り出して、自分が見たモノをなんとかアウトプットしようと何やら絵を描き始める。だが、これまた例のごとく、絵が壊滅的に下へ手たなためにまったく何を描いているのかわからなかった。俺は尋ねる。


    「このたくさん描いてあるのは何だ？　人か？」


    「ええ。うらぶれた人たちがたくさん集まっている場所が見えましたわ」


    「うらぶれた人たち？」


    「どこかはわかりません。でも案外近くのような気がしました」


    　そう言うと、こがねはスケッチブックを閉じた。


    「じゃあ、次は向こうのテーブルを調べてみますわ。ごめんあそばせ」


    　そう言って、こがねはバカラのテーブルのほうへと去っていった。取り残された俺は、己おのれを恥じて深い自己嫌悪に陥おちいった。むしろただ遊んでいたのは俺のほうだったのだ。


    　仕事そっちのけで、好きでもないギャンブルに夢中になって地味に五〇〇〇円負けただけって何なんだ俺。渋しぶ澤さわ課長のことを言えたもんじゃなかった。またもや女子高生に気づかされるとは。情けない。とにかく働こう。そう俺が決意して、西側のエリアに戻って歩き出した時、あまり会いたくない奴やつに声をかけられた。


    「よう。奇遇だな」


    「？」


    　見るとそこには、警視庁捜査一課の刑事、日ひ野の俊とし彦ひこがいた。勝手に俺のことをライバル視して、ことあるごとに俺たちの仕事を邪魔してくる野郎だ。まさか、こんなところで会うとは。


    「警備管制センターで聞いたよ。観光客に扮ふんして能力者狩りだってな」


    　日野はニヤニヤしながら俺のＴシャツを見て感想を述べる。


    「そのＴシャツ、よく似合ってるじゃないか。お前にぴったりだ」


    　くそったれめ。俺は舌打ちをして抗議する。


    「こっちの目的を知ってるんなら、気安く声をかけんな。営業妨害だ」


    「そうだったな。悪かった」


    　日野がやけに素直に謝ったんで、俺はむしろ警戒した。何か下心があるに違いない。


    「ま、仲良くしようや。同じ獲物を追ってる仲だろ」


    「同じ獲物？」


    「天あめ目のめ会かいだよ。あいつら能力者を使って何をやってんのか、知らないか？」


    　そう言って日野は探るような目線を送ってきた。案の定だ。


    「情報がほしいなら交換だ」


    　俺がつっけんどんにそう言うと、日野は周りを警戒しながら低い声で言う。


    「天目会の連中はこの島のカジノに便乗して、違法ジャンケットで稼かせいでる」


    「ジャンケットってなんだ？」


    　俺が尋ねると、日ひ野のは驚いたように俺の顔を見て言う。


    「うそだろ。お前、知らないのかよ」


    　日野は短くため息をついてから説明する。


    「ジャンケットってのは、カジノに来た客のホテルの手配やそのほかいろんな世話をするコンシェルジュみたいなもんだ。ただし普通のコンシェルジュと違うのは金も貸してくれることだ」


    　それから日野は俺に尋ねる。


    「ちなみに世界で一番儲もうかってるカジノは何ど処こにあるか知ってるか？」


    「そりゃラスベガスだろ？」


    「ちがう。ダントツでマカオだ。売上トップになれたのはアジア圏の富裕層を誘致できたからだ。なぜ誘致できたか。マカオにはそのジャンケットがいるからだよ」


    「金を貸してくれるコンシェルジュがいるだけで？」


    　俺は眉まゆ根ねを寄せて質問したが、日野は当然といった風に答える。


    「ああ。すごく重要なポイントだ。特に大陸の大金持ちがカジノに来る本当の目的は、遊びじゃない。ぶっちゃけ、ほとんどがマネーロンダリングだ」


    　日野はタバコを取り出して一本俺に勧めた。俺は首を振った。日野はタバコに火をつけてから話を続ける。


    「あんまり人目にさらしたくない金をため込んでいる金持ちは、現地でジャンケットから金を借りて、その金でカジノで儲けたってことにすれば金はキレイに洗える。カジノってとこはもともとマネーロンダリングがしやすい場所だからな」


    　日野の話は事実だ。たしかに、もともとカジノというのは、どこからともなくあぶく銭があふれてくる夢の場所なわけだから、カジノ側が協力すれば、マネーロンダリングなんか簡単にできる。


    「日本でカジノを造るって決まった時、世界一客が入ってるマカオをモデルにすることになったが、ジャンケットを導入するかどうかで議論になった。ジャンケットがいなけりゃ、マカオの真ま似ねはできない。壁になってんのは、日本の外がい為ため法ほうだ。外為法のおかげで、海外から日本に持ち込める金の額には上限があるからな」


    　外為法は日本の技術が海外に流出したり、外資が日本に過度に流入するのをせき止める役目をしている堤防みたいな法律だ。カジノ計画はもともと日本の経済を再生させるためのプロジェクトだったのに、日本を守るための法律が邪魔になるなんて皮肉な話だ。


    「超がつく金持ちをカジノに呼ぶには、その法律自体を緩めるか、現地で金を貸してくれるジャンケットを認めるか。どっちかしかなかった。だが」


    　日野は言葉を紫煙と一緒に吐き出す。


    「この国の政府はビビっちまってジャンケットを認めるまでは踏み切れなかった。間接的にマネーロンダリングの片棒を担かつぐことになるからな。結局、お偉方にはマカオの真ま似ねをするだけの覚悟が足りなかったんだ。で、この体ていたらくだよ」


    　日ひ野のはカジノを見回した。相変わらず「ジパングカジノ」の客はまばらだった。大きな施設だけに客の少なさは目立つ。


    「こんなんじゃマカオになんか到底追いつけない」


    　苦笑しながら日野は言った。散々議論してようやく建設までこぎつけたカジノだから、絶対に客を呼ばなきゃならんと多た古こは言ってたが、偉い人たちが土ど壇たん場ばでビビったために中途半端なものに仕上がってしまったのだ。ま、組織のしがらみのせいで、プロジェクト自体が中途半端になるっていうのは、この国らしさが出ている感じもした。


    「で、話はそっからだ」


    　日野はそばにあった灰皿にタバコの灰を落としてから言う。


    「国がやらないんならってことで、地元のヤクザがマカオを真似して闇やみのジャンケットビジネスを勝手に始めた。ビジネスに関しては、国なんかより奴やつらのほうが勉強熱心だからな。結果的に闇ジャンケットのおかげでこの中途半端だったカジノ島にも、大陸の富裕層がそこそこ来るようになった。国にとっては痛しかゆしで、表面上は違法としていながらも、ヤクザがやっているジャンケットがいなくなって客足が遠のくと困る。だからある程度目をつぶっていたわけだ」


    　それから日野はタバコを灰皿でもみ消して話を続ける。


    「ところが石いし黒ぐろ一かず己み率いる天あめ目のめ会かいが、この島でのジャンケットビジネスを独占しようと同業者を排除しはじめた。あちこちで派手な抗争が繰り広げられたが、国が強く言えない分、警察も及び腰でほったらかしだった。その間に天目会はみるみる大きくなり、この島の闇社会を仕切るようになったわけだ。で、ほっとけなくなったんで、俺たちが来た」


    「待った。おかしくないか？」


    　俺は顔をしかめて日野に疑問をぶつけた。


    「奴らを締め上げたら、結果としてカジノの客足に影響することになるんだろ？　なんでこのタイミングなんだ？　ＩＥＰが終わってからでもいいのに」


    「さあな。きっと上が何か見つけたんだろ。ヤクザに頼らなくてもやっていける方法を」


    「どんな方法だよ」


    　俺はナチュラルに質問を重ねたつもりだが、日野は急に警戒して言う。


    「おい。情報は交換のはずだろうが」


    　くそっ。情報をオールインさせるつもりだったが、降りられたら勝負にならん。


    　すると、日野は急に耳に指を当てた。どうやらインカムに警察の無線で指示があったらしい。


    「天目会の事務所で動きがあった……とにかく、情報は貸しだからな。次は返せよ」


    　日野は焦ったように俺に言うと去っていった。


    　それから俺はカジノの西エリアを何周もウロウロして「マジシャン」や「ソナー」や、それ以外の能力者がいないかを調べたが、それらしい人物はいそうにない。そもそも客が少ない。警備管制センターのレジーナからも何の連絡もない。


    　テーブルに着くとまたギャンブルにのめり込んでしまいそうなので、俺はなるべく離れた位置から客観的に見るために、西側の端にあるバーに腰かけた。飲み物を注文すると、海外からの観光客だと思ったバーテンが俺のＴシャツを見て笑いながら『ドケチ』の意味を英語で説明してくれた。俺は笑ってうなずきながら、変装が成功しているとはいえ、微妙な気分になった。


    　普通、カジノの飲み食いはタダだが、そのバーは有料だった。グラス一杯八〇〇円もする炭酸水で喉のどを潤しながら、カジノの様子を眺めていると、隣に座った客が声をかけてきた。


    「気づいてないんでしょうね」


    「え？」


    　唐突に話しかけられて、俺は隣の席を見た。そこには痩やせた男が座っていた。アングロサクソン系の白人で年は五〇代くらいだろうか。服装は若々しいが、なで付けた髪と無精ひげには白髪が混じっている。眼鏡めがねの度が強いのか、その奥の目がぎょろりと大きく見える。どっかで見たことある気がするので、有名人かもしれない。彼は流りゆう暢ちような日本語で俺に言う。


    「彼らですよ」


    　そう言って、男が顎あごをむけた方向には、団体の観光客がいた。仕事仲間か、同級生のグループかはわからないが、男たちは酒を飲みながらスロットマシンの前で馬鹿騒ぎしている。


    　彼らがスロットマシンにコインを入れるたびに頭上の電光掲示板には、ジャックポットで得られる賞金としてのキャリーオーバーの積立金額がみるみる増えていく。


    「ジャックポットの幻を見て、あの機械の箱に自分の命が吸い取られていってることに気づいてないんです。実に嘆かわしい光景ですが、世界経済の縮図でもありますな」


    　何て答えていいかわからず俺はあいまいな返事を返した。すると、男は俺に尋ねる。


    「ところで、ロイコクロリディウムを知ってますか？」


    「何です？」


    　俺が聞き返すと、男はもう一度同じ単語を今度はゆっくりと言った。


    「ロイコクロリディウム、です」


    「さあ」


    　俺が正直に首を傾かしげると、男は笑って言う。


    「いや。だったら知らないほうが幸せかもしれません。間違ってもネットで検索なんてなさらないように。大人でも二、三日はトラウマになりそうな画像が出てきますから」


    　そう言われると逆に気になってしまう。


    「何なんですかそれ？」


    　俺が尋ねると、男は少し声を落として答える。


    「カタツムリの触しよつ覚かくに宿る、寄生虫のことです」


    「寄生虫？」


    　とたんに俺が顔をしかめると、男は微ほほ笑えんで説明する。


    「ええ。その寄生虫の卵が含まれた鳥のフンをカタツムリが捕食すると、カタツムリの体内で卵が孵ふ化かし、色鮮やかなチューブみたいな形になってカタツムリの触覚に移動します。するとカタツムリの触覚は膨張して、まるでイモムシみたいな色と形状になる」


    　その時点でもう俺は吐きそうだったが、男は説明を続ける。


    「違和感を覚えたカタツムリは触覚を動かすので、動きまでイモムシそっくりになります。しかも触覚に侵入した寄生虫のせいで視界が邪魔されるので、宿しゆく主しゆのカタツムリは明るいところに移動したくなる。そうなるともう鳥の格好の餌え食じきだ」


    　気持ち悪いにもかかわらず、その後のカタツムリの運命が気になって仕方がないので俺は男の話を聞いていた。


    「そうやって鳥に食べられてしまったカタツムリはもちろん死にますが、寄生虫のほうは鳥の体内で成虫になる。つまり、寄生虫にとってはカタツムリはただのつなぎで、鳥に食べさせるために触覚に寄生したってことです。そして鳥の体内で産卵し、そのフンを食べたカタツムリが同じように再び餌食になる。まったくおぞましい話です」


    　そう言いながらも、心なしか、男が楽しそうに語っているように見えた。


    「この寄生虫のすごいところは、宿主を次の宿主に積極的に食わせようとするところなんです。ただ宿主を変えていくだけの寄生虫はいますが、中間宿主をコントロールする寄生虫はなかなか珍しい」


    　男は無精ひげをなでながらまるで息子の自慢でもするかのようにそう語ったが、俺はドン引きしていた。俺の表情からそれを察したのか、男は笑って言う。


    「いや失礼。初対面の、それもバーで顔を合わせただけの人にするような話ではなかったですな」


    　まったくだ。俺は苦笑いしながらうなずいた。


    「つまり私が言いたいのはですね。私たちにとってのお金も似たところがあるんじゃないかと思うんです」


    　俺は顔をしかめたままで尋ねる。


    「お金が、寄生虫に似てるってことですか？」


    「ええ。もし私たちが自分の意志で使っていると思い込んでいるお金が、実は使わせるように、人間を操作しているとしたら、どうです？」


    「はあ？」


    　俺は眉まゆ根ねを寄せたが、男は眼鏡めがねの奥の目をきらきらさせて俺に言う。


    「お金が財さい布ふの中から人間をコントロールするんです。あたかもそれが宿主自身の意志であるかのように誘導して、お金はもっとお金持ちの財さい布ふの中に行くために、中間宿しゆく主しゆを破滅させる。だとすれば、おもしろいと思いませんか？」


    　まったく思わなかったが、眼鏡めがねの奥の焦点が合ってない男の目を見ると、否定したらヤバそうな気がしたので、俺はとりあえず苦笑いでごまかした。


    「失礼。これも唐突な質問でしたね」


    　そう言ってから男は、トマトジュースの入ったグラスをあおって空にした。


    「まあ、お互い気をつけましょう。コントロールされないように」


    　男は、カウンターに金を置くと俺の肩を叩いて去っていった。


    　なんなんだあいつ。去っていく男の後ろ姿が人ごみに消えていくのを見つめながら、俺はなんとなく寒さむ気けを覚えた。


    　すると、警備管制センターからレジーナが無線で叫んだ。


    『現れたわ。マジシャンよ』


    　俺は、耳に突っ込んだイヤホンに指を当てる。レジーナがさらに情報を付け加える。


    『動画で見たのとは外見がかなり変わってるけど、システムが検出したから間違いないわ』


    　向こうも変装して来たってことか。俺はレジーナに尋ねる。


    「今、どこにいる？」


    『東側エリア。３‐Ｃのルーレットテーブル』


    　東側はこがねの担当だ。渋しぶ澤さわ課長が尋ねる。


    『一いち万ま田た。確認できるか？』


    　答えがない。俺がもう一度呼びかけてみる。


    「こがね！　どこにいる？」


    　やはり反応がない。くそ。肝心な時にどこに行ってんだ、あいつ。すると渋澤課長が指示する。


    『エレベーターは俺が見張る。水みず町まち、お前が行け』


    「了解」


    　しかたなく、俺は早足にそのテーブルに向かった。しかし、途中でレジーナが叫ぶ。


    『待って！』


    「なんだよ？」


    『すぐそばに、ソナーもいる！』


    「!?」


    　俺は、さりげなくあたりを見渡した。すると確かに数メートル先に黒光りするリーゼント頭の男がいた。男は鋭い目つきで、突き出した頭の先端をいろんな方向に向けながら周囲を警戒している。本当に潜水艦みたいだ。渋澤課長が無線で俺に釘くぎを刺す。


    『……お前が捜査官だと気づかれたら、ソナーが信号を送ってマジシャンに逃げられる。気をつけろ』


    「……はい」


    　小声で返事した。俺はただの観光客のふりをして、あまり早足になり過ぎないように注意しながら、ソナーの前を通って『マジシャン』のいるテーブルに向かった。


    　一瞬、通り過ぎる俺をソナーがにらんだが、さすがにこんなＴシャツを着ている捜査官はいないと判断したのか無視された。


    　おかげで無事に俺はマジシャンがいるという３‐Ｃのテーブルまでたどり着いた。


    　テーブルにいた客は数人ほどだった。そのうちの年老いた一人が、警備管制センターのパソコンの動画で見た『マジシャン』だと気づくのには時間がかかった。レジーナが言ってた通り、動画で見たあの老紳士とは外見があまりにも違っていたからだ。


    　今、目の前にいる『マジシャン』は、頬ほおはこけてひげは伸び放題、安そうなよれよれのスーツにすり切れた革靴を履いていて、老紳士というより、まるでホームレスに無理やり正装をさせたかのような姿だった。


    　だが俺はなんとなく、こっちが彼の本当の姿なんじゃないかという気がした。


    　無登録の能力者ということは、まともな職にもつけず家だって借りられない。普段はろくな暮らしをしていないはずだ。そこをヤクザに拾われて、使われて、今また捨てられようとしているのだろう。


    　とにかく、マジシャンは動画で見た通り、ルーレット内をボールが回転し始めても、手にはチップを持ったままだった。手に握られているチップは茶色。一枚五万円の高額チップだ。おそらくこれから犯行に及ぶはずだ。ちょうどそのタイミングで渋しぶ澤さわ課長から無線が入った。


    『ターゲットが能力を行使して犯行に及んだら、現行犯逮たい捕ほしろ』


    「……了解」


    　俺はまた小声で返事しつつ、固かた唾ずを呑のんでマジシャンを見守った。やがて、ボールがポケットに入った。周りで歓声が上がる。その瞬間、マジシャンの手元を見るとすでにチップは消えていた。よし。俺は身柄を確保しようとマジシャンに近づいた。ところが、テーブルの上に目をやって俺は驚いた。ディーラーが目印を置こうとしたコラムには、茶色のチップはなかったのだ。


    「ん？」


    　俺は立ち止まって、レイアウトを凝ぎよう視しした。茶色のチップは一枚だけ、まったく別の外れたコラムの中にあった。そのチップは他の外れたチップとともに、ディーラーに回収されていった。


    　どういうことだ？　状況が把握できず俺は混乱した。


    　さっきマジシャンは間違いなくルーレットの結果がわかってから能力を行使して、手の中のチップをテーブルの上に瞬間移動させた。


    　だが、当たったコラムの中にチップはなかった。つまり、マジシャンはわざわざ外れたコラムに、あの高額のチップを移動させたってことだ。


    　俺が近づいたことに気づいて、移動先を変えたのか？


    　いや。だったら単純に逃げればいいだけだ。わざわざ高額チップを無駄にする必要はない。


    　……だったら、単なるミスか？


    『……今の何？　一体どういうこと？」


    　同じ光景をカメラの映像で見ていたらしいレジーナが呟つぶやいたので俺は答える。


    「……わからない」


    『どうした？』


    　無線で渋しぶ澤さわ課長が尋ねた。だが俺は小声で答える。


    「すいません、もう一度、犯行を確認させてください」


    　渋澤課長は舌打ちしてから言う。


    『ソナーに気づかれるかもしれん、次のチャンスを逃すなよ』


    「はい」


    　再び、ディーラーがルーレットにボールを投げ入れた。


    　俺はマジシャンの手を見た。手の中にはまたチップがあった。


    　しかもなんと今度は白色のチップを握っている。白は一枚一〇万円の最高額チップだ。


    　いくらなんでも次はミスしないだろう。俺は固かた唾ずを呑のんで見守った。


    　やがて、ボールがポケットに入り、結果が出た。


    　俺はマジシャンを見た。手元のチップは消えていた。


    　そしてディーラーが目印を置こうとしているコラムを見ると……やはりそこにチップはない。


    「!?」


    『ウソでしょ？　また!?』


    　レジーナも叫んだ。


    　白のチップはやはり外れたコラムの中にあって、また他のチップと一緒に回収されていった。


    『捕まえたか!?』


    　渋澤課長がそう怒ど鳴なったが、俺は何と報告すればいいかわからない。


    「いや、それが」


    『一体なんだ!?』


    「ま、負けているんです」


    『なに!?』


    　無線の向こうで、渋澤課長が顔をしかめているのが想像できたが俺は正直に答えるしかない。


    「能力は使ってるんですが、ギャンブルには負けているんです」


    　レジーナも無線で俺に同調した。


    『私も見ました。信じられませんが事実です』


    『そんな馬鹿な！　一体なぜ？』


    「わかりません。とにかく奴やつはわざわざ能力を使って、一五万円をドブに捨てたんです」


    　今目の前で起こったことを俺が報告すると、レジーナは困ったように課長に言う。


    『能力を使って不正行為をしていなければ逮たい捕ほはできません。どうしますボス？』


    「どうすりゃええんや」


    　課長もどうしたものか決めかねている様子だった。


    　やがてレジーナが叫ぶ。


    『あ、マジシャンが動きました！』


    「!?」


    　俺はとっさにマジシャンを見た。マジシャンはテーブルを離れてすでに逃げ出していた。次にソナーを見ると、ソナーは突き出した頭を俺に向けてまっすぐに俺をにらんでいた。


    「!!」


    　くそ。気づかれたか。ソナーがマジシャンに知らせたらしい。どうやら俺の様子を見てソナーが何かおかしいと思ったのだろう。その間にレジーナが言う。


    『マジシャンは南に向かってる。逃げる気です！』


    『くそっ。今捕まえてもぶち込めん。どうしたもんか』


    　無線の向こうで渋しぶ澤さわ課長が歯は軋ぎしりするのがわかったが次の瞬間、また予想外のことが起きた。


    「助けてくれえええええ!!」


    「!?」


    　驚いて見ると、マジシャンがエレベーターのほうに向かって走りながら、叫んでいる。


    「頼むううう！　俺を捕まえて保護してくれええええええ!!」


    　マジシャンは、悲鳴に近い声で誰かに助けを求めていた。たぶん俺たちにだろう。だが、俺たちが変装しているために、捜査官の居場所がわからず、とりあえず大声で叫んでいるようだ。


    　レジーナが無線の向こうで動揺して呟つぶやく。


    『何なの？　一体』


    　すると、渋澤課長が叫んだ。


    『とにかく、捕まえて話を聞く。水みず町まちはソナーを追え！』


    「了解！」


    　俺は課長に言われた通り、ソナーのほうを見た。すると、ソナーのほうも俺を見て逃げ出そうとしていた。


    「待て！」


    　俺は叫んでソナーを追って走り出した。


    　ソナーは客を押しのけながら、カジノの東側に向かって猛スピードで走っていた。途中、ソナーにぶつかった客がチップを空中に派手にぶちまける。ちらばったチップに群がる客を押しのけながら俺はソナーを追った。


    　やがて、ソナーはカジノの端っこにあった金属製のドアを開けて中に入った。俺も奴やつを追って中に入った。中に入ると長い廊下があった。廊下の突き当たりにはまたドアがあった。


    　ソナーはあきらめずにそのドアを開けた。しかしドアの向こうには道はなく、モップやバケツが入った倉庫だった。よし、袋小路だ。


    「止まれ!!」


    　ソナーが廊下の突き当たりの倉庫のドアを開けたところで、俺は拳けん銃じゆうを向けて怒ど鳴なった。


    「あきらめろ！　お前の負けだ」


    　俺は拳銃を向けながら、ソナーにゆっくり近づいたが、ソナーはにやりと微ほほ笑えんだ。


    『どうかな？』


    「!?」


    　聞きなれない声が耳に響いたので、俺は驚いて思わずイヤホンを指で押さえた。だが、ソナーがさらに口角を上げて俺を見つめた。


    『無線の声じゃねーよ。俺はあんたの脳に直接しゃべってんだ』


    「!!」


    　ソナーは笑顔で俺を見ていた。どうやら奴の言ってることは本当らしかった。


    　するとインカムの向こうで渋しぶ澤さわ課長が叫ぶ。


    『マジシャンを確保したぞ！　水みず町まち、そっちはどうだ？』


    　するとソナーはニヤニヤ笑いながら再び俺にテレパシーで語りかける。


    『どうだ？　無線より聞こえやすいだろ』


    「黙れ!!」


    　俺はソナーに拳銃を向けたまま、思わず怒鳴った。


    　すると、俺の声にレジーナが反応した。


    『ちょっと袈け裟さ郎ろう！　ボスに向かって黙れとはなによ！』


    「あ、違う、今のは……」


    『ていうか、あんた今どこにいんの？』


    　レジーナの質問に俺が答えようとすると、それを邪魔するようにソナーがテレパシーで言葉を挟む。


    『無線を切れ』


    「ああ？」


    　俺は、ソナーに拳銃を向けなおした。


    『どうした水町？』


    　こんどは課長が怪け訝げんそうに俺に尋ねたが、俺は無視してソナーの答えを待った。すると、ソナーがさらにテレパシーを送ってきた。


    『今すぐ、仲間との連絡を絶つんだ』


    「ふざけんな。なぜお前の言う通りにしなきゃならないんだ」


    『はあ!?　場所を教えるくらいいいでしょ!?』


    　レジーナが無線の向こうで怒っていた。


    「ああ、いやその、今のはレジーナに言ったわけじゃなくて……」


    　俺がレジーナに言い訳している途中で、ソナーがさっきの俺の言葉に答える。


    『ウサギを人質に取ってる』


    　ソナーが脇わきへどくと、その背後の倉庫の中で、バニーガールの格好のまま、こがねが気絶して座っていた。


    「!!」


    　俺はソナーに向けていた銃をゆっくり下ろした。


    『おい！　水みず町まち、そこに誰がいるんだ？　答えろ！』


    　俺のイヤホンで渋しぶ澤さわ課長の声が響いていたが、ソナーは俺に警告する。


    『もう一度言うぞ。無線を切れ』


    「……」


    『ちょっと！　返事しなさいよ。一体、何があった……』


    　レジーナのわめき声の途中で、俺はソナーに言われた通りイヤホンをはずして無線を切った。


    『よし。いいぞ』


    　ソナーは、俺の顔を見てうなずいた。それはいつのまにか俺の背後に近づいていた組員たちへの合図だった。俺は後ろにいた組員たちに後頭部を殴られて、そのまま失神した。

  


  
    



    第三章　『どん底のレース』


    



    「……ん」


    　後頭部の鈍い痛みに目を覚ますと、そこは車の中だった。


    　なぜか俺は運転席のシートに座らされて、手て錠じようをされている。口には布で猿さる轡ぐつわをされ、布は後頭部で固く結ばれていてほどけそうにない。


    　上半身を起こして窓の外を見ると、そこは積み上げられたコンテナの並ぶ港だった。すでに日は暮れかかっていて人ひと気けはまったくない。すぐそばの海岸にあるコンクリートブロックには高い波が寄せては砕けている。景色から察するに、どうやら俺は島の南側の港に連れてこられたらしい。


    　俺は、シートベルトを外そうとしたが、ロック部分が壊されていて外れない。すごくいやな予感を覚えていると、助手席側の車の窓をノックする音が聞こえた。


    「……!?」


    　見ると、派手なスーツを着た男が窓から笑顔で覗のぞき込んでいた。俺は一瞬、男が右目を閉じて俺にウインクをしているのかと思ったが、よく見ると男の右目には、まぶたを縫ぬいつけた古い縫ほう合ごう跡あとがあることに気づいた。


    　男が窓を開けろというジェスチャーをしたので、俺は助手席の窓を開けた。


    「うへへへ。やっと目が覚めたね。目開いてるもんね。おめめパッチリだよね。うん」


    　窓が開くと、男は自己紹介をし始めた。


    「ごめんね、いきなり誰だよって感じだよね！　石いし黒ぐろって言います。天あめ目のめ会かいっていう、まあ、仲良しサークル？　みたいなやつの一応、リーダーやってます」


    　石黒という名前を聞いて、俺は渋しぶ澤さわ課長の険けわしい表情を思い出した。たしかにこいつはヤバそうな相手だ。


    　石黒は俺が気絶している間に奪ったらしいエイプスの手帳を広げて読み始めた。


    「んで、君はどっからきたのかな？　えっと、内閣府の、ちょうじょうけいざいはんざい……なげー。どうでもいいや。名前は？　けさろーくんね。よろしくう！」


    　石黒は手帳を放り投げるように俺に返すと、閉じたままの自分の右目を指さして言う。


    「あ、この目でしょ？　気になっちゃうよね。これさあ、実は子供のとき、父親にやられちゃったんだよねえ。『しつけの一環』とかいってね。タバコで焼かれて縫ぬい付けられちゃったんだ。おかげで『ウインク』って変なあだ名つけられちゃってさあ、まあ、俺の前でそれ言ったらぶっ殺すけどね」


    　余計なことを言えば本気で殺されそうな気がして、口に猿さる轡ぐつわをされていることに俺はむしろ感謝した。石黒は一人語りを続ける。


    「とにかくさ。俺は思うわけ。人生って生まれてから死ぬまでギャンブルだなあって。だってさ、まず幸せな家庭に生まれるか、子供の片目をつぶすようなクソみたいな親のもとで生まれるかなんてこっちは選べないわけじゃん？　それってルーレットのボールとそっくりじゃない？　つまり生まれた瞬間からギャンブルが始まってるってわけよ。でしょ？　どう？」


    　石黒の押しの強さに、俺は思わずうなずいてしまった。


    「だよね。てことはだよ。やっぱギャンブルに強い人間が最強だと思うのよ。人生ってさ。だから勝負に強い人間なら誰であろうと俺は信用できちゃうわけ。たとえば絶対殺されそうな状況でも、死なないような運を持ってるような奴やつ？」


    　最後のひとことに、ものすごい不安を感じながら俺は石黒の話の続きを待った。


    　すると、窓から身を乗り出し、石黒は俺に顔を近づけて言う。


    「だからさ、君がどこの誰かとか俺にはどうでもいいわけ。俺が興味持ってるのは、君に運があるかどうか。それだけなんだ。一度しか言わないからよく聞いてね」


    　石黒は咳せき払ばらいをしてから、説明を始めた。


    「まず、君が今乗っているこの車には、ブレーキがありませーん！」


    　それを聞いて俺は自分の足元を見た。たしかにあるべき場所にブレーキペダルがない。


    「で、前見て。あそこにも車が停とまってるでしょ？」


    　そう言われて俺はフロントガラスの向こうに目を凝こらした。確かに、四〇〇メートルくらい先の一直線上に車がこっちを向いて停とまっている。


    「で、僕が今からあそこにある車に乗って、全速力でまっすぐに突っ込んでくるから君も合図でアクセルを踏み込んでまっすぐ走ってきて」


    　石いし黒ぐろはさらりとそう説明した。何を言ってるんだろうかこいつは。


    「ルールは簡単。ハンドルを先に切ってよけたほうが負け。以上。ＯＫ!?」


    　つまりチキンレースってやつか。


    「もし君が勝ったら、君のだいじなあのウサギちゃんを殺さないであげるよ」


    　こがねのことだ。もはや勝負を降りるのは許さないってことらしい。石黒は説明を終えるとウインクしたままの笑顔で俺に言った。


    「じゃ、楽しもうね！」


    　対向車に乗り込むために歩き始めた石黒の背中を見つめながら、俺は一いつ旦たん落ち着こうと、深呼吸した。それから自分に言い聞かせた。これぐらいのピンチ、今に始まったことじゃない。これはちゃんと勝敗のあるゲームなんだ。知恵を振り絞ればなんとかなるはずだ。


    　俺はまた脳内の損得勘かん定じようのコンピューターをフル稼働して、まず状況を整理した。


    　車はお互いに一直線上をブレーキなしの車で対向して全速力で走る。ぶつかったら確実に死ぬだろう。ちなみに俺の能力で自分の車ごと時間を止めることもできなくないが、相手の車は止められないので結局ぶつかられてしまう。なのでこのゲーム中に能力を使っても意味がない。


    　助かる方法は相手がよけるか、自分がよけるか、相手も自分もよけるかだ。


    　ただし、あのウインク野郎は俺が勝った場合だけこがねを助けると言っていた。もし俺がよけると、俺は助かるが勝負には負けたことになるのでこがねは殺される。


    　引き分けも勝利にならないとしたら、二人ともがよけた場合もこがねは殺される。となると、俺がよけるという選択肢はもう選べない。俺もこがねも助かる最高の結末としては、相手がよけて俺が勝つことだ。


    　だが、あのいかれた奴やつがそう簡単によけてくれるだろうか。最悪の結末は、お互いにぶつかり合って引き分けになることだ。俺もウインク野郎も死んで、しかもこがねも殺されることになる。それはマジで最悪だ。俺の選択肢としては突っ込むしかないので、もう、相手がよけるかどうかのギャンブルになる。


    　────運を天に任せるか。


    　不覚にも一瞬だけそう思ってしまったが、すぐに思い直した。


    　いやだ。それだけは絶対にいやだ。


    　俺はこれまでだって、ずっと何が自分の得になるかだけを考えて生きてきたのだ。ここで考えるのをやめたら、俺が普段、馬鹿にしている思考停止した連中と同じになっちまう。あいつの言った通り人生がギャンブルだとしても、勝つ確率を高めることはできる。運を天に任せるのはただの怠慢だ。たとえそれで最悪な結果を招くとしても、最後の最後まで損得勘定をして死にたい。ぜんぜん美しい最さい期ごじゃないけども。


    　対向車のライトが照らされた。どうやら奴やつが車にたどり着いてエンジンをかけたようだ。


    　もう余り時間がない。なんとか方法を考えないと。


    　俺だけじゃない。こがねの命もかかっているのだ。


    　そこで俺はふと、さっきのこがねのポーカーのやり方を思い出した。


    　そしてその瞬間にひらめいた……そうか！


    　あの時、こがねが最初にチップの山を押し出したために、ほかのプレーヤーたちは一気に逃げ出した。それまでのゲームの傾向から、こがねが強い手を持っていることを気づかれてしまったからだ。つまり、チップの山を出した時点で、こがねのカードの情報がわかって、他のプレーヤーは勝負のしようがなかったわけだ。その素人しろうとっぷりを俺はあの時バカにしたが、今、あいつのやり方が大いに役に立つかもしれない。


    　こがねがやってたように、向こうが逃げざるを得ないような手を見せればいいんだ。


    　すると相手の車のクラクションが鳴った。合図だ。


    　俺はアクセルを踏み込んだ。俺の車が勢いよく発進したのと同時に、相手の車のタイヤが悲鳴みたいな音を上げて、こっちに走り出したのがわかった。


    　日は暮れかかっていたが、まだ視界は保たれている。


    　石いし黒ぐろの車は俺の車に向かって、正面から一直線に走ってきている。車が迫ってくるにつれて、対向車の運転席に座った石黒の顔が見えた。


    　奴は満面の笑みで、ハンドルを切る気は微み塵じんもなさそうだった。きっと奴のほうからも、俺の顔が見えているだろう。一か八か。チャンスは一瞬しかない。


    　今だ！


    　俺は、対向車からよく見えるように、アクセルを踏んだまま、手て錠じようされた両手を高く上げた。


    　ハンドルが切れないことを相手に表明したのだ。こがねのオールインとある意味同じ。俺は、自分の手の内を相手に見せたわけだ。こがねのことを悪くいえないようなバカな賭かけだったが、こうするほかに方法はない。


    　運転席で両手を上げた俺を見た石黒は、驚いたような顔を一瞬見せて、とたんにハンドルを切ってよけた。さすがに相手も命は惜しいらしい。俺と心中するつもりがなくて助かった。


    　俺の車は、石黒がギリギリでよけた車のリアバンパーを火花を上げてこすり、そのまま直進した。


    　よし！　勝ったぞ!!


    　心の中でガッツポーズをした。が、次の瞬間には顔面蒼そう白はくになった。


    　石黒とのゲームには勝ったものの、走り抜けたその先には道はなく、波が打ち付けている海岸が目前に迫っていた。このままいくと車ごと海に突っ込んでしまう！


    　俺はアクセルから足を離したが、車の勢いは止まらなかった。


    　くそ。仕方ない!!


    　俺はやむなく能力を発動した。


    　車は海に落ちるギリギリのところで止まった。


    　正確には停車したわけではなく、時間ごと止めただけだ。


    　しかも、その時間は二〇秒後にまた動き出す。


    　一九、一八、一七……！


    　俺は脳内でカウントダウンをしながら、車のシガーライターでシートベルトを焼き切ろうとした。ヘンな匂においとともに、白い煙が上がる。


    　一三、一二、一一……！


    　早くここから出ないと、時間が復活すれば車ごと海の中だ。緊張で手元が震えてなかなかベルトが切れない。


    　残り、七秒。六、五……！


    　残り四秒になったところで、ようやく切れた！


    　俺はドアを蹴けりあけて車の外に飛び出した。俺が地面に転がった瞬間、止めていた時間とともに、車のエンジン音が響き渡り、そのまま車は海にダイブして沈んでいった。


    　俺はしばらく、地面に転がったまま激しい鼓動と息を整えてから、起き上がった。


    　すると、そこに拍手しながら石いし黒ぐろが近づいてきた。


    「うひひひひ！　勝ったね！　すごいね！　やるよね！」


    　石黒は額から血を流していた。ふと奥を見ると、石黒の乗っていた車はハンドルを切った後、積み上げていたコンテナの山に突っ込んで止まったらしい。


    「君、気にいったよ。合格だ」


    　石黒が差し伸べた手をつかんで俺は立ち上がった。


    　すると、石黒の背後でコンテナに突っ込んだ車の下から燃料が漏れているのが見えた。


    「ん!!」


    「ん？　どしたの？」


    「んー！　んー!!」


    　俺は口に布を巻かれたまま、なんとかそれを伝えようとしたが無理だった。


    「わかんないってば！」


    　石黒は笑いながら俺の目の前でバタフライナイフを取り出して見せた。


    「!?」


    　俺は一瞬、慄おののいたが、石黒はそのナイフで俺の口に巻かれた布を切った。


    　話せるようになった途端、俺は叫んだ。


    「うしろおおお！　車ああああ!!」


    　しばらく話してなかったためか、焦っていたせいか、とっさに単語しか出てこなかった。


    「へ？」


    　俺の意味不明の叫びを聞いて、俺が指さしたほうを石いし黒ぐろが見た次の瞬間、大爆発を起こして車は炎上し、黒い煙を上げた。


    　石黒は、そんなこと意にも介さないように、額の血をぬぐって笑う。


    「いいねえ！　派手で！」


    　それから石黒はまるで、幼おさな馴な染じみでも誘うように俺に言う。


    「来て。僕のカジノにも招待するよ」


    　こいつのカジノ？　何だそれは。どんなところか知らんが行きたくはない。


    　だが、それを見透かしたように石黒は言う。


    「きみのウサギちゃんも先に行ってるからね～！」


    　あまり気が進まなかったが、やはりウインクしているように見える笑顔でそう言われて、俺は手て錠じようをされたままで石黒についていくしかなかった。


    



    ￥￥￥


    



    　たどり着いたのは、コンテナの並ぶ港のはずれにあった広大な古い倉庫だった。ドアを開けたとたん、大音量の音楽と、博ばく徒とたちの喧けん騒そうと、むせ返るようなタバコとアルコールの匂においが一気に襲ってきた。フロアにはルーレットのテーブルや、スロットマシンやその他いろんな賭と博ばく道具が用意され、古い倉庫は闇やみカジノとして見事にリノベーションされていた。まさに悪の巣そう窟くつといった空間である。音楽のボリュームに負けないほどの声で、石黒は俺を呼んだ。


    「けさろーちゃん!!」


    　いつのまにか石黒は俺のことをちゃん付けで呼んでいた。


    「どうよ！　あの『ジパングカジノ』より繁はん盛じようしてるでしょ」


    　確かにそうだった。会場内は大変な賑にぎわいだった。天井まである柱にはポールダンサーたちがからみついて喧やかましい音楽とともに怪しげに踊っている。会場内には余すところなくギラギラとした欲望が充満していて、ある意味こっちのほうが中心部のそれよりよほどカジノらしい。


    「うちのＶＩＰルームにどうぞ！」


    　倉庫の奥の階段を上がっていくと、闇カジノ内を見渡せるようなガラス張りの部屋があった。


    　下の喧騒を見下ろせるので、ＶＩＰの感じがすごくする。


    「ウサギちゃんもそこにいるよ」


    　石黒が顎あごで示したソファーには、バニーガールの衣装で手錠につながれて、こがねが座っていた。こがねは俺を見るなり口をとがらせる。


    「遅いですわよ！　ケチロン」


    　俺の苦労も知らないで責めるような口調のこがねに、俺はイラッとした。


    「うるせーな。だいたい、お前、あのカジノで人質になんのがいけないんだろ」


    「同じテーブルで遊んでいたお客さんの一人に、また汚れたお金の流れを発見したから、その人を追っただけですわ。そしたら、あの廊下で、気絶させられて」


    　そういえば。俺はふと、こがねが俺に見せたスケッチブックを思い出して尋ねた。


    「お前が絵に描いてた『うらぶれた人がたくさんいる場所』って、この闇やみカジノのことだったのか」


    「ええ。間違いありませんわ。あの『ジパングカジノ』に来ていたお金持ちのお金は、なぜかこちらに流れてましたの」


    「君の能力っていいよね。最高」


    　ソファーに腰掛けた石いし黒ぐろが、飲んでいた酒のボトルを口から離して言う。


    「そ。うちってさ、海外とかからあのカジノにくるお客さんに、お金貸したり身の回りの世話をしたりするジャンケットっていう商売してんのよ」


    　日ひ野のが言ってたやつだ。こがねの能力で見えたってことは、本当に利用している金持ちも多いってことだ。


    「でも、最近、締め付けがきつくてさ。しょうがないから、副業でいろいろやってるわけよ。このカジノもそのひとつ。結構人気あるでしょ？　お高いカジノじゃできないような、ギャンブルもあるし。あれとか」


    　石黒が指さしたカジノの真ん中には、ラットレースのサーキットがあった。壁にはネズミの名前とオッズが表示された電光掲示板まである。


    　スタートの合図が響いてネズミたちが一斉に走り出すと、男たちの大歓声が上がった。


    「ここに来るお客さんて、君たちがいたお高いカジノの客とはちょっと違うんだよね」


    　たしかに。いや、走るネズミに怒ど鳴なっている連中を見るかぎり、その違いはちょっとどころではないと思う。石黒はバカ騒ぎしている客を見つめながら一人ずつ紹介するように語る。


    「働かずに一いつ攫かく千せん金きんを夢見ている奴やつ、肝臓を売っても借金が返せない奴、ドラッグを買うための金がほしい奴などなど。どいつもこいつも社会の底辺にいるクズばっかりだ」


    　ネズミたちのレース結果に頭を抱えて絶叫している男たちを見て俺も納得した。


    「けど、ある日、そんなクズどもを救ってあげられるアイデアを思いついたんだよ」


    　すると、「救う」という単語に反応したのか、こがねが尋ねる。


    「どんなアイデアですの？」


    「あそこ見て」


    　石黒が、カジノの端っこを指さした。そこには壁に大きな画面があって、何かのオッズらしき数字が並んでいる。


    　やれやれ。今度は何のレースだ？　そう思いながら、男たちが注視している壁のモニターを見た。やがて、オッズの画面から、どこかのカジノの店内のような映像が現れて、俺は驚きよう愕がくした。こがねも大声で俺を呼んだ。


    「ケチロン！　あの映像って……！」


    　そこには、なんと「ジパングカジノ」の警備管制センターに設置された大画面の映像がそのまま映っていたのだ。


    「……！」


    「なんで、ここに？」


    　こがねと同じく俺も混乱したが、ふとレジーナの話を思い出した。そういえば、レジーナも「ジパングカジノ」の内部情報が漏れているみたいなことを言ってた。


    　石いし黒ぐろは誇らしげに壁の大画面を見ながら俺たちに言う。


    「うひひひ。驚いた？　うちの店に来る連中は、あんなお高いカジノには到底行けない。だからここで楽しませてやることにしてんの」


    「監視カメラの映像なんか見て何が楽しいんですの？」


    　こがねはそう尋ねたが、石黒は答える。


    「うちの客にとってはありゃ監視カメラの映像じゃない。レースの生中継だよ」


    「!?」


    　意味がわからず、俺とこがねが顔を見合わせると彼は「ジパングカジノ」の監視カメラに映った客の一人ひとりを指さして紹介する。


    「たとえば、あのロマンスグレーの紳士。バフェットにも並ぶといわれる大富豪の投資家で、ポーカーが趣味。まあ本命だな。それから、まだあどけない顔をした青年。石油王の息子でＭＩＴに通ってる学生だが、ブラックジャックなら負けしらずのルーキー。それから全身高級ブランドで決めた男。あいつは大陸系マフィアのドンで、豪快な賭かけ方をする大穴だ」


    「何なんだよ。カジノで遊んでいる大富豪に、本命とか大穴とか」


    　と、質問しかけたところで、俺はようやくハッとした。


    　まさか……彼らで……!?


    　俺は石黒の顔を見た。すると石黒が笑いながら言う。


    「そのとおり！　あのカジノに訪れた金持ちの勝敗を予想してギャンブルしてるってわけ！　いいアイデアだろ？」


    　石黒は、大画面の前で大騒ぎしている連中を見つめながら言う。


    「この島に政府がカジノを造るって話を聞いてから、ジャンケットもだけど闇やみカジノをやれば儲もうかるとは思ってた。世界中からギャンブル好きが集まるわけだからな。でも、普通にカジノをやったってつまらん。どうせ便乗するなら徹底的に乗っかって『カジノでギャンブルをやっている奴やつらを見ながらギャンブルをやればどうか』って思ったわけ。つまりカジノのカジノね。そしたらおかげで大繁はん盛じようさ。なぜだと思う？」


    　まるで思いつかないといった様子で、こがねがすぐに尋ねる。


    「なぜですの？」


    「簡単さ。クズでも優越感に浸ることができるからだ」


    「!?」


    「ここにくるようなド底辺の奴やつらにとって、あそこに映ってる大富豪は皆、絶対に手が届かない場所にいる雲の上の存在だ。だけど彼らの勝敗をギャンブルにしたとたん、どんな偉い人もただの賭かけ事の道具になる。つまり、ラットレースのネズミと同じになるわけだ」


    　ニヤニヤと笑いながら、石いし黒ぐろは説明を続ける。


    「つまり、普段、金持ちが儲もうかるために使われている側の奴らが、自分たちの儲けのために金持ちを使う側になるってこと。底辺にいる奴らが、お高くとまった金持ちどもをネズミみたいに使えるってのは、この上なく快感なわけよ」


    「まあ、なんて悪趣味ですの」


    　こがねは不快感をあらわにしていたが、俺にはなんとなく理解できた。


    　たしかに。画面の中の大富豪たちに、怒号や罵ば声せいを浴びせている連中を見ていると、妬ねたみとか嫉そねみとか劣等感とかその他、いろんな黒いものが渦巻いているように俺には思えた。


    　すると、石黒が付け加えるように言った。


    「でも。ここはカジノだから客を喜ばせるだけじゃ商売になんない。胴元である俺が必ず儲かるようになってないといけない。そこでこいつらの出番だ」


    　石黒は、部屋の隅すみにあった棚から小さなカゴを持ってきて俺に見せた。


    　中には小さな白いハツカネズミが二匹入っていた。


    「かわいいだろ。こいつら」


    「ええ。瓜うり二つですわね」


    　こがねの声を聞いて、俺はそのネズミを見てみた。もともとネズミの違いなんかあんまりわからんが。その二匹はたしかに似ているというより、ほとんど同じ感じがした。


    「そりゃそうだ。一匹はもう一匹のクローンでね。生物工学部の学生に、うちのカジノで作った借金をチャラにする条件で作ってもらったんだ」


    　作ってもらったといえば聞こえがいいが、どうせ借金の返済をネタに、その学生を脅おどして作らせたんだろう。石黒は取り出したネズミたちをなでながら話す。


    「でもただのクローンじゃない。見た目は同じだけど、クローンのほうはマザーに比べて足が速くなるように遺伝子操作してある。クローンのほうをラットレースに出すと必ず優勝する」


    　二匹のネズミたちをなでながら、石黒は説明を続ける。


    「で、クローンネズミが本命になって人気が集中するようになった頃に、足の遅いマザーのほうを出場させる。見た目は同じだからすり替わっていても気づく客はいない。クローンの人気のおかげで金を集めるだけ集めて、レース結果は最悪。胴元の俺だけが儲かるって仕組みだ」


    　つまり八や百お長ちようか。闇やみカジノにはつきものだが、ラットレースにまであるとは。


    「そいつを、あのギャンブルでもやる」


    　そう言って、石いし黒ぐろは大画面を指さした。俺は確かめるために尋ねる。


    「つまり、大富豪たちのギャンブルで、八や百お長ちようをするってことか？」


    「そういうこと」


    「どうやって？」


    　俺が訊きくと、石黒は答える。


    「ほら、君たち、『マジシャン』ていう能力者を追ってただろ？」


    「ああ。チップを瞬間移動させて儲もうけていた爺じいさん」


    「そ。あの能力があればルーレットでは負け知らずだ。おかげでウチの客の人気も高かった」


    「だが今日は、わざわざ能力を使ってハズレのコラムにチップを移動させていた……」


    　俺は今日あったことをもう一度なぞるように呟つぶやいた。すると、こがねがその続きを言う。


    「ということは、もしかして、あれも……!?」


    「ああ。人気が出たんでそろそろいいかもと思って負けてもらったんだ。あのカジノでマークされてたのも知ってたしね。まあ、そこそこ儲かったけど、もう利用価値がなくなったから、もとのホームレスに戻ってもらうつもりだった。なのに、急に君たちに保護を求めたりしちゃってびっくりしたよ」


    　そういえばマジシャンがカジノで「助けてくれええ！」と絶叫していたのを思い出した。


    　なぜあんなに必死で助けを求めていたのかの理由を、石黒が述べる。


    「まあ、正しい選択だったかもしれない。もしホームレスに戻って、大損をさせられた客に見つかったりしたら、何をされるかわかんないし。あくる日には大阪湾にホームレスの死体が浮かんでました。なんてことになりかねないもんね」


    　石黒は笑いながらそう語った。こがねは奴やつを殴りかねなかったので、俺が先に訊いた。


    「で、俺たちに何をしろと？」


    「おっと。そうだ。大事な話を忘れてた」


    　ウインク野郎は、思い出したように咳せき払ばらいをしてから言う。


    「彼らと同じように、カジノに戻ってイカサマをしてほしいんだ。彼女に」


    　石黒は、こがねを指さした。


    「え？」


    「てことで、人質は彼と交代」


    　石黒は手際よく、こがねから手て錠じようを外した。


    「今度はお嬢さんに、俺のお金を増やしてもらうよ」


    「冗談じゃありませんわ。なぜ私がそんな」


    「だって、君は、自分の使ったお金の未来がわかる能力者なんだろう？」


    　確認するように石黒は尋ねる。


    「だとしたら、君の能力ほど、カジノでのギャンブルに向いている能力はないと思うよ」


    「どういう意味ですの？」


    「ベットした瞬間にすでに結果がわかるわけだよね。ルーレットでもポーカーでも、なんでもいい。最初のベットで、その勝負に勝つとわかったら、チップをどんどんレイズして、負けそうなら降りればいい。賭かけ方としては『パストポスト』と同じだよ。いや。結果が先にわかってんだから『フューチャーポスト』か」


    「たしかに。そうですわね」


    「わかってくれてよかった。何しろ仲間の命がかかってるからね」


    　そう言って、石いし黒ぐろは俺の脇わき腹ばらに何かをぐいと押し付けた。見ると拳けん銃じゆうの銃口だった。


    　俺は自然と手て錠じようされたままの両手を上げた。石黒は得意げに言う。


    「さっき、彼は君の命がかかっていることを知って、がんばってくれたんだよ」


    「そ、そうだぞ！」


    　両手を挙げながら、俺はこがねの返事を促した。しかしこがねの答えは、俺と石黒が求めていたものとは違った。


    「お断りしますわ！」
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    「!!」


    　石黒は銃口を俺の脇腹から喉のどに移動させて尋ねる。


    「なぜ？」


    「私の能力は、あなた方のような汚けがらわしいものを儲もうけさせるためにあるのではありません。私が能力を使う目的はただひとつ『貴人としての義務ノブリス・オブリージユのため』それのみですわ」


    「同僚を守ることは、貴人として必要ないと？」


    　石いし黒ぐろが静かに尋ねた。俺も怒ど鳴なる。


    「そうだぞ！　俺がどうなってもいいのか!?」


    「『貴人としての義務』だと納得できない限り、引き受けるわけにはいきません」


    　凛りんとした声でこがねはそう答えた。つくづく面倒くせえ奴やつだ。俺は心の中で叫んだが、俺のこめかみに移動した銃口が気になって声にはならなかった。すると、ため息をついてから石黒が言う。


    「お嬢さんにはちゃんと説明しないといけないね」


    　石黒は俺に銃を向けたままでカジノに来ている客を見下ろして語る。


    「ここにいる人たちは、さっきも言ったように底辺にいる人たちだ。彼らはきっと、君に賭かけるだろう。君がカジノで勝てば彼らも儲かる。つまり、間接的に、君から施ほどこしを受けたのと同じだ。それは君の言う『貴人としての義務』ではないのかな？」


    「……!?」


    　それを聞いて、こがねは黙り込んだ。どうやら真剣に検討しているらしい。


    　石黒はさらに説得するような口調で畳みかける。


    「君が増やしたお金は、あくまで身代金として袈け裟さ郎ろうくんと交換する。それでどうかな？」


    　しばらく考えていたが、こがねはようやく頭を縦に振った。


    「なるほど。わかりました」


    　石黒はにやりと笑い、俺はほっとした。


    　すると、石黒はスマホをとりだして、誰かに電話した。


    「菊きく池ち君、ちょっとＶＩＰルームまで来て」


    　やがて、部屋にやってきたのは、リーゼントにアロハ姿のソナーだった。こいつ、菊池って名前だったのか。ソナーこと菊池君は、石黒の指示でなにやらピンホールカメラのようなものを、こがねの衣装に取り付けさせた。


    「菊池君は、うちの若わか頭がしらだけど優秀なメカニックでもあってね。実家の工場がつぶれて借金まみれだったところを俺がひろってやったんだ。あの警備管制センターのカメラの映像をここで見れるようにしてくれたのも彼だよ」


    　石黒はソナー改め菊池君の肩を自慢げに叩きながら言った。菊池は、こがねの衣装にカメラを仕込み終わると、ノートパソコンを開いて、その画像をパソコン画面に映し出してみた。


    「これで君が見ているもの、話していることは全部わかるから」


    　パソコン画面には、こがねの衣装につけたカメラのライブ映像が流れ、説明をする石黒の声が響いた。それから石いし黒ぐろは銃口をまた俺のこめかみに当てなおしてから、こがねに説明する。


    「もしお嬢さんが負けたり、妙な真ま似ねをしたら、こいつの頭を吹っ飛ばすから」


    　やがて、菊きく池ちは、下で野郎どもが取り囲んでいる画面を見て石黒に報告する。


    「大画面につなぎました。ライブ映像で流せます」


    「よし。じゃ、バニーのお嬢さんと一緒に『ジパングカジノ』に戻って」


    「はい」


    　菊池は立ち上がって部屋のドアを開け、こがねに言った。


    「こい。行くぞ」


    　こがねも立ち上がって部屋を出ようとした。俺は声をかけた。


    「おい……本当に大丈夫か？」


    　すると、こがねは俺に振り向いて言う。


    「もちろんですわ。お待ちになってて」


    　去っていくこがねの背中を見て、石黒は俺に言う。


    「さあ、楽しみだね！」


    　石黒ははしゃいでいたが、俺はパソコンの画面に映るこがねの視界を見ながら、祈るような気持ちになった。


    



    ￥￥￥


    



    　こがねが送ってくるライブ映像は、闇やみカジノの大画面で映し出された。


    　まるで、自分自身がこがねになって、高級カジノに乗り込んでいるような仮想体験ができるからか、画面を見つめている野郎どもからも歓声があがった。


    「なんか、ＦＰＳみたいね！　ほら。兵士の第一人称目線で、戦場で戦うゲームあるでしょ？　ああいう感じ！　超たのしい！」


    　石黒は興奮気味に言ったが、銃をずっと向けられている俺にたのしむ余裕はなかった。


    「さて、君たちの仲間が現れたみたいだよ？」


    　画面を見ると、レジーナと渋しぶ澤さわ課長がこがねに駆かけ寄ってきた。


    『ちょっと！　あんた、どこに行ってたのよ!?』


    『ごめんなさい。ケチロンと一緒に能力者を追っていたんですけど』


    　レジーナとこがねの声に続いて、渋澤課長の低い声がスピーカーで響く。


    『で、水みず町まちはどこに行った？』


    『さあ、能力者を追ったきり、どこかへ』


    　俺はやり取りを聞きながら、こがねにしてはうまいことごまかすものだと思った。


    　すると、それを察したのか、石黒が説明する。


    「菊きく池ち君も彼女と一緒に行ってて、彼女にプロンプを出してる」


    「プロンプ？」


    「言うべき次の台詞せりふを、耳打ちしてんだよ。離れたところから例のテレパシーの能力でね」


    　なるほど。だからか。言葉のチョイスは秀逸だが、こがねの言い方が少し棒読みな感じがしなくもない。今度はこがねが課長たちに質問する。


    『さっきの、マジシャンはどこに？』


    『ああ、今、警備管制センターで板いた垣がきが話を聞いてる』


    　渋しぶ澤さわ課長がそう言ったあとで、レジーナが付け加える。


    『天あめ目のめ会かいの連中は、能力者をスカウトしては仲間に引き入れてこのカジノに送り込んでいたみたいよ。で、イカサマをさせて、儲もうけを奪う』


    　画面に映るレジーナに俺は、今こがねがその状況だって気づいてくれ！　と念じてみた。すると、その念が通じたのか、あるいはもともとレジーナの勘が鋭いからか、レジーナが、こがねの顔を覗のぞき込んで質問する。


    『あんたも、もしかして奴やつらに捕まって、スカウトされて戻ってきたんじゃないわよね？』


    『!?』


    　レジーナの質問に無言だったことで、こがねの焦りがすごく伝わる。


    　銃口が再び俺に向けられた。まずい。ここでバレたら殺される。


    『いいえ』


    　こがねはなんとか否定した。銃の向きが俺から外れて、俺は胸をなでおろした。


    　今度は、多た古こが現れて、課長たちを叱りつけた。


    『エイプスの皆さん。何をやってるんですか。能力者に逃げられるとは。まったく』


    　画面いっぱいに多古の顔がアップになって、観客のブーイングが起こった。あまり大画面では見たくない顔だ。多古はまた顔を真っ赤にしてこがねたちに居い丈たけ高だかに言う。


    『これからここで重要なゲストをお迎えするので、皆さんは外してください』


    『ゲストって？』


    　こがねの質問に、多古は冷淡に答える。


    『ゴールドバーグ氏です』


    　多古の言葉に、石いし黒ぐろが反応した。


    「ゴールドバーグううう？」


    　石黒は怒号とも歓喜とも呼べるような声を上げた。


    「それって、あのアルバート・ゴールドバーグか!?」


    「それって誰？　有名な人？」


    「有名だって？」


    　俺の質問に、石黒は呆あきれたように答える。


    「世界で五本の指に入る大富豪だ！　小さな国なら買えちまうほどの金を持ってる」


    　石いし黒ぐろの説明に付け足すように、多た古こが話す。


    『明日のＩＥＰでは、このホテルのホールに世界中からお歴々が集まって、日本のカジノのこれからについて話し合われる予定です。日本のカジノにとって障壁となっているものを取り除くには、ゴールドバーグ氏の協力が不可欠なんです。あの方が動けばこの国のカジノも、ようやく……あ！』


    　次の瞬間、画面の中で多古が震える声で叫んだ。


    『い、いらっしゃいました！』


    　多古の視線を追って、こがねが体の向きを変えた。


    　すると、そこにはタキシード姿で、度の強い眼鏡めがねをかけた小柄な白人紳士が立っていた。


    『やあ、みなさん。こんばんは』


    　小柄な男は、流りゆう暢ちような日本語でそう言った。俺は何だかその男に見覚えがあった。


    「……ん？」


    『ようこそ！　お待ち申し上げておりました』


    　多古は擦り寄るように男に近づいたが、まるで多古の姿なんて見えてないかのように、男は多古を無視してやり過ごすと、こがねにまっすぐに近づく。


    『ミス一いち万ま田た、初めまして』


    　笑顔でこがねに近寄ってきたその男の顔を見て、俺は思わず声を上げた。


    「……あ！」


    　こいつ、バーで俺の隣に座った男だ。カタツムリの寄生虫の気持ちわるい話をしていた、目つきのおかしいあいつだ。あのときはラフな格好だったのでよくわからなかったが、タキシードを着た今の姿をよく見ると、新幹線で読んだ雑誌の表紙に載ってたことも思い出した。


    　映像の中で、ゴールドバーグ氏はこがねに伝える。


    『あなたのお父様とは、何度かビジネスをしたことが』


    『あら、そうでしたのね』


    　先に握手を交わす二人の間で、多古はゴールドバーグ氏におそるおそる言う。


    『……あのお、よければあちらで会議の打ち合わせを……』


    　すると、ゴールドバーグ氏は笑顔だが語気を強めて多古に言う。


    『今はプライベートな時間です。仕事の話をするなら、私の時間を買ってからになりますが、あなたに払えますかな』


    『た、大変失礼しました。ごゆっくり』


    　顔面蒼そう白はくになった多古は早々に退散していった。大画面の周りでその痛快なシーンを見ていた男たちが歓声をあげ、石黒も口笛を吹いてこがねを称えた。


    「やるな。お前の相棒ちゃん。あんな大金持ちと普通にやりとりできるなんて、たいしたもんだ」


    　こがねはゴールドバーグ氏とともに「ジパングカジノ」のＶＩＰルームに入った。大富豪とバニーガールのこがねとの二人きりの対談が始まった。


    『ところでなぜそんな格好を？』


    　ゴールドバーグ氏は、眼鏡めがねの奥のギョロっとした目を輝かせてこがねに質問した。


    『実は、友人の仮装パーティに誘われたんですの』


    『なるほど。よくお似合いですよ』


    『光栄ですわ』


    　こがねが微ほほ笑えむと、ゴールドバーグ氏が話す。


    『笑うとお父様にそっくりだ。この国でのビジネスのやり方に慣れてなかった頃、お父様にはずいぶんと助けられました』


    『そうなんですのね。今回もお仕事で日本に？』


    『ええ。大事な会議を控えてましてね』


    『知ってますわ。ＩＥＰでしょう』


    　こがねが尋ねると、ゴールドバーグ氏は答える。


    『そう。そこでこの国の偉い人たちにある提案をしようと思ってまして』


    『まあ、どんな提案ですの？』


    　すると、笑いながらゴールドバーグ氏は答える。


    『実は、日本に入るお金をせき止めているある法律を、緩めてもらおうと思っているんです』


    　ゴールドバーグ氏の話を聞きながら、日ひ野のの言ってた外がい為ため法ほうのことだ。と俺は思った。


    『その法律のおかげで、このカジノの界かい隈わいでも、違法なジャンケットなどのビジネスをする不ふ逞ていの輩やからがいるものでね』


    「フン。俺たちは『不逞の輩』だとよ。これまでカジノを支えてきたのは誰だと思ってんだ！」


    　石いし黒ぐろは画面に向かって吠ほえたが、画面の中でゴールバーグ氏は余裕の笑みを見せる。


    『カジノの評判が悪くなれば、私たちにとっても不利益になる。でももう心配はない。明日の会議が開かれたら、彼らはいなくなりますよ』


    　ゴールドバーグ氏の話を聞いて、石黒が歯は軋ぎしりする。


    「くそっ！　こいつのせいで、俺たちは失業だ!!」


    　するとゴールドバーグ氏は思いついたようにこがねに提案する。


    『そうだ。せっかくカジノにきたんですから、遊びませんか？』


    『え？』


    『カードでひと勝負、いかがです？』


    『でも……』


    　するとゴールドバーグ氏が言う。


    『ああ。そうか。私としたことが。無理もない、私とギャンブルをするというと、たいていの人は怖がってしまいます』


    　ゴールドバーグ氏は少し考えてから、こがねに提案する。


    『そうですね。チップは最低額の青のを使いましょうか。五回勝負をして、そのチップの合計額で勝敗を決めましょう。もし、私が勝ったら、バーでトマトジュースをご馳ち走そうしてください』


    『え？』


    　こがねは驚いて、聞き返す。


    『それだけでいいんですか？』


    『ええ。十分です。ただし、レモンもつけてね』


    　ゴールドバーグ氏は、そう言ってウインクした。こがねはさらに尋ねた。


    『じゃ、私が勝ったら？』


    『私が負けたら……そうですね』


    　ゴールドバーグ氏は、しばらく考えてから胸ポケットから小切手の束たばを取り出し、その一枚を破るとサインをして言う。


    『この小切手に、好きな金額を書いて、持っていってください』


    「はああああああああああ!?」


    　石いし黒ぐろと俺は、それを聞いて仰ぎよう天てんし、同時に腰を抜かした。画面を見ていた野郎どももざわついた。だが画面の中で、ゴールドバーグ氏は笑いながら語る。


    『あなたのお父様には大変にお世話になったのでね。私にとってはお小遣いを差し上げるのとかわりません』


    『そういわれても。どうしましょう』


    　すると、画面に向かって石黒が興奮して叫ぶ。


    「何をためらってる!?　勝負するんだ！」


    　煮え切らないこがねに痺しびれを切らした石黒は、スマホを取り出し、怒ど涛とうの勢いでメッセージを送った。


    「菊きく池ち君にメールだ！　……絶対に勝負させろ！　と」


    　そのメッセージがソナーこと菊池君からこがねに伝わったらしく、しばらくしてから、こがねが口を開く。


    『わかりました。受けて立ちますわ』


    　こがねがそう言ったとたん、ゴールドバーグ氏は微ほほ笑えみ、闇やみカジノの大画面の周りではクズどもの歓声が起こり、俺の隣で、石黒が狂喜乱舞した。


    「っしゃああああああ！」


    　石黒はうれしそうに語る。


    「小切手の額はいくらがいいかな？　一億？　いや、ここはドーンと一〇〇億円くらい書いちまえ。あの大富豪にとっては、はした金だろうし、あいつのせいでこっちは食くい扶ぶ持ちを失うんだ。百億もあれば、ジャンケットなんてけちな商売はよろこんで店じまいしてやる。法律が改正されて、締め上げがきつくなる前にこんな国、さっさと出てってやる！」


    　かくして、ゴールドバーグ氏とこがねのために部屋とカードのテーブルが用意されて、二人はそこで勝負することになった。


    『では、何がいいでしょう？　インディアンポーカーなんていかがです？』


    　ゴールドバーグ氏の提案に、石いし黒ぐろは苦笑した。


    「インディアンポーカーって！　子供じゃねえんだから」


    　氏は、こがねにルールの説明を始めた。


    『配ったカードを一枚ずつ私に見えるようにかつ、自分には見えないよう、おでこに貼はり付けてください。相手の反応を見ながら、自分のカードを予測するんです。カードの強さは、Ａエースが最強でその下が絵札あとは数字の大きい順、で、２が一番弱いカードです。いいですね？』


    『わかりましたわ』


    『では、はじめましょう』


    　やがて、こがねにカードが配られたが、インディアンポーカーはおでこに貼り付けるために、こがねの持っているカードが何なのかは、カメラにも映らない。


    「くそ！　なんでよりによって、インディアンポーカーなんだよ!!」


    　部屋にはゴールドバーグ氏とこがねの二人きりなので、ソナーこと菊きく池ちがこがねのカードの数を教えてやることもできない。つまり、ガチの対決となる。


    　だが、まず最初にお互いチップをベットする。この時点で、お金を払ったこがねにはすでに勝敗の行く末が見えているはずだ。もし未来で勝てないことはわかれば、勝負を降りればいい。


    『さて、ここからが心の読み合いですよ』


    　ゴールドバーグ氏は真剣にそう言ったが、おでこにカードを貼り付けているので、見た目がまぬけすぎて莫ばく大だいな金と俺の命がかかっている勝負だとは思えない。


    　ゴールドバーグ氏のおでこに貼られたカードは「６」だった。


    　こがねのカードが７以上かＡなら勝ちだ。十分に勝ち目はある。


    『どうします？　賭かけ金をさらにあげてもいいですよ』


    　ゴールドバーグ氏はニヤニヤしながら、こがねを挑発する。


    　しかし、冷静にこがねは言う。


    『降ります』


    　こがねは、その後で、自分のカードを見た。すると、10だった。


    「おいおい。ウサギちゃん、何やってんだよ！」


    　その後も、こがねはらしくない消極的な戦い方で、すぐに降りて負けを重ねていく。


    「もしかして、あのウサギちゃん、能力を使ってないんじゃねーの？」


    　石いし黒ぐろは俺に銃口を向けて言う。俺としてはそんなことはないと信じたいところだが、確かにさっきからの戦い方を見ていると、そういわざるを得ない。だとしたらなぜだ。俺が死んでもいいということか？　あるいは何か別の理由が……。


    　そう思ったところでゴールドバーグ氏の声がする。


    『じゃあ、準備はいいですか？』


    『はい』


    　三戦目、ゴールドバーグ氏のおでこに貼はり付けたカードは、なんとＡエースだった。


    　最強のカードだ。相手が降りない限りこがねは勝てない。石黒は頭をかきむしって叫ぶ。


    「あー！　くそ！　こりゃ負けだ！」


    　しかし、ゴールドバーグ氏は、おでこに貼り付けたカードを、テーブルに投げた。


    『降りるよ。なんだかいやな予感がするし』


    　そのあとで、氏はカードを見て呟つぶやく。


    『なんだ。Ａだったのか。もったいないことをしたな』


    「うし！　金持ちってのはトロくて助かったぜー！」


    　俺の隣で、石黒が歓喜していたが、俺は画面を見ていて、あることに気づいた。


    「ん？」


    　こがねが一瞬、背後にあるドアのほうを振り向いたとき、ドアの窓ガラスが鏡のように反射していたのだ。だとすると、ゴールドバーグ氏は自分のカードが見えている？


    　となると、最強のカードであるＡを引いたにもかかわらず、勝負を降りたゴールドバーグ氏の行動が説明できない。自分が６で、こがねが10だったときに賭かけ金を吊つり上げようとしたのも、不可解だ。そこである仮説がたった。


    　もしかして、氏は、わざと負けようとしているのではないか。


    　こがねに負けようとしての行動なら、すべて成り立つ。


    　しかし、だとしたらなぜだろう。そうまでして小遣いをこがねにあげたいのか？


    　あるいは、もっとほかの理由があるのか。


    　そうこうしているうちに、最後のターンになった。これまでのこがねの戦績は二勝二敗。


    　このゲームを制したほうが勝ちだ。


    『では、参りましょうか』


    　ゴールドバーグ氏は、再びカードをおでこに貼り付けた。


    　カードは、Ｋキングだった。


    「あ～！　くそっ！」


    　石黒は壁をパンチして悔くやしがった。大画面の周りでも落らく胆たんの声が聞こえる。


    　こがねのカードは何かわからないが、Ａでない限り勝てない。だが、もし、さっきの仮説が正しくて、ゴールドバーグ氏が負けようとしている場合、降りるかも……。


    『降ります』


    　そういってゴールドバーグ氏は、テーブルにカードを放り投げた。


    『キングでしたか。悔くやしいけど、これで私の負けですね。約束は約束だ』


    　ゴールドバーグ氏は、白紙の小切手をこがねに差し出す。


    『この小切手は空白のまま渡します。好きな金額を書いて銀行に持っていきなさい』


    　それを聞いて、石いし黒ぐろは小躍りした。


    「っしゃああああああああ!!」


    　大画面の周りでも、こがねの勝ちに賭かけていた男たちがいっせいに雄おたけびを上げた。


    　……よかった。


    　氏の魂こん胆たんは結局何かよくわからなかったが、とにかく俺の命はつながったようだ。


    　だが次の瞬間、画面の向こうで、こがねがとんでもないことを言い放つ。


    『いいえ。それはいただきません』


    　その言葉を聴いた俺も、石黒も、ゴールドバーグ氏も、目が点になった。


    「……へ？」


    　何を言ってるんだ？　あいつは。


    『なぜですか？』


    　驚いたようにゴールドバーグ氏が尋ねると、こがねは泰たい然ぜんと答える。


    『私が今、勝てたことで、私の勝利に賭けていた方々に施ほどこしができました。私はそれで十分なのです』


    　こがねのその言葉を聞いて、大画面の周りでは大歓声が起こった。感動のあまり抱き合って泣いている奴やつまでいるほどだった。


    「……あ？」


    　だが、俺の隣では石黒の機嫌がみるみる悪くなっていた。こがねはさらに涼しい顔で言う。


    『それこそが、私にとって貴人としての義務ノブレスオブリージユであると、私の仲間もわかってくれるはずです』


    　……バカだ。あいつは。もう、ノブレスバカだ。


    　俺はおそるおそる石黒のほうを見てみた。すると、石黒のこめかみには浮き立つくらいの青筋ができて、拳けん銃じゆうを握る手はわなわなと震えていた。


    「さああて。どうしようかなあ……」


    　もう、石黒の顔を見てもウインクしているようには見えなかった。怒りのあまり、血走った片目で俺をにらみつけていた。


    「とりあえず、まあ、一〇〇億もらい損ねたんだし、死んでもらっていいかな？」


    　石黒は、俺に銃口を向けて撃鉄をおろした。


    「!!」


    　これはまずい。非常にまずい。


    　俺は手で触れられるもの以外の時間は止められない。飛んでいる銃弾なんか論外である。


    　今回ばかりは本気で殺されるかもしれない。


    　何もかもあのノブレスバカのせいだ。せっかく助けてやったのに。ましてやこれまでの人生で、損得勘かん定じようしかしてこなかった、この俺が自分の危険を顧かえりみずに助けてやったのに。


    　ああもう。助けて損した！


    「さあ、覚悟してね」


    　石いし黒ぐろが引き金を引こうとして俺が目をつぶったその瞬間、下のカジノが大騒ぎになっていた。


    「……なんだ!?」


    　石黒がカジノを見下ろすと、扉とびらを破壊した警官隊がカジノになだれ込んできたところだった。


    　客と衝突してもみくちゃになっている警官隊の先頭で叫んでいるのは、刑事の日ひ野のだった。


    「動くなあああ！　全員逮たい捕ほだあああああ!!」


    　あいつか。また手柄欲しさに先せん鋒ぽうに立っているんだろう。普段はウザいが、こういう時は非常にありがたい。その様子を見て、石黒は舌打ちする。


    「くそったれ！」


    　石黒は、俺の腕をつかむと、背中に拳けん銃じゆうを突きつけて言った。


    「来い!!」


    　石黒は俺を盾たてにしながらＶＩＰルームからの階段を下りた。一階の景色はゴロツキどもと警官隊がぶつかり合って地獄絵え図ずと化していた。石黒は、周りを鎮めるために天井に発砲した。


    「!?」


    　そこにいた全員が、石黒と人質の俺に注目した。


    「どけえええ！　道を開けろおお!!」


    　石黒が叫ぶと、日野が、人質にとられている俺を見つけて驚く。


    「あれ？　お前!?　ここで何してんだ？」


    　俺はうんざりしたように日野の質問に答える。


    「うるせーな。見てのとおりだよ」


    「言っとくけど、この闇やみカジノには警視庁が一番乗りだからな！」


    　日野は念を押すように俺に言った。やれやれ、こんな時にまで手柄にこだわるとは、つくづく可愛そうな刑事だ。


    「どうでもいい！　そこをどけええ！」


    　石黒は、苛いら立だったように叫んで再び天井に発砲した。


    　日野は、舌打ちして警官隊に道を開けさせた。両サイドに割れた警官隊の間を、まるでモーゼのように歩きながら、石黒は叫んだ。


    「車だ！　バイクでもいい！　早くもってこい！」


    　すると、割れた警官隊の向こうからまぶしいヘッドライトと、エンジンの音がした。石黒は驚いたように言う。


    「早いな。もう用意できたのか？」


    　しかしバイクにまたがったライダーは、ヘルメットを脱いでから言う。


    「悪いけど。あんたなんか乗せるつもりないよ」


    　顔を現したのは、レジーナだった。


    「なんだこの女あ？」


    　石いし黒ぐろは、拳けん銃じゆうをレジーナに向けて叫ぶ。


    「どけ！　そいつをよこせ！」


    「袈け裟さ郎ろう！　離れて!!」


    　レジーナはエンジンをふかして前輪を浮かすと、ウィリーさせながらバイクを駆かって迫ってくる。


    「うおおっ！」


    　そのままレジーナは俺と石黒の間を割るように前輪を床に叩きつけ、俺と石黒は思わず左右にジャンプして離れた。その拍子に、石黒が持っていた拳銃も飛んでいき、床の上を回転しながら滑っていった。


    「しまった!!」


    　石黒は慌あわてて床を這はって拳銃を取り戻そうとしたが、そこに現れた男が、床の上を滑ってきた拳銃を拾い上げた。


    「……ん？」


    　石黒が顔を上げると、そこには渋しぶ澤さわ課長がいた。渋澤課長は、石黒を見下ろして、にやりと笑う。


    「……久しぶりやな。石黒。いや、ウインク」


    　目の前に立ちはだかっているのが誰なのかをようやく理解した石黒は、とたんに顔面蒼そう白はくになり、あえぐように声を出す。


    「シ、シブ……!?」


    　石黒は、それだけ言うと、まるで蛇へびににらまれた蛙かえるのように体をこわばらせて、そのまま気絶して倒れてしまった。


    　俺は目を疑った。


    　渋澤課長が刑事だった頃、「ヤクザも見るだけで気を失った」という武勇伝はどうやら真実だったらしい。その真偽を巡って賭かけたコーヒーのことを、課長が忘れてくれていればいいが。


    「……水みず町まち」


    　気絶した石黒を見つめたまま、渋澤課長は静かに俺に言う。


    「……コーヒー買ってこい。ブラックで」


    　俺はため息をつきながら思った。


    　くそ。やっぱりギャンブルは嫌いだ。

  


  
    



    第四章　『ギャンブルの代償』


    



    　渋しぶ澤さわ課長の話を聞いて、板いた垣がきが感心したように言う。


    「さすがシブさんやわ。あの頃とオーラが変わらん」


    　渋澤課長が照れたように、板垣に尋ねる。


    「それより、ほんまにここ借りてもええんか？」


    　エイプスは、東京の本局以外に自分たちが使える場所がないので、「ジパング・リゾートホテル」のスイートルームを臨時の取調室にすることにした。


    　犯罪者相手にそれはどうだって話にもなったが、板垣は笑顔で答える。


    「この部屋のおかげで、あの『マジシャン』の爺じいさんは、リラックスしていろいろ教えてくれましたよ。石いし黒ぐろのやってた違法カジノの場所についても。あの爺さん自身の過去についても」


    「あの爺さんの過去？」


    　渋澤課長は顔をしかめて板垣に訊きいた。板垣は答える。


    「あの爺さん、実は若い頃、超大手外資系企業に勤めていたエリートやったんやそうです」


    「へえ。人は見かけによらんもんやな。それがなんであんな落ちぶれたんや」


    「会社がつぶれて、家族に逃げられ、そっから人生がおかしくなってしもたらしいですわ」


    「そんな大企業がなんでつぶれたんですの？」


    　こがねが尋ねると、板いた垣がきは少し暗い声で話す。


    「覚えてませんか。ほれ。アメリカで、住宅バブルが崩ほう壊かいした年」


    　もちろん覚えている。世界経済の中心で起こったあの不況の大火事は、燎りよう原げんの火の如ごとく世界中を焼き尽くした。


    「あの直前まで、金持ちたちはカジノ同然に、ギャンブルみたいなマネーゲームを繰り返していた。ところが、バブルがはじけて何もかも失ったのは、マネーゲームとは何の関係もない普通の人たちやった……かく言う俺の父親も、それで仕事を失った一人やったんです。せやから、あの爺じいさんには同情して……ついつい話を聞きすぎてしまいましたわ」


    「話し相手に入れ込むとこは、刑事やった頃と変わっとらんのう。お前は」


    　渋しぶ澤さわ課長が笑って言うと、板垣は再び顔をあげて微ほほ笑えむ。


    「確かにそうかもしれません。石いし黒ぐろに話を聞くのはシブさん、頼みますわ」


    　板垣は、渋澤課長にバトンを渡そうとしたが、渋澤課長は俺たちに言う。


    「いや。俺が取り調べてまた気絶されたら困るから聴ちよう取しゆはお前らに任せる。俺は菊きく池ちの行方ゆくえを追う」


    「ほな、僕は警備センターに戻ってますんで、なんかあったらいつでも言ってください」


    　そう言って渋澤と板垣はそれぞれ部屋を出た。


    　俺とこがねとレジーナは、スイートルームのリビングにいる石黒に尋じん問もんすることにした。


    　石黒は高級ソファーにふんぞり返って、すっかりＶＩＰ気分でくつろいでいた。もはや取調べというより、まるでロックスターにインタビューしようとしているみたいだった。


    「……くっそ。あの『マジシャン』のジジイめ。カジノの場所を教えやがって」


    　石黒は、舌打ちをして毒づいた。だがこがねが反論する。


    「心を入れ替えて正しいことをした仲間を、そんな風に言うもんじゃありませんわよ」


    　すると石黒は鼻で笑って答える。


    「へっ！　あのジジイが仲間だと？　あんなの俺にとっちゃ、ただの老いぼれたネズミだ」


    　すると、こがねが心底、同情したような眼を石黒に向けて言う。


    「……かわいそうに」


    「あ？」


    　にらみつける石黒に、こがねは毅き然ぜんとして答える。


    「あなたに必要だったのはたくさんのかわいそうなネズミではなく、過ちを正してくれるような、信頼し合える仲間だったということですわ……そう。私とケチロンのような」


    「……！」


    　石黒はこがねの諌かん言げんを聞いて黙り込んだ。だが、むしろ俺が反論する。


    「いーや。それはどうだろう」


    「え？」


    　こがねがキョトンとした顔で俺を見たので、俺は苦情をぶつける。


    「こっちはお前のせいでまた殺されかけたんだぞ。普通、『信頼しあえる仲間』を何度もそんな目に遭わせたりするか？　お前の下らない何とかオブリージュのせいで！」


    　すると、こがねが気け色しきばむ。


    「下らないとは何ですの？　いくら相棒でも許しませんわよ？」


    　俺たちが口論しているのを見かねて、レジーナが口をはさんだ。


    「ちょっと、喧けん嘩かやめなさいよ！　今取り調べ中なんだから！」


    「……!!」


    　俺とこがねはハッとした。しばらく俺たちの様子を見ていた石いし黒ぐろがニヤニヤして俺に言う。


    「……なんなら、俺、席をはずそうか？」


    「よけいな口はきくな」


    　俺は、仕切り直すために、咳せき払ばらいをしてから質問を投げた。


    「今までは、お前のやってた違法ジャンケットがこの島のカジノに富裕層の客が来るのを陰で支えていた……でも、外がい為ため法ほうが緩和されたら、お前がやっている商売は客にとって必要なくなる。ここまでいいか？」


    　石黒は返事の代わりにあくびをしていたが、俺はめげずに言う。


    「だから仕方なくジャンケットを店じまいして、能力者を使ってカジノで勝たせて売り上げをピンハネしたり、自分のやってた闇やみカジノのラットレースのネズミとしてこき使っていた。そうだな？」


    　石黒は眉まゆ根ねを寄せて反応した。


    「いや。正確じゃない」


    「どこがだ？」


    「『こき使っていた』って表現だよ」


    　ようやく話したと思ったら、俺の言葉のチョイスへのクレームだった。


    「何の役にもたたねえホームレスの能力者に、わざわざ寝る場所と、食い物と、資金と、身分証と、タキシードまで与えて、働かせてやったんだぞ？　文句を言われる筋合いはねえよ」


    「だからってネズミ扱いするなんてひどいですわ」


    　こがねが口をはさんだ。バニーガールからようやくスーツに着替え直して、見た目だけは捜査官だが、言ってることは子供みたいだ。石黒は鼻で笑って言う。


    「だったら、このホテルに泊まってるあんたの友達の金持ちどもにもそう言ってやれよ。奴やつらは、俺なんかよりもっと多くの市民をネズミ扱いしてんだぞ？」


    「そんなことないですわ！」


    　純粋なこがねは否定したが、俺には石黒の言うことにも一理ある気がした。石黒は言う。


    「俺のカジノは、普段から金持ちどもにネズミ扱いされている奴やつらが、ほんの束つかの間まだけ金持ちどもをネズミ扱いできる場所だった。あそこでやってたことは、この社会への、せめてもの抵抗だったんだ。むしろ俺は感謝されてもいいくらいだ」


    「つまり、社会をひっくり返したいと思っていたと？」


    　興味深そうにレジーナが話に入ってきた。だが、石いし黒ぐろは頭を振る。


    「いや。世の中を笑うのは好きだが、変えることに興味はない」


    「どうかしら」


    　レジーナはそう答えた。石黒はレジーナをにらんで訊きく。


    「どういう意味だよ」


    「もう一度訊くわ」


    　レジーナが確認するように尋ねる。


    「外がい為ため法ほうを緩和されたらアンタは困る。だからＩＥＰの開催には反対なわけよね？」


    　石黒は不機嫌そうに答える。


    「だったら何だ？」


    「ぶっちゃけて言うわよ。このホテルを爆破しようとしているの、あんたでしょ」


    「はあ？」


    　石黒はハトが豆鉄砲を食らったような顔をしたが、レジーナは強く言う。


    「最近、東欧の武器商人が日本に来て何者かに大量の爆薬を売ったことが警察の調べでわかってるの。仲介したのは大陸系のマフィアだった。あんたとも商売したことがある相手よ」


    　石黒は頭を横に振る。


    「あいつらの客なんか、世界中にいるさ」


    「でも、あんたにはその動機がある」


    「どこがだよ」


    　石黒はバカバカしいといったふうに笑いながら話す。


    「いいか。たとえ外為法の緩和に反対だとしても、ホテルを爆破して俺に何の得がある？　だいたい俺はここのカジノの警備カメラの映像で儲もうかってたんだぜ？　ジャンケットの商売ができなくなんのにカジノまでなくなっちまったら、唯ゆい一いつの食くい扶ぶ持ちがなくなっちまうだろうが」


    「証しよう拠こはまだあるわ。その警備カメラの動画についてよ」


    　レジーナは勝ち誇った風に言う。


    「ここのカジノの警備カメラの映像は違法電波で、あんたのカジノにリアルタイムに送信されていた。しかも動画データは特殊なプログラムで暗号化されてた。そのプログラムが、例の予告メールに添付されてた犯行予告の動画ファイルと同じだったのよ」


    「知らねーし」


    　すると、石黒はまたも苦笑して答える。


    「だいたい言っとくけどな。あの映像データは、うちが送受信の仕掛けまでしてたわけじゃねーぞ」


    「……え？」


    　それを聞いて今度はレジーナが驚いた。石いし黒ぐろは話し続ける。


    「本当だ。映像データの電波は俺たちが飛ばしたんじゃねえ。元々このカジノから飛んでたんだ。俺たちは、その電波を拝借してただけだ」


    「ちょっと待って。あんたたちじゃなかったら一体誰が、何の目的で、カジノの警備カメラの映像なんか受信してるっていうの？　それに爆薬は？」


    　レジーナはひどく混乱したようだったが、石黒は平然と答える。


    「さあな。予告を送ってきたテロリストたちががもう動き出してんじゃねーの？」


    「!?」


    「とにかく、映像の電波のことは菊きく池ち君に訊きいてくれ。俺は何も知らねえ」


    　そう言って、石黒は両手を広げた。菊池って、たしかソナーだ。あのリーゼント頭の奴やつだ。


    「菊池君ももう殺されちゃってるかもなあ」


    「え!?」


    　こがねと俺は同時に声を上げた。


    「どういうことだ？」


    　石黒はそれには答えず、深いため息をついてから話す。


    「俺、つくづく思うんだけど、ギャンブルって、引き際が一番大事だと思うんだよね」


    「それがどうした？」


    　なんで今そんな話をしたのか、不思議に思って俺は尋ねた。すると石黒は俺の顔を見て寂しそうに答える。


    「人生ってイコールギャンブルだって話したじゃん。俺、たぶん引き際を間違えたんだと思うわ。もう人生ごと降りなきゃいけない感じになっちゃってる気がするんだ」


    「ちょ、ちょっと待て。何の話だ？」


    　沈黙をはさんで、石黒は俺たちの顔を見てから意を決したように言う。


    「……闇やみのジャンケットをやってるとき、カジノに来た金持ちのマネーロンダリングを随分手伝わされた」


    「!?」


    　突然の告白に驚いたが、俺たちは耳を傾けた。


    「奴らが汚いことで稼かせいだそりゃあもう汚れた金を、カジノを通してずいぶん洗った。その取引のデータは、菊池君が持っている俺のパソコンの中にある。それを持っていることで、俺は助かるか、消されるか。俺にとって最後の切り札だ」


    「……！」


    「ギャンブルにはその先の運命を決めるターニングポイントが必ずある。明日のＩＥＰがそれだ。俺だけじゃない。あんたたちも含めて、この国に生きる者すべての運命が決まる」


    　俺は、こがねとレジーナと顔を見合わせた。それから、石いし黒ぐろはため息混じりに語る。


    「……だが、この国の人たちはだいたい、そういう局面にあることを知らないか、あるいは、知っていても考えるのが面倒で思考停止しちまうんだ。運は天に任せて、なるようになるってな。最悪の運命を変えられたかもしれないチャンスを自みずから放棄しちまう。カジノにいたら間違いなく負けるパターンだ」


    　俺は石黒の横顔を見た。なぜだか俺の頭の中で父親の声がリフレインした。


    　……考えろ。わずかな知恵でも振り絞れば、変えられない運命はない。


    　やがて、ドアホンの音がそれをかき消した。


    「……誰かしら？」


    　こがねがドアに向かおうとしたが、相手はドアキーを持っているのか、ドアを開けて入ってきた。


    「失礼。どうもどうも」


    　入ってきたのは多た古こだった。


    「ごくろうさまです。エイプスの皆さん、さすが。お手柄でしたね」


    　多古はなぜかいつもの嫌味な態度はなく、すごく礼儀正しくて逆に気持ち悪い。多古は、背後にスーツの男たちを何人か引き連れていた。


    「おかげさまで悪党どもを一いち網もう打だ尽じんにすることができました。これで、「ジパングカジノ」もホテルも安泰です。ＩＥＰも無事に行われるでしょう。さて。じゃ、あと、こいつの身柄はこちらで引き継ぎますね」


    「え!?」


    　こがねが唖あ然ぜんとして尋ねた。


    「でも、まだ取り調べが……」


    　しかし、多古が妙ににこやかな笑顔で俺に言う。


    「大丈夫。上で話はついてますので。皆さんの仕事はここで終了です。ありがとうごさいました」


    　多古がそう言い終わったころにはすでに、多古が連れてきた男たちが石黒の両脇わきをつかんで立たせていた。


    「あの……」


    　何かがおかしい。そう察知したこがねが何か言いかけたが、多古の言葉に遮られた。


    「いやあ、皆様のおかげです。本当にお疲れ様でした。翌朝のチェックアウトの手続きはこちらで行っておきますので。そうだ。ゴールドバーグ氏が、一いち万ま田たさんにもう一度、お会いしたいとおっしゃってました。では」


    　多た古ことスーツの男たちは、石いし黒ぐろを連れて玄関に向かっていた。石黒が振り返って言った。


    「そういや、お嬢さん。さっきのあんたの言葉を返すようだけど、俺にだって仲間はいる」


    「え？」


    「一人だけな。菊きく池ち君だ」


    　石黒はポケットに入れていたトランプのカードを俺に渡して言う。


    「それは彼のものなんだ。返しておいてくれ」


    「……!?」


    　俺は、わけもわからず、トランプを受け取った。石黒は部屋を出る直前に一度振り返って俺の顔を見た。今度こそ間違いなくウインクしているみたいに俺には思えた。


    



    ￥￥￥


    



    　翌朝、俺とこがねは「ジパング・リゾートホテル」のロビーのラウンジにいた。


    　石黒が多古たちに連れていかれたあと、東京にいるエイプスの局長から電話があって、今回のミッションは強制終了されてしまった。


    　上のほうでなにやら話があったらしい。ソナーを追っていた渋しぶ澤さわ課長も途中で引き揚げてきて、荷物を整理するために部屋に戻った。結局、レジーナも、あの映像データを送受信している奴やつの正体はわからないままだった。


    　釈しやく然ぜんとしないまま、ラウンジのソファーに座って、俺とこがねはしばらく無言でいた。


    「……」


    「……」


    　長い沈黙を挟んでから、やがて、こがねが口を開いた。


    「……結局、たこ焼き、食べてませんね」


    「……そうだな」


    「……」


    「……」


    　再び、沈黙を挟んで、俺とこがねは同時に言った。


    「なあ」「ねえ」


    「なんだ？」


    「ケチロンこそなんですの？」


    「そっちから先に言えよ」


    「ケチロンからどうぞ」


    「……」


    　俺は、考えてから口を開いた。


    「……あのさ。アイツが言ってたことなんだけど」


    「何です？」


    「『明日のＩＥＰでこの国の運命がはっきりする』って」


    「ああ、いってましたわね」


    「あれ、本当かな」


    「さあ」


    「どういう意味だろう」


    「わかりませんわ」


    　それからまたしばらく沈黙があって、こがねが俺に尋ねる。


    「外がい為ため法ほうって、そんなに大事な法律なんですか？」


    「ま、この国を守る壁だからな。でも、カジノに金持ちを呼びたいなら、そこに穴を開けなきゃならない」


    「だとしたら気になりますわね」


    「何が？」


    「昨日実はゴールドバーグ氏と、インディアンポーカーをする直前に、ソナーさんに話しかけられたんです。『一いつ旦たん決壊した堤防は、戻らない』って」


    「……え!?」


    「そのときは意味がわからず、放置したんですが、それってつまりその規制緩和について、言われたような気がして……」


    「待ってくれ。菊きく池ちがなんでそんなことを？」


    「さあ。しかもその後、彼はこう言いましたわ。『ゴールドバーグ氏には負けろ。そいつからは金をもらうな』って」


    「そんな馬鹿な」


    　俺は混乱して、こがねの話を否定する。


    「そんなわけがない。菊池は、ゴールドバーグ氏から金を奪ってこいと言ってた石いし黒ぐろ側の人間だぞ？　なんでそんなことを」


    「わかりませんわ。でも何となく私、怖くなって。ゴールドバーグ氏がどんな人か調べるために負けようと思いましたの。もちろん『貴人としての義務ノブレスオブリージユ』だと思ってのことでもありましたけど。そうしないと、結局、ケチロンも救えないような気がして」


    「そうだったのか」


    　それにしても菊池はなぜそんなことを言ったんだろう。何か深い理由があるんだろうか。こがねの話を聞いて俺が嫌な予感を覚えていると、背後で聞いたことのある声がした。


    「やあ。どうも」


    「!?」


    　噂うわさをすれば影だ。こがねと俺が振り返ると、そこにはゴールドバーグ氏がいた。


    「あ！」


    　こがねと俺が同時に声をあげて立ち上がると、氏は笑顔で俺たち一人ずつと握手をした。


    「どうぞ座って」


    　ゴールドバーグ氏は、俺たち二人をソファーに座らせてからまず俺に言った。


    「ミスターミズマチ。いつぞやは、バーで不快な話をしてすみませんでした」


    「ああ、いえ。こちらこそ、あの時はそんな高名な方とは知らず、大変失礼を……」


    　俺が頭を下げていると。こがねも謝った。


    「私もすみませんでした！　昨夜は突然、飛び出してしまって……」


    「いえいえ」


    　氏は笑いながら言う。


    「昨夜のあなた方エイプスの活躍については聞いてますよ」


    「え？」


    「あなた方が違法ジャンケットを仕切っていた組織を摘発したと」


    　氏は、俺たち二人に拍手をしながら言った。


    「これで、この国の外がい為ため法ほうの緩和の促進につながる。ＩＥＰの前日にグッドニュースです。」


    　満足げに、ゴールドバーグ氏は俺の肩を叩いた。それから、彼はその後で付け足すように言った。


    「……しかし、捕まえた容疑者から、話が聞けなかったのは残念でしたけど」


    「え!?」


    　こがねと俺が声を上げると、ゴールドバーグ氏は、大したことがないように言う。


    「ええ。留置所へ護送中に、心不全で亡くなったとか。さっきニュースでやってましたよ」


    「石いし黒ぐろが？」


    　俺は思わずこがねと目を見合わせた。人生のギャンブルを降りることになりそうだと石黒が言ってた言葉の意味がようやくわかった。あいつはそうなることを予感していたのだ。


    　それからゴールドバーグ氏は思い出したように話す。


    「ああ、そうだ。こがねさん」


    「はい？」


    「昨日は、お小遣いは渡しそびれましたけど、そのかわりに」


    「……かわりに？」


    　こがねが尋ねると、氏は微ほほ笑えんで言った。


    「あなたが持っている会社の株を買わせてください」


    「!?」


    「あなたが個人で持っている会社にぜひとも投資させていただきたい。自分で言うのもなんですが、私が投資するとなれば、株の価値も上がりますよ。いかがです？」


    「それは……」


    　こがねは俺の顔を見た。菊きく池ちに言われたこともあって不安なのだろう。しかしゴールドバーグ氏は笑顔で言う。


    「もちろん今すぐでなくても構いません。しかし、もし私の協力をお望みなら、いつでも私の部屋に来てください」


    　それから氏は腕時計を見ながら言う。


    「失礼。行かなければ。また会えるのを楽しみにしています」


    　と言ってゴールドバーグ氏が伝票を手にしようとした瞬間、声が脳内で響く。


    『そいつにおごらせるな！』


    「!!」


    　気がつくと俺はゴールドバーグ氏の手を、とっさにつかんでいた。


    「!?」


    　驚いた氏が俺を見ると、俺は自分でも驚くほどの音量で氏に告げた。


    「自分で、払いますので！」


    「!?」


    　声を荒らげて言うような言葉ではないと思うが、俺はほぼ怒ど鳴なっていた。氏は怪け訝げんな顔をして俺に尋ねる。


    「はて……この間、あなたのＴシャツには『ドケチ』とかかれてあったので、倹約家かとお見受けしましたが？」


    「ええ。だからこそです。この国には『タダより高いものはない』という諺ことわざがありまして」


    　すると、ゴールドバーグ氏は笑って言う。


    「なるほど。では、私はこれで」


    　とだけ言って去っていった。


    　裏返してあった伝票を見ると、紅茶一杯で一二〇〇円。さすがに高級ホテルのラウンジだ。俺の財さい布ふには痛かったが、あんな声が聞こえたら仕方ない。すると、こがねが俺に言う。


    「……さっき、菊池さんの声が聞こえましたわ。『そいつに投資させるな』と」


    「俺もだ。『そいつにおごらせるな！』と。菊池め、どっか近くにいるな」


    　俺が周囲を見渡した。こがねは呟つぶやく。


    「でも、なんでそんなことを菊池さんが？」


    「とっ捕まえて、本人に訊きこう」


    　俺とこがねが菊池を捜しはじめると、ロビーで騒ぐ声が聞こえた。


    「見つけたぞ！　コラあ！」


    「!?」


    　その野太い声に聞き覚えがあると思って、そっちを見ると、なんと渋しぶ澤さわ課長が、ベルボーイを追いかけている。


    「待たんかいボケえ!!」


    「ひいいいい！」


    　俺とこがねは、その光景を見て唖あ然ぜんとした。


    「課長!?」


    「何してんだあれ……？」


    　やがて、課長がカバンを満載したカートを逃げていたベルボーイにぶつけて転ばせた。すると、そのベルボーイの帽子が脱げて隠していたリーゼントの頭があらわになった。


    「菊きく池ち君!?」


    　またもや俺とこがねは同時に叫んだ。


    「神妙にせい！」


    　ベルボーイに扮ふんしたソナーこと菊池君は、渋澤課長にのしかかられ手て錠じようをかけられながら、俺たちにメッセージを送ってきた。


    『早くこのバカゴリラを、どけてくれ！』


    　バカゴリラって。俺とこがねは思わず噴き出してしまった。


    「何や？」


    　渋澤課長にギロリとにらまれたので俺たちは慌あわてて同時にごまかした。


    「いえ！　別に」
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    　ソナーこと菊池君の取り調べは、ベルボーイのバックヤードで行われることになった。


    　掃除用具や、備品が満載されている狭い部屋でエイプスの全員に囲まれて取り調べを受けることになった菊池君は、文句を言う。


    「なんで、こんな部屋で話さなきゃなんないんだよ！」


    「もうチェックアウトして部屋がないんやからしゃーないやろ」


    　渋澤課長が苛いら立だって言うと、ついでにこがねが口を滑らせる。


    「それに私たち、表向きには、仕事は終わってもう東京に帰ったことになっているんですの」


    「はあ？」


    　ソナーは顔をしかめたが、こがねは全部しゃべってしまう。


    「だから、もう、おおっぴらには捜査を続けられない立場なので、こういう部屋のほうがありがたいですわ」


    「もういい。お前黙ってろ」


    　俺はこがねを黙らせたが、菊きく池ち君は口をとがらせる。


    「ちょっと待てよ。もう捜査が終わったんなら、なんで俺捕まったんだよ？」


    　すると、レジーナが返す刀で質問する。


    「あんたこそ、なんでベルボーイに変装してまで、私たちに近づいたりしたのよ」


    「それは……」


    　レジーナの質問がなかなか鋭かったようで、菊池は話し始める。


    「……捕まりたくはなかったけど、あんたたちに伝えといたほうがいいと思ったからだよ」


    「もう捕まったんやから、能力を使わんとおのれの口でしゃべれ」


    　渋しぶ澤さわ課長に促されて、ソナーはＵＳＢメモリーを取り出して見せた。


    「これ、渡しとく」


    「なんだそりゃ」


    　渋澤課長が尋ねると、菊池は口を開く。


    「石いし黒ぐろさんのジャンケットビジネスの帳簿データだ」


    　それから、菊池はぼそりと呟つぶやくように言う。


    「……今となっちゃ、石黒さんの形見になっちまった。なんかの役に立つかもしれないからあずかっといてくれ」


    「わかったわ」


    　レジーナがそれを受け取ると、菊池はすこし感傷的になったように語り始める。


    「……俺は天あめ目のめ会かいに入ったばかりの時からずっと、石黒さんのビジネスのセンスに憧れてた。石黒さんの言うことなら何でも聞いた」


    　ソナーこと菊池は、リーゼントをくしで整えながら話した。


    「だから、石黒さんに『カジノの客の勝敗でギャンブルをする』っていうアイデアを聞かされてさすがだと思った。しかし、どうやって、ここの警備管制センターの監視カメラの映像を闇やみカジノに送ろうかと悩んだ。そんな時、誰だかわかんないけどすでに、映像のデータをどっかに無線で送っている奴やつがいることに気づいた。俺はラッキーだと思った。元々、電波で流れてんだったらそいつを傍ぼう受じゆすればいいだけだから」


    「その時、誰がその電波をどこに送ってるのかとか、気にならなかったの？」


    　レジーナに詰め寄られて、菊池は答えた。


    「最初はな。だけど、だんだん気になってきて、調べてみたんだ。そしたら……」


    　菊池は言いにくそうに言葉を切った。俺は続きを促す。


    「そしたら？」


    「……夢ゆめ洲しまには他にもいろんな違法電波が飛んでいるのを知った。送受信していたのはほとんどが、カジノ反対派の市民団体だった」


    「!?」


    　なるほど。俺はすっかり忘れていたが、そういう勢力もあった。


    「奴やつらはその電波でいろんな情報をやりとりしていた。ほとんどがデモの集合場所やコースの確認だったけど、時々、とんでもない話を聞いちまうこともあった」


    「たとえば、どんな？」


    「ゴールドバーグって大富豪が、実は能力者だってこととか」


    「!?」


    「それ自体は別に珍しいことじゃないかもだけど、ビビったのはその能力の内容だ」


    「……どんな能力ですの？」


    「なんでも、あの金持ちにお金をもらうと、ゴールドバーグ氏の意のままに動かされる操あやつり人形になってしまうらしい」


    「……!?」


    　俺とこがねの喉のどがごくりと鳴った。


    「あいつらの話だから、本当かどうかわからんが、ゴールドバーグ氏に金をもらったら最後、脳の中身をすべて知られてしまい、弱みを握られた人間は、その後一生、傀く儡ぐつになっちまうんだと」


    　それを聞いて俺はハッとした。まるでゴールドバーグ氏が俺に話していたカタツムリの寄生虫の話にそっくりだ。ある意味、彼にお金をもらうのは、寄生虫を植え付けられるのと同じような気がした。こがねは菊きく池ちに尋ねる。


    「もしかして……だから、あの時!?」


    　こがねの顔を見て、菊池がようやく明かす。


    「ああ。だから、『そいつから金をもらうな』って伝えたんだ。その噂うわさが本当だとしたら……コントロールされちまうと思ってな」


    「優しいんですのね」


    　すると、菊池は否定した。


    「違う。勘違いすんな。俺にとってはあんたたちがコントロールされようが、どうでもいい」


    「なんだ。そうですの？」


    　がっかりしたようにこがねは言ったが、菊池は熱い目で俺たちを見て言った。


    「けど、アンタたちは能力者を捕まえるのが仕事だろ？　アンタたちを助けたのは、そのゴールドバーグとかいう能力者を捕まえてもらうためだ。この国が滅ほろんじまう前に」


    「それにしても、警備カメラの映像を送ってんのは一体誰なんや」


    　渋しぶ澤さわ課長が腕を組んで考えていると、レジーナが言う。


    「カジノ反対派の奴らのネットでのやりとりを調べればわかるかも」


    　だが、菊池が頭を振る。


    「いや、やりとりの数が多すぎて無理だ。カジノ反対派に新しく参加する人間はどんどん増えてる。それも顔出しナシの正体不明の人間ばかりだ」


    「でも、幹部みたいな固定メンバーは限られとるやろう」


    「ところが組織の中心にいる人間は、そっから突き止められるのをわかってて、メンバーを固定しないように、新しく参加してきた奴やつにどんどん直接、コンタクトを取っているらしい」


    　それを聞いて、渋しぶ澤さわ課長はため息交じりにぼやく。


    「新しいメンバーがどんどん増えるうえに、そいつらの正体も不明か……こりゃ中心にたどり着くのは不可能やな」


    　すると、こがねがこともなげに言う。


    「いいえ。超簡単ですわよ」


    「？」


    　一同が、こがねを見ると、こがねは平然と話す。


    「組織の中心にいる人から、コンタクトを取ってもらえばいいんですわ」


    「一体、どうやって？」


    　俺が尋ねると、こがねは微ほほ笑えんでいう。


    「私たちも、カジノ反対派に入るんですの！」


    「!?」


    　こがねの言葉に、そこにいた全員が顔を見合わせた。
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    　こがねのアイデアは突飛なようで、なかなか優れていた。


    　さっそくレジーナが、ネット上にいるカジノ反対派の連中のやり取りに加わって、反対派に参加したい旨を告げると、奴らは、何の疑いもなく俺たちを、彼らの活動への新規参加者として受け入れた。顔出しナシで、正体不明だからちょろいもんだ。


    　それからレジーナは、組織の中心にいる人物に見つかるように、頻ひん繁ぱんに彼らとやり取りし、カジノ構想を徹底的に批判した。そのコメントを読みながら、渋澤課長が顔をしかめる。


    「『カジノさえやれば海外から金が集まるなんて浅はかすぎる！　政府はクソだ！』……？　これ、いくらなんでも言い過ぎやないか？」


    　だが、レジーナは得意げに答える。


    「でも、カジノ反対派の連中には大ウケですよ。ほら」


    　そういって、レジーナは、俺たちに届いたメッセージの数々を紹介した。


    『よくぞ言ってくれた！』『反対派へようこそ！』『大型ルーキー登場だ！』


    　などなど、彼らからは絶大な指示を受けていた。


    「すべて順調ですわねっ！」


    　こがねは自分のアイデアがうまくいったのが嬉うれしいらしく満面の笑みでそう言った。


    　……いいや。すべてではないかもな。


    　口には出さなかったが、俺は、さっきから自分のスマホを鳴らしている瀬せ尾お局長からの着信を見つめながらそう思った。


    　瀬尾局長は、わかりやすく言うとエイプスの一番偉い人だ。


    　オネエでなおかつヒステリックな局長を怒らせると後が怖い。俺は観念して電話に出た。


    「……はい。もしもし」


    『……どういうことなの？　袈け裟さ郎ろうちゃん。あなたたち、なんでまだ大阪にいるの？』


    　電話の向こうの局長の声は、ギリギリのところで抑えられてはいたものの明らかにすでに怒っていた。


    『与党のカジノ推進派の議員から、こっちにクレームが来てるの。渋しぶ澤さわ課長も電話に出ないし、あんたが皆を引き連れて、さっさと帰ってきなさい。いいわね？』


    「はあ、でもですね……」


    　俺が何てごまかそうか考えていたところ、レジーナが叫ぶ。


    「聞いて！　反対派の中心にいる人物からコンタクトがあったわよ！」


    　レジーナが嬉き々きとして皆にパソコンを見せた。すると、こがねも嬉しそうに手を叩く。


    「やった！　これで、私たちも立派な『カジノ反対派』のメンバーになれましたわね！」


    『はあ!?』


    　そのこがねの声が聞こえてしまったようで、電話の向こうで局長が声を荒らげる。


    『カジノ反対派のメンバーになったって？　一体誰が!?』


    「さ、さあ……!?」


    　俺は慌あわててごまかしたが、局長は追及してくる。


    『まさか、あんたたちじゃないでしょうね!?』


    「いやあ、まさか」


    　俺は苦笑しながら、もちろん否定した。もし本当だなんて聞いたら、局長は怒りのあまり爆発するかもしれん。だが、さらにレジーナが局長の爆発の威力を高めるようなことを言う。


    「向こうからこの組織に入った目的を聞かれたんで、『国会を爆破したい』と言ったら、なかなか見どころがあるって、気に入られたみたいなの！」


    『国会を爆破!?　あんたたち、何をしようとしてんの!?』


    「あの、えっと……東京に帰ったら詳しく報告しますので！」


    　もはや俺は言い訳が思いつかなくなって、局長との電話を切ることにした。


    『ちょっと！　待ちなさい！　もしも──し！』


    　電話を切った直後も瀬尾局長からの着信は何度もあったが、俺はスマホの電源を切った。


    　やれやれ。東京に戻ったらきっと大目玉を食うだろう。


    　ボーナスもカットされるかもしれん。これで進展がなければ骨折り損だ。


    「それで？　相手の居場所はつかめたのかよ」


    　俺が尋ねると、レジーナは画面を見つめながら超高速でキーボードを叩いている。


    「もうすぐ突き止められるわ……待ってて……ん？」


    　パソコン画面を見ながらキーボードを叩いていたレジーナの手が止まる。


    　どうやら突き止めたらしい。だがレジーナの表情はなぜか暗い。


    「この場所って……!?」


    「何じゃい」


    「どうしましたの？」


    　こがねと渋しぶ澤さわ課長がレジーナの顔を見た。レジーナが重い口調で答える。


    「『ジパングカジノ』の……警備管制センターです」


    「はあ!?」


    　俺たちは同時に声を上げた。


    「あそこに、カジノ反対派の中心人物がいるってことですの!?」


    　こがねが尋ねると、渋澤課長が笑いながら言う。


    「そんなわけないやろ。あそこには板いた垣がきがおるねんぞ？」


    「……ですが、このアカウントは……」


    　レジーナはそれ以上言えなかったのか、そこで言葉を切った。しびれを切らした渋澤課長は、レジーナのパソコンを覗のぞき込んだ。


    「……うそやろ」


    　その人物の名前を見た渋澤課長の表情がこわばった。俺も画面を覗き込んでみた。するとそこに書かれてあったのは……。


    　まさにあの、板垣大だい輔すけの名前だった。

  


  
    



    第五章　『ショウ・ダウン』


    



    　俺たちが再び警備管制センターに訪れたとき、板いた垣がきはいなかった。スタッフに聞いてみると、まさに警備モニターのある中央制御室にいるという。スタッフの案内で警備管制センターの奥にある制御室に入ると、そこは宇宙船のコクピットのような部屋で、板垣は中央の操縦席みたいな席に座って端末になにやら打ち込んでいた。俺が先頭に立って声をかけた。


    「板垣さん」


    「……？」


    　すると作業の手を止めて、板垣は振り向く。


    「おお。皆さんおそろいで。どうしました？」


    　板垣は俺たちを笑顔で迎えたが、こがねが強い口調で尋ねる。


    「今、そこで何をしていたんですの？」


    「何って別に。警備カメラのメンテナンスですけど」


    　板垣はそう答えたが、そばにあった端末を調べていたレジーナが間かん髪はつ容いれずに言う。


    「嘘うそよ」


    「……？」


    　板いた垣がきがレジーナに目をやると、レジーナは端末の画面を見せて問い詰める。


    「……警備カメラの映像を送る電波の設定を変えていたわね。石いし黒ぐろの闇やみカジノが摘てき発はつされて発覚するのを恐れたんでしょ」


    「……」


    　板垣は黙ったままそれを否定しなかった。


    「……なあ、ガキ」


    　渋しぶ澤さわ課長は深いため息をついてから低い声で告げる。


    「お前に、訊ききたいことがある」


    「……？」


    　板垣は例の黒目の小さな狼おおかみみたいな目で俺たちを見て、何をしにきたのかをだいたい察した様子だった。板垣はゆっくりと椅い子すを回転させ、俺たちのほうに体を向けて言う。


    「……なんですか？」


    　渋澤課長は、板垣に静かに尋ねる。


    「お前は誰や？」


    「……？」


    　板垣は眉まゆ根ねを寄せたのみで答えなかった。渋澤課長はさらに問いを重ねる。


    「……少なくとも俺が知っている板垣大だい輔すけではないようやな」


    　渋澤課長はプリントアウトされた資料を見せた。そこに載っていたのは、カジノ反対派団体の名簿に登録されていた板垣の姿だった。渋澤課長は言う。


    「最初にお前を疑わなかったのは俺の不覚やった……お前なら、パスコードを書き換えて、警備カメラの映像を仲間に送るのなんか造ぞう作さもないわな」


    「……」


    「ヤクザのイカサマのほうに俺たちの目をむけさせて、石黒の闇カジノを先につぶさせたのも、あいつらが傍ぼう受じゆしとった電波から発覚するのを恐れたからや。お前ら仲間のことがな」


    　それから渋澤課長はもう一枚の資料を見せて言う。そこには、いつだったかカジノに入り込んで暴れていたあの長髪の男の資料もあった。名前は『荒あら井い』というらしい。


    「この荒井って男を調べたら、以前、自宅で手製爆弾を製造した疑いで前科があった。けど、お前はあの時、カジノからこいつを追い出すだけにした。荒井がカジノに入はいれたんはお前が貸したスタッフパスと清掃員の衣装のおかげやった。きっと荒井はＩＥＰ当日を待てずに先走りしたんやろ」


    「……」


    「こいつらと組んで、一体どんな悪さしようとしてんのか。さっさと吐け……ガキ！」


    　板垣と渋澤課長はお互いににらみ合って、火花が散りそうだった。


    　やがて、抑えた声で板垣が静かに答える。


    「……シブさんはわかっとらんのです。本当の悪がどっちなのか」


    「……？」


    「俺は刑事をやってる時からずっと、貧困が人を犯罪に走らせることに腸はらわたが煮えくり返ってた。刑事を辞めてから、経済的問題で非行に走った子供たちの更生に携たずさわって知りました。彼らが何度這はい上がろうとしても、貧困が彼らの人生を捻ねじ曲げる」


    　渋しぶ澤さわ課長は、眉み間けんのしわをさらに深くして板いた垣がきの話を聞いていた。板垣は続ける。


    「それから俺は自分なりに調べていくうちに、世界中で子供たちの未来を奪っているのは、世界を取り巻く経済のゆがみであることに気づきました。この世界は、ほんの一握りの富裕層によるギャンブルみたいな経済活動のせいで、大多数の人々の人生が脅かされとるんです」


    　板垣はまくし立てるように話を続ける。


    「金持ちどもはまるで地球そのものをカジノに見立てて、投機に限りない欲望をふくらませる。その結果バブルがはじけて、多くの人々が飢え死にしたとしても、誰も責任なんかとらない」


    　俺は黙って聞いていた。板垣の話は間違ってはいない。アメリカで起こった例の不動産ローンの破は綻たんがそうだった。あの時、金融政策のトップにいて大儲もうけした奴やつらは、バブル崩ほう壊かいのほとぼりが冷めた頃には元のポストに戻っていた。


    「そのたびに金持ちの勝手をさせないように規制をつくって、彼らの欲望に制限をかけようと壁を作っても、グローバル化だの自由化だの便利な言葉を使って、かならず金持ちどもがよってたかってその壁を壊そうとしよる。明日のＩＥＰもそのひとつです」


    　こがねが、板垣に訊きく。


    「どういうことですの？」


    「ＩＥＰでは、日本のカジノを成功させるために、海外からカジノに持ち込めるお金の上限額を引き上げようって話になるはずです。そのために壁となっている外がい為ため法ほうを改正しようと」


    　頭を振りながら板垣は解説する。


    「でも外為法は日本の技術の流出を止めたり、外部からの過剰な資金の流入を防ぐ大事な壁です。規制を一いつ旦たん緩和してしもたら元に戻すのは無理や。ちょうど堤防から水が漏れるみたいに、最初はごくわずかな小さな穴でも、いずれ一気に決壊する」


    　俺はこがねと目を見合わせた。こがねがインディアンポーカー中に聞いた言葉だ。たぶん、菊きく池ちが引用してこがねに伝えたんだろう。


    「ところが政府は、カジノさえ造れば金持ちが金を落としてくれるだろうっていう浅はかな発想で造ってしもうた。まさに素人しろうとのギャンブルのやり方と同じですわ。ぶっこむだけで戦略がまるでない。だから、海外から来る富裕層の言いなりになって、規制を緩和するはずです。それこそ奴らの思う壺つぼやのに」


    　板垣は深いため息をつく。


    「しかも、規制緩和推進派の先鋭であるゴールドバーグ氏は、お金を渡した相手の脳内を読んで弱みをつかむことができる能力者や。もうすでにあいつの操あやつり人形となっている人間は日本の政財界にもたくさんおる。やがて彼が放ったお金の形をした寄生虫は、利子という名でこの国にも蔓まん延えんし、人々はコントロールされて、金持ちどもに食われるためのエサになってしまう」


    　俺は、寄生虫に脳を侵されたカタツムリの群れが、自みずから空飛ぶ鳥たちのエサになるために動く様子を想像して、吐きそうになった。


    「その負の連れん鎖さは、私たちの子から孫へと、永遠に続けられることになるんです。カジノに持ち込めるお金の上限を引き上げるのは、奴やつらの口実です。なんとしてでもＩＥＰを阻そ止しせなあかん」


    「そのためなら法を犯してもええと言うんか!?」


    　渋しぶ澤さわ課長の声は怒りに震えていた。だが板いた垣がきは渋澤を説得するように言う。


    「違うんです。シブさん。その法律を作るのもあいつらなんです。なぜなら」


    　そこで言葉を切ってから、板垣ははっきりと答えた。


    「ゴールドバーグ氏は、アライアンスのメンバーなんです」


    「!?」


    　板垣の言った言葉に、そこにいた全員が固まってしまった。


    　アライアンスは、能力を悪用する犯罪者の国際組織だ。その中には富裕層の人間も大勢いる。ゴールドバーグ氏がそのメンバーであっても不思議はない。さらに板垣は必死で付け加える。


    「あいつらの作った法を守ったって、あいつらの奴隷になるだけなんです！　わかってください」


    　そして俺は思い出した。このカジノから警備員に追い出されていた若者の言葉だ。


    　アライアンスの悪あく行ぎようの片棒を担かつぐつもりか。


    「あいつらの悪行を止めるチャンスは今しかない」


    　それから、板垣はスマホを出して渋澤課長に言う。


    「ホテル内にも、すでに爆弾は仕掛けてあります。起爆はこのスマホでできる」


    「……!!」


    「ゴールドバーグ氏が滞在している間に、奴のいるフロアごと……」


    「その辺にしとけ」


    　課長は拳けん銃じゆうを取り出して、その銃口を板垣に向けた。


    「……シブさん？」


    　信じられないといった表情で板垣は渋澤を見て、叫ぶ。


    「どうか俺のことを信じてください！」


    「黙れ！　お前はもう俺が知ってる男やない……俺が知ってるあいつは、悪を憎んで、正義を貫く男や」


    「だったら俺は何も変わってない」


    「そのテロリストの真ま似ね事がか！」


    「シブさんも含めて、俺たちの、未来を守るためなんです！　邪魔しないでください」
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    　板いた垣がきが、スマホに指を近づけた。


    「やめろおおおお!!」


    　渋しぶ澤さわ課長の叫び声と同時に、銃声が鳴り響いた。


    「!!」


    　だが、撃ったのは課長じゃなかった。俺たちの背後から、また警官隊を引き連れて駆かけつけた日ひ野のが叫ぶ。


    「板垣大だい輔すけええ！　……お前に訊ききたいことがある。神妙にお縄を頂戴しろ!!」


    「くっ!!」


    　銃弾は板垣の右肩に当たり、板垣が持っていたスマホは、撃たれた衝しよう撃げきで落としてすでに壊れていた。日野率いる警官隊はすばやく板垣を取り押さえて、手て錠じようをかけた。


    　それから、日野はこがねに向かって頭を下げる。


    「……犯人逮たい捕ほへのご協力、感謝する」


    「え？」


    　俺が、こがねの顔を見るとこがねは答える。


    「私が、ここに来る前に伝えておきましたの」


    　すると、日ひ野のが神妙な面おも持もちで俺に向かって話す。


    「……せっかく苦労して捕まえた石いし黒ぐろを、上からの命令で多た古こに預けたのは不覚だった……だが、こいつは今度こそ、責任を持ってオレたち警視庁捜査一課がこってり絞り上げておく！」


    　妙な宣言だったが日野の表情は決意に満ちあふれていた。すると渋しぶ澤さわ課長が日野に頭を下げる。


    「……頼みます」


    　日野は課長に短く敬礼して、板いた垣がきを連れていこうとした。


    　板垣は部屋を出る前に渋澤に言う。


    「……シブさん」


    「……？」


    「俺がやらなくったって、反対派の誰かがやるはずです。俺一人でやって責任を取るつもりでしたけど……若い奴やつが道を踏み外さんようにしてやってください」


    　板垣は、渋澤課長に一礼すると、日野に連れられていった。


    「……」


    　渋澤課長は少しほっとしたような表情になった。それを見て不思議そうにこがねが尋ねる。


    「どうしましたの？」


    「……安心したんや。あいつに変わってないとこもまだあって」


    「……」


    　俺たちは黙っていたが、やがて渋澤課長が顔を上げてはっきりと言う。


    「よし。仕事や。ホテルの爆弾は警察に任せるとして、まずはカジノ反対派について調べんぞそれから……」


    　渋澤課長は、俺たちの顔を見て言う。


    「……ゴールドバーグ氏についてもや」


    　俺たちは同時に返事をした。


    「はい！」


    



    ￥￥￥


    



    　それから警察とも連係して、俺たちは捜査を進めた。


    　日野たちはもとより、地元の大阪府警も、渋澤課長の顔が利くので、皆協力的だった。


    　カジノ反対派団体のアジトもあらかた調べがつき、ホテルに仕掛けられた爆弾もすべて排除されたが、爆弾を作った例の長髪眼鏡めがねの男、荒あら井いの行方ゆくえはまだわかってない。


    　ホテルのラウンジで渋澤課長は頭を抱えて、うなる。


    「……荒井がもし、自分が追われていることを知ったら、ＩＥＰ開催前にことを起こしてまうかも知れん。弱ったで」


    「こっちも弱ったわ」


    　隣でパソコン画面を見つめていたレジーナがぼやいたので俺が聞く。


    「どうした？」


    「菊きく池ちにもらった石いし黒ぐろの取引のデータなんだけど、鍵かぎがかかっていて開けないの」


    　こがねが驚いたように声を上げる。


    「レジーナさんでも解除できないんですの？」


    「できなくはない。けど時間がかかる。かといってこじ開けようとしたら自動的に削除されそうなの。困ったわ。なんかヒントでもあればいいんだけど」


    「……ん!?」


    　俺は石黒のウインクをふと思い出して言った。


    「これ……！」


    　俺は石黒から預かったトランプをレジーナに差し出して言う。


    「石黒が連れて行かれる前に、俺に渡して言った。こいつを菊池に渡してくれと」


    「ということは、パスワードのヒントかもしれませんわ！」


    「……!!」


    「そうらしいわね。ありがとう」


    　レジーナはさっそくトランプを受け取って調べてみる。


    「カードの端が何枚か折られてる」


    「パスワードの目印かもしれませんわよ！」


    　こがねが言ってカードの端が折られたものをピックアップする。


    　レジーナが選ばれたカードを見つめる。


    「……ハートのＡエースがＨ１、スペードのＫキングはＳ13だとすると……」


    　ものすごいスピードでキーボードを叩いてから、レジーナの表情がぱっと明るくなった。


    「解除できた！」


    「やりましたわねっ！」


    　こがねも嬉うれしそうにパソコンの画面を覗のぞき込んだ。


    　だが、画面を見つめる二人の表情から微ほほ笑えみは次第に消えていった。


    「……！」


    「……どうした？」


    　渋しぶ澤さわ課長がそれを察して尋ねた。すると画面を見たままでレジーナが答える。


    「……相当な金額の汚れた金が、カジノで洗われてたみたいです」


    「なんてことですの……」


    　続いてこがねが言う。


    「……この汚れたお金の額は……世界中の人々の悲しみの数ですわ」


    　こがねは涙声になっていた。


    「そして、マネーロンダリングされた金は、再び悪いお金持ちのもとに戻って、また新たな悲しみを生み出す……許せませんわ」


    「この中には、ゴールドバーグの取引もあるかもしれません。このままじゃ、あの板いた垣がきが言ってたとおりになるかも」


    　レジーナも不安げに、渋しぶ澤さわ課長の顔を見る。


    「しかし、かといって、どうしたもんか……」


    　そういって腕を組んだまま、渋澤課長は黙り込んだ。


    　しかし、俺はテーブルの上に広げられたトランプのカードを見て呟つぶやく。


    「……石いし黒ぐろに償つぐなわせましょう」


    「は？」


    　そこにいた全員が不思議そうに俺の顔を見た。課長が俺に尋ねる。


    「償わせるったって、あいつはもう死んだんやぞ」


    「いや、でもあいつも償う気はあったみたいです。俺たちにその意志だけは伝えてます」


    「……？」


    　皆はまだよくわかってなかったが、俺はテーブルの上にあるトランプカードを指さした。トランプのカードは、四種のマークと13までの数字で、アルファベットに変換できる。


    　カードをすべてアルファベットに変換して、石黒が俺に渡したトランプの山のまま、頭から順番に読んでいくと、何かメッセージが浮かび上がることを見つけたのだ。


    　イカサマ師どうしのやり取りはカジノにばれないようにいろんなものを使う。トランプは手に入りやすいので、暗号を伝えるには便利だったはずだ。そう伝えたら、渋澤課長は心底びっくりしたように、俺の顔を見て呟く。


    「驚いたな。水みず町まちでもこんなに役に立つことがあるとは」


    「どういう意味ですか」


    　俺は聞きとがめたが、こがねもレジーナも本当に驚いたように続けて言う。


    「私も驚きましたわ」


    「私も」


    　くそ。こいつら。俺は心の中で毒づいたが、こがねとレジーナは俺のことなんか、かまわずに、石黒の残したメッセージの解読を始めた。こがねが言う。


    「アルファベットに変換すると、最初のメッセージはこうですわ」


    　そのメッセージを俺は音読する。


    「『ＩＥＰを中止せよ』……!?」

  


  
    



    第六章　「最後の切り札エースインザホール」


    



    「ＩＥＰを中止にしろお？」


    　こがねの話を聞いて、多た古こは驚いて目が飛び出しそうになっていた。


    「何言ってるんですか！　そんなことできるわけないでしょう!?」


    　顔を真っ赤にして多古は怒ど鳴なったが、こがねは食い下がる。


    「何とかなりませんの？　このままでは日本が破滅してしまいますわ」


    「中止にしたほうが破滅しますよ！」


    　多古は、また口をとがらせて言った。


    「カジノは日本の生命線なんです！　ＩＥＰで、外がい為ため法ほうが緩和されなければ、このカジノの存続が危あやうい。カジノの存続が危ういということは、日本の経済が危ういんです！」


    「危ういのは日本の経済じゃなくて、カジノ推進派の面めん子つだけでしょ？」


    「なっ!?」


    　多古は驚いて目を白黒させていたが、こがねは容よう赦しやなく続ける。


    「カジノさえ造れば、経済が活性化するなんて考え方自体がそもそも間違ってたんです！　どうせ中途半端なものしか造れないくせに！」


    「なんてことを……!!」


    　こがねが思っていることを全くフィルターに通さず、ズバズバ言うのは心臓に悪いがたまに痛快な時がある。多た古こは顔を真っ赤にして、頭から湯気を上げて苦し紛まぎれに叫ぶ。


    「だ、だいたい、なんであなた方、まだここにいるんですか!?　仕事が終わったんならさっさと帰ってくださいよ！　上司から連絡はなかったんですか？」


    　俺は平然と答える。


    「ありましたけど、無視してます」


    「処分されてもいいんですか？」


    「日本の経済が崩ほう壊かいするほうが、余程怖いですから」


    「あなたねえ」


    　多古は、短くため息をついてから言う。


    「ＩＥＰは明日なんですよ!?　海外からも、国内からも、もうお偉方が到着している。いまさら中止になんかできるもんですか！」


    　日本の経済が崩壊するとしても、偉い人が来るから中止できないという、多古が返した言葉に俺はつくづく空むなしくなった。なんだかんだ偉そうなことばかり言ってたが、結局こいつははなっから日本の経済なんかより、自分の立場のほうが大事なのだ。もし崩壊したとしても、それは上の人間の責任で自分は悪くない。そう思えるからだろう。


    　だが、だとすれば、対処法は簡単だ。こがねも同じことを思ったのか、多古に尋ねる。


    「じゃあ、ゴールドバーグ氏が、やめるといえばどうですか？」


    　想定外の質問に面食らったのか、多古は目を白黒させた。


    「はあ？」


    「どうです？　それなら中止になりますよね？」


    「そ、それは……しかしそんなことは……」


    「わかりました」


    　多古の答えを待たずに、こがねはきびすを返してスタスタと歩き始める。


    「え!?　ど、どこに行くんですか!?」


    「ゴールドバーグさんに会って直接交渉します」


    「はあ!?　ちょ、それは……！」


    　困り果てる多古を振り切ってこがねはエレベーターに向かっていた。俺もその後を追った。


    「あ、ちょっ！　君たち！　待ちなさい!!」


    　俺たちの背後で、多古が声を裏返していたが無視した。


    



    ￥￥￥


    



    　部屋のドアをノックをするとゴールドバーグ氏は、すぐに出てきた。


    「ようこそ。どうしました？　こんな夜更けに」


    「入ってもよろしくて？」


    「どうぞ」


    　俺たちは、彼の滞在するロイヤルスイートルームに入った。


    　めちゃくちゃ広くて、何もかもが豪華だった。


    　俺たちは真ん中の応接間に通されて、ソファーに座った。


    「すまんね。明日のＩＥＰの準備で忙しくて。で、用向きは何かな？」


    「あの……」


    　俺が言いかけるとこがねがすかさず言った。


    「ＩＥＰを中止にしてほしいんですの」


    　すると、ゴールドバーグ氏は笑い始めた。


    　どうやら冗談だと思ったらしい。だがやがて、こがねの表情からそうじゃないと察すると、自分もソファーに座って、こがねに尋ねた。


    「ふむ。そのお願いを聞けば、私に得することでもあるのかな？」


    　氏としては紳士的に断っているのだろうが、こがねは元気よく言う。


    「はい！　私にお金をください！」


    　ゴールドバーグ氏は、再び大声で笑った後に言う。


    「それで私が得をすると？」


    「ええ。あなたの能力で、私の脳が丸見えになるんですのよ？」


    「……!?」


    　わずかだが、能力のことに触れた時、ゴールドバーグ氏の目つきが変わったような気がした。


    「お金を払うことで、誰かの脳内に入って、弱みをつかむことが得意だとか！　あなたが投資したがったのも、私の脳を覗のぞいて弱みを握っておきたいからですよね？」


    「……ほう。私の能力について知っているのかね？」


    「ええ。他にもいろいろ知ってますわよ！」


    「……」


    　こがねの言葉に、ゴールドバーグ氏の頬ほおの筋肉が少し緊張した。


    「私があなたのことについてどこまで知っているか、興味ありません？」


    　こがねは、天てん真しん爛らん漫まんにそう言った。さすがにドキドキした。ゴールドバーグ氏はこがねの物言いに怒りを覚えているらしく、徐々に俺たちを見る視線が冷たくなっているのを感じた。


    「……私は、親しい人間でも、礼儀をわきまえない者には投資しない主義だが……君が何を考えているのかについては、非常に興味がわいてきたよ」


    　ゴールドバーグ氏は、ノートパソコンを広げて言う。


    「お望みとあらば、引き受けてあげよう」


    「ありがとうございますっ！」


    　こがねは喜んで、ゴールドバーグ氏に自分の法人の口座番号を伝えた。


    「……よろしい。では、入金するよ？」


    「お願いします！」


    　ゴールドバーグ氏は、静かにエンターキーを押した。


    　それから静かに話し始めた。


    「……誰から聞いたかは知らないが、私の能力は、金を払った者の心を読むだけじゃなくてね……ある程度行動をコントロールすることができるんだ」


    　そう言って、氏は俺の顔を見た。


    「……ほら、ロイコクロリディウムと同じさ……本人は気づいていないにもかかわらず、破滅へと誘導させることができる……」


    　恍こう惚こつとした表情で語るゴールドバーグ氏は不気味だった。


    「……私からの入金は、寄生虫の卵と同じだ。取り込んだが最後、君も破滅へと……ん!?」


    　そこでゴールドバーグ氏は言葉を切ってから、わなわなと震えだした。


    「……バカな。何だこれは」


    　それからこがねを見つめて言う。


    「なぜだ。これは私の……!!」


    「ええ。そうです。私の弱みが見えると思ってまして？」


    「……!!」


    「残念ながら、あなたが見ているモノは、私の弱みではなく、あなたの弱みです！」


    「こ、こんなものをどこから……!?」


    　ゴールドバーグ氏が、頭を抱えて悶もだえていたので、俺が教えてやった。


    「石いし黒ぐろのパソコンに残ってました。誰にも見つからないようにパスワードで守られていましたが、僕が石黒自身からもらったトランプをヒントに、うちの情報分析官が、パスワードを解除しまして」


    　俺は、レジーナからもらったメールをスマホで見せてやった。


    「……!?」


    「ここには、あなたが……闇やみのジャンケットを利用して、マネーロンダリングをした、その記録がありました」


    「そ、そんなものは過去の記録だ！　なんの証しよう拠こにも……！」


    「ところが！　その記録にあった海外の口座に、私も入金してみたんですの！」


    　こがねが笑顔で言う。


    「私は、自分のお金の流れた先がわかる能力を持っていますの。だから、あなたの口座に入れた途端、あなたの放ったお金、つまり寄生虫が今どこまで蔓まん延えんしているか、一いち目もく瞭りよう然ぜんでしたの！」


    「……!!」


    「もちろんそれは違法なお金。あとは駆除するのみ、ですわ！」


    　ゴールドバーグ氏の顔は、いつの間にか汗びっしょりだった。心なしか、それがカタツムリの粘液みたいにも見えてきた。とどめを刺すようにこがねは、氏に言う。


    「私の能力の勝ちですわね！」


    「……フン。小娘に何ができる」


    　ゴールドバーグ氏は、こがねをにらみつけたままで言う。


    「世間ずれしたお嬢様が何をしようと無駄だ……君もそう思わんかね？」


    　ゴールドバーグ氏は今度は俺のほうを見て言った。


    「……君なら話がわかるかも知れん。こいつは好きだろう？」


    　氏は俺の前に札束を出して見せた。俺は正直に答える。


    「ええ。好きですが」


    「……ならよかった。ああ、君にしたカタツムリの寄生虫の話なら、忘れてくれ」


    　札束を握ると、ゴールドバーグ氏は俺の前まで持ってきて言う。


    「なぜなら、寄生されているカタツムリは、自分が寄生されているとは気づいていない。あんなおぞましい姿になっているなんて気づかないほうが幸せだ。気づいたとしても、気づかないふりをして生きてはいけるはずだ。そうだろ？」


    　俺は、答えなかった。そのかわり、親父の出てきた夢を思い出した。


    　コマに徹して生きていても、案外幸せに暮らせる。


    　……そして、それがいやなら、考えろと。


    「ずっと考えていたんです」


    「……？」


    　ゴールドバーグ氏は俺の顔を見つめた。俺は話を続ける。


    「あの話を聞いて以来、ずっと。俺がもしカタツムリだったらどうすればいいか。そしたら気づいたんです」


    「何に？」


    「そんなカタツムリになりたくなければ……」


    　俺は、ゴールドバーグ氏の持った札束に手を伸ばした。そして言ってやった。


    「クソなんて食わないことだって」


    　俺は、氏の持っていた札束を拳こぶしで叩き落とした。札が床に散らばった。


    「!!」


    　こがねは拍手して言う。


    「さすがケチロン！　私と一心同体の相棒ですわ！」


    「いや、それは微妙だけどな」


    　俺がそう答えると、こがねはまた怒って言う。


    「まあ、まだそんなことをおっしゃるの？」


    「もういい!!」


    　俺たちの口論を見ていたゴールドバーグ氏はそう怒ど鳴なると、俺たちをにらみつけた。


    「どこまでもバカにしおって……仕方ない。ならば操作できる奴やつを使うだけだ」


    「!?」


    　にやりと笑った、氏の表情に嫌な予感を覚えた。


    　やがて、部屋のドアをあけて多た古こが現れた。


    「……多古さん？」


    「……」


    　だが、多古の目の焦点は合っておらず、口の端はからは涎よだれを垂らしていた。


    　そのうえ、右手には拳けん銃じゆうを持って、俺たちに銃口を向けている。


    「カジノを……成功させるんれす。カジノを……させなきゃいけないんれす」


    　多古は、うつろな目で同じ言葉を繰り返していた。


    「……!?」


    　俺たちが後ずさったのを見て、嬉うれしそうに氏は言う。


    「驚いたかね？　彼の脳はすでに私の寄生虫に寄生されている。彼なら、ごくわずかな額でコントロールできたよ」


    「なんてことを…」


    　こがねはゴールドバーグ氏をにらみつけたが、彼はこともなげに答える。


    「そう珍しいことじゃないだろ。町を見てみろ。こんな風に思考が停止したゾンビのような人間はそこらじゅうにいる。国会や霞かすみが関せきには特にね。そうだろう？」


    「カジノを成功、させれす。成功。カジノを」


    　多古はもはや、ゴールドバーグ氏の声すら聞こえてないようだった。


    　ただ、俺たちに拳銃を向けたまま、近づいてきた。


    「……!!」


    「下がったほうがよさそうだぞ？」


    「……成功れす……成功」


    　多古がつきつける拳銃に押されて、俺とこがねはバルコニーにまで出た。


    　ホテルのバルコニーの真下は海だった。


    　この高さから落ちて死ななかったとしても、俺は泳げない。確実に溺おぼれ死んでしまう。


    　氏は笑いながら俺たちに言う。


    「できれば、ここで彼に発砲させるより、君たちがそのまま海に落ちてくれたほうがありがたいんだが。どうかな？」


    「……!?」


    　ゴールドバーグ氏は、指を三本立てた手を見せて言う。


    「三つ数えたら撃つ。海にするか、銃弾にするか。だな」


    　すると、隣のこがねが俺に言った。


    「ケチロン、海に落ちましょう！」


    「いやだ！　泳げないんだよ！」


    「じゃあ、銃で死ぬんですか？」


    「それもいやだ！」


    「でもどっちか選ばないと！」


    「二！」


    「私に任せて！　飛び込んでもすぐに助けが来ますから！」


    「そんなわけないだろ！」


    「大丈夫！　切り札があります！」


    　切り札？　なんのことだ？　俺が眉まゆ根ねを寄せていると、ゴールドバーグ氏が叫んだ。


    「一！　……終わりだ！」


    「……!!」


    　俺とこがねが目を閉じた次の瞬間、銃声、ではなくドアホンが鳴った。


    「……？」


    　俺とこがねは再び目を開けて、ゴールドバーグ氏はドアのほうを振り返った。


    「……ん？」


    　すると、ドアを開けて、ベルボーイが入ってきた。


    「失礼しまーす」


    　ベルボーイはカートを押していた。カートの上にはドーム状のカバーをした大皿が載っていた。


    「何だ、お前は!?　勝手に入ってくるな！　用などないぞ！」


    　ゴールドバーグ氏は声を荒げたが、ベルボーイは笑いながら言った。


    「でもこっちにはあんたに用があるんだ」


    　そういって、ベルボーイは帽子を脱いだ。


    　すると隠してあった長髪があらわになった。こがねが叫ぶ。


    「ケチロン！　あの人！」


    　それは、警備管制センターの大画面の中で見たあの男だった。警備員に捕まって叫んでいたあの、カジノ反対派の男だ。俺は思わずその名を呼ぶ。


    「……荒あら井い!?」


    　荒あら井いはカジノで警備員に捕まった時と同じく、ゴールドバーグ氏に向かって劇的に叫ぶ。


    「ゴールドバーグ。お前に天てん誅ちゆうを下してやる！」


    　そう言って荒井は、大皿の上に載ったドーム状のカバーを取った。


    　すると皿の上には……小さな機械が載っていた。たくさんのコードが、機械の下にある紙粘土のようなものに突き刺さっている。


    「……!?」


    　俺はレジーナが言ってたことを思い出した。たしか大陸のマフィアを通して、武器商人から爆薬を買った奴やつがいるって話だった。荒井は縮れた長髪を振り乱し、目は血走っている。


    「お前の最後の晩ばん餐さんは、俺のお手製の爆弾だ！」


    　笑いながら、荒井はスマホを取り出した。


    「熱々のうちに召し上がれ!!」


    「おい！　何をしている！　こいつを早く撃て!!」


    　ゴールドバーグ氏が、多た古こに叫んだ。多古は無表情で照準を俺たちから荒井に変えて発砲した。体に穴が開き、荒井は口から血を噴き出しながら叫ぶ。


    「くらえええ！　アライアンスうううう！」


    　荒井がスマホに指を近づけたとたん、こがねが俺に抱きついて叫んだ。


    「ケチロン！　ごめんなさいっ!!」


    「うおあっ!!」


    　俺はこがねにタックルされる形で、二人でバルコニーから海に向かって落ちた。


    　その瞬間、部屋では大爆発が起こった。ゴールドバーグ氏と多古がいる部屋が炎上するのを見ながら、俺たちは海に落下した。バルコニーから、着水まではあっという間だった。


    　だが、海に沈んでからは、数秒が永遠に感じた。


    　何も見えず、何もかもの音が遠ざかっていく、真っ暗な海の中へ俺は沈んでいった。


    　口を開けてしまったばっかりに、空気はすべて吐き出してしまった。


    　代わりに喉のどに海水が入ってくる。吐き出して吸う時にさらに飲んでしまう。


    　……だめだ。このまま死ぬ……！


    　そう思って、身を任せ、海中に漂い始めたとき、


    　こがねが俺の傍そばまで泳いできた。そして、俺の口をこがねの唇が塞ふさいだ。


    「!?」


    　俺は心臓が飛び出しそうなほど驚いた。バカか!?　何してんだこいつは!?


    　こがねはそのまま思い切り、俺の口の中に空気を入れた。


    「!!」


    　いきなり空気を吹きこまれて逆に焦ったが、なんとか浮き上がるだけの空気を得た。


    　島の明かりに照らされて、海面の近くは結構明るい。


    　……もう少しだ！　もう少し。


    「げはっ!!」


    　海面に顔を出した途端、口からしょっぱい水を吐き出した。だがまた体は沈んでしまう。


    「……!!」


    　泳げない俺は、海面と水中を往復するように浮かんでは沈むを繰り返し、体力をみるみる消しよう耗もうしていった。次に海面に顔を出したとき、こがねがすぐそばにいて、俺に言った。


    「ケチロン！　がんばって！　もうちょっとで助けが来ますわ！」


    　気休めを言うな。こんなところに助けなんてそんなすぐに来るもんか。こがねの言葉に、俺はそう思った。やがて体力の限界が来て、再び体は海中に沈んだ。


    　────もうだめだ。浮き上がれない。


    　そう思って沈んでいると、水中にカードのようなものがひらひらと舞っているのがわかった。


    「……!?」


    　島からの明かりに照らされ水中で揺れるカードは、妙にまぶしくキラキラしていた。


    　薄れる意識の中で見ると、それは名刺だった。タクシー会社のだ。


    　名刺には『水陸両用車　ナミハヤ・タクシー』と書かれてあった。


    　俺はハッとした。こがねの言ってた切り札ってのはもしかして……!?


    「……!!」


    　すると、エンジン音が近づいてくるのが聞こえた。俺は最後の力を振り絞って海面に浮きあがった。同じく海面にあがってきたこがねが、俺の背後を指さして叫ぶ。


    「ほら！　来ましたわよ！」


    　見ると、ここに来るときに乗ってきた水陸両用車がやってきた。タクシーの運転手が運転席から顔を出し、浮き輪を投げてよこした。


    「まいど!!」


    「!!」


    　俺はそれに必死にしがみついた。


    　運転手は浮き輪を引き寄せ、俺の手をつかんで笑顔で言う。


    「またご利用いただけて、おおきにです！」


    　俺は運転手に引き上げられて、後部座席に乗り込んだ。


    　シートに体を預けて空気をいっぱいに吸って、ようやく安心した。


    　……助かった。あのままだと確実に死んでいた。


    　あの時、もう二度と乗らないと思っていたタクシーにまさか命を助けられることになるとは。


    　すぐに、こがねも俺の隣に乗り込んできた。こがねもスーツのままずぶぬれだった。


    「こうなるかもと思って、電話してホテルの裏側の海に、呼んでおきましたの!!」


    　そういいながらこがねが、ぬれたスーツの上着を脱ぐとシャツが体に密着していたので、目のやり場に困りながらも、俺は怒りのほうが勝って怒ど鳴なった。


    「馬鹿！　だったらなんで飛び込む前に言わないんだ！」


    「だってケチロンが言ったんですわよ！」


    「何をだよ！」


    「切り札は、最後までバレちゃだめだって！」


    　そう言って、こがねは笑った。


    　それを聞いて、俺も笑った。


    　そして、なんだか二人ともずぶぬれになっているのがおかしくなって、しばらく二人で笑いあった。


    　それから、運転手さんに頼んで無線を借り、俺たちが無事であることを渋しぶ澤さわ課長とレジーナに伝えると、レジーナはこう言った。


    「ゴールドバーグ氏も、あのフロアより上の階にいた大富豪も荒あら井いとともにあの爆発で即死。とりあえず、明日のＩＥＰは中止の方向になりそうよ。ホテルがあれじゃ無理もないわよね」


    　俺たちはリアウインドウから、遠ざかる夢ゆめ洲しまを見つめた。島の真ん中に建つ「ジパング・リゾートホテル」からは、さっきの爆発で煙が上がっていた。その後で、渋澤課長が代わって告げる。


    「……俺たちのここでの仕事は、これにて終了や。明日の昼までに東京に戻って、エイプスのオフィスで。以上」


    　そう言って、渋澤課長は　無線を切った。


    「一件落着ってとこだな」


    　俺がそう言うと、こがねが言う。


    「いえ。まだ一つ、やり残したことが残ってますわ」


    「……？」


    　何のことかわからず俺が眉まゆ根ねをよせると、運転手がバックミラー越しに尋ねる。


    「そいで、お客さん、どちらにいけばいいですか？」


    　すると、こがねが答える。


    「どこかで、たこ焼きというものを食べたいのですが」


    　そう言って、こがねは同意を求めるように、俺の顔を見た。


    　やり残したことってそれかよ。まあ、たしかに腹が減った。俺もうなずいた。


    「わかりました。ほな、ええ店ありまっせ！」


    　運転手は笑顔でそう言って、スクリューを始動させた。


    　タクシーが島と反対側の対岸につくころには、前方に朝日が昇り始めていた。


    　カジノの派手な照明より、その淡い光が俺には妙にまぶしく思えた。


    



    ￥￥￥


    



    　結局のところ、政府はカジノの集客をあきらめるどころか、計画は白紙に戻され推進派は責任を問われることになった。あの島はまたコンテナ島に戻るだろう。


    　東京に帰り、エイプスの本部に戻った俺は、瀬せ尾お局長から局長室に呼び出され、こってり絞られたものの、局長の心酔する総理がカジノについてはもともと慎重派だったことで、かろうじて処分まではされずに済んだ。


    「ま、アライアンスの悪わる巧だくみを駆逐できたのはよかったわ。総理もその点では評価してたわよ」


    「ありがとうございます！」


    　俺の隣で、こがねが喜んだ。


    　たしかに。あの日以来、アライアンスはまったく何の動きも見せていなかった。爆発で吹っ飛んだホテルには、ゴールドバーグ氏をはじめアライアンスのメンバーだと噂うわさされていた富豪たちが宿泊していた。あの爆発とともに、組織ごと吹っ飛んだのかもしれない。


    「でも！　いつまた、能力を犯罪に利用しようとする輩やからが現れるかわからないわよ。気を引き締めなさい！」


    「はいっ！」


    　局長に釘くぎを刺されて同時に返事した俺たちは、局長室を出てエイプスに戻った。


    「ふう。減給処分にならずにすんでよかった……」


    　俺がそう呟つぶやくと、渋しぶ澤さわ課長も同じように言う。


    「……ワシも、もう今回で懲こりた。ギャンブルはもうやめや」


    「本当ですか？」


    　レジーナが疑わしそうに課長に尋ねると、課長は真剣に答える。


    「ああ。今後一切、賭かけ事はせん。一万円賭けてもいい」


    　課長の答えに、レジーナはため息をつく。


    「ぜんぜん懲りてないわ」


    　すると、こがねは能天気に笑顔を見せる。


    「でも、いろんなことがありましたけど、楽しかったですわね」


    　こがねの言葉が妙に感慨深く響いて、俺も思わず笑顔になった。


    「まあな」


    「ん？」


    　すると、こがねが急に俺の顔を覗のぞき込む。


    「……!?」


    　俺が笑顔になったのが珍しいからか？


    　いや。こがねはなぜか俺の口だけを集中的に見つめている。俺は思わず海の中で彼女にされた人工呼吸を思い出し、ドキッとして後ずさる。


    「……なんだよ？」


    　すると、こがねは俺の口元を見つめたまま、低い声で言う。


    「……皆に買ってきたお土産みやげのたこ焼き、ひとつだけ減ってたんですけど……食べた犯人はケチロンですわね」


    「……は？」


    　図星だったが、俺はとっさにごまかした。


    「し、しらねーけど」


    「ウソですわ！　だって青のりがついてますもの。前歯に！」


    「!!」


    　こがねに指さされて俺は思わず口を隠した。こがねは勝ち誇ったように言う。


    「カジノでは偉そうに言ってましたけど、ケチロンもポーカーフェイスが苦手なんですのね」


    「う、うるせー！」


    　俺は、怒ど鳴なりながらも、恥ずかしさで赤面した。

  


  [image: ]


  
    「とか言いつつ、顔が真っ赤ですわ。まさにタコみたいですわよ」


    「お前なあ、バカにし過ぎだろ。いちおう先輩だぞ！」


    「あら精神年齢では、絶対に私のほうが上ですわよ！」


    　すると、俺たちの口論を傍はたで見ていた渋しぶ澤さわ課長が、むしろ感心したように呟つぶやく。


    「……お前ら、なんかいいコンビになってきたな」


    　渋澤課長の言葉に、俺とこがねは、思わず同時に答える。


    「どこが!?」


    　すると、レジーナがデスクから叫ぶ。


    「都内で能力者によるものと思おぼしき犯罪事件発生！　現場はメールで送るわ。至急出動して！」


    「わかりました。さ、ケチロン、ついてきてください！」


    「お前がついてこい！」


    　俺とこがねは、先を争うように現場に向かった。


    　現場でいつものように捜査を進めている途中で、ふと思った。


    　認めたくはなかったものの、たしかに俺たちは、最初に比べればいいコンビになってきたような気が、少しだけしないでもなかった。


    



    
      終わり。

    


    



    



    


  


  
    あとがき


    



    　第三巻の舞台はカジノです。カジノには行ったことないですが、行ったらたぶん、ルーレットばかりやると思います。なぜならあんまり知恵は使わず運だけで勝負できるからです。


    　とにかく勝負事が苦手なもんで、ポーカーとかバカラとか頭使うゲームは途中で面倒になってしまうんです。もちろんカードゲームも運が大きく左右しますが、知恵を絞ることで運命も変えられる。身もフタもないですが、まさにその醍だい醐ご味みの部分が面倒に感じてしまうからです。そんな人、負けるに決まってます。


    　ところで、今年の夏はずっと変な天気で、家を出る時に傘かさを持っていくかどうかのギャンブルに毎日、負けてばかりおりました。不思議なことに、傘を持ってこなかった日に雨に降られるより、傘を持ってきたのに降らなかった日のほうがなんか負けた感じがします。それもビニール傘じゃなく、高価な丈夫で重い傘を持ってたりしたら物理的にも心理的にも惨ざん敗ぱいです。お天てん道とう様さまにしてみれば僕が邪魔な傘を何日持ってきたかなんか当然知ったこっちゃないわけで、僕だけ忖そん度たくしてもらおうなんざおこがましい話です。


    　ですが天気に限らず、答えが出ないことを無駄に考えるのって楽しい面もあります。たぶんちゃんと答えが出ないからこそ自由に考えることができるからでしょう。今日雨が降るかどうか。宇宙人はいるのかどうか。芸能人カップルが一線を越えたかどうか。きっと永遠にちゃんとした答えは出ません。考えるだけ無駄なのですが、答えも自由なので考えるのが楽なんです。


    　逆に、何とかできそうなことを考えるのって、すごく面倒くさい。何とかしようがあるものは、ちゃんと考えることができてしまう。ちゃんと考えてちゃんと答えを出すことはすごく面倒なことです。何とかできそうなものが何とかできてないのは、きっとそこに困難があるに決まってるからです。きっとちゃんと考えれば、その困難は乗り越えられるんでしょうが、天に任せちゃうほうがすごく簡単で楽です。


    　雨が降るかどうかはコントロールできませんけど、ミサイルとなると別です。ミサイルは人間が撃つものなので、相手が人間であれば何とかしようがあるはずです。どっかの国と国の駆け引きの間で運を天に任せるのだけは避けたいです。８月にこの国にいると、否が応にも平和について考えさせられる機会が何度もありますが、その答えを出すのはなかなか難しそうです。


    　最後になりましたが、この本を出すために尽力してくださった編集部の皆様、担当の小こ山やまさん、夏休み、どこにも行かずに我が慢まんしてくれた家族、遅刻する僕を稽けい古こ場ばで待ち続けてくれた劇げき団だん番ばん町ちようボーイズの皆。何よりご愛読いただきました読者の皆様へ、大いなる感謝をこめて。ありがとうございました。


    



    　　８月某日。新宿某所の稽古場にて。


    
      ますもとたくや

    

  


  
    ますもとたくや


    Takuya Masumoto


    



    舞台の小道具用にマネーガンというお札を発射する銃みたいのを買いましたが、普段の使い道がわかりません。
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